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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　今朝から降り出した雨には夏の気配が含ふくまれていた。

　雨は、樹木や花々、城下町や鉄の砲ほう台だい、そしてこの壮そう麗れいな太守の居城に至るまで、巨きよ大だいで屈くつ強きような城じよう郭かく都市のすべてを等しく濡ぬらしてゆく。

　燈とう真まは、降りしきる大おお粒つぶの雨とその向こうに広がる東南の空をじっと見つめた。

　見えうる限り、灰色だ。この雨は遠く離はなれた故郷にも降り、あの人の琥こ珀はく色いろの髪かみや白い頰ほおを濡らしているのだろうか。

「燈真」

「はい」

　主に名を呼ばれ、燈真はすみやかに思考を切り替かえる。

　燈真が職務の最中に、ましてや太守の御ご前ぜんで故郷を思うことなど、これまで皆かい無むだった。

　燈真は霊れい感かんの類たぐいを持ち合わせていないが、故郷で何か起きたのではないかと少し気がかりになる。

　しかしその思いもすぐ頭の奥底に仕し舞まった。今は目の前に悠ゆう々ゆうと座る主の言葉に集中するだけだ。降り込む雨で大広間の絨じゆう毯たんが濡れないよう、七つある大窓をすべて閉め、燈真は太守の前に立った。

「この雨は、淫いん雨うになるかねぇ」

　淫雨とは幾いく日にちも降り続く雨のことをいう。燈真は、登城の途と中ちゆうで見た花を思い出した。

　半はん透とう明めいの白い花は細い枝がしなるほどに咲さきこぼれ、その身をすでに濡らしていた。

「おそらくは。今朝方、卯うの花を見ました。満開でした」

「ほう、そうか。あの花の咲く時期に降る雨は、長雨になるというな。卯の花腐くたし──先人は美しい言葉を遺のこしたものだ」

　のんびりとした口調で悠ゆう長ちようなことを話しているが、太守の着眼点はそこではないと、燈真はその短い言葉の中に真意を探さぐる。

「海辺と河か川せんの監かん視しに警けい邏らの兵を増員させます」

　燈真の推察は当たっていたのだろう、太守が一度だけうなずき、その鋭するどい瞳ひとみを光らせた。

「洪こう水ずいの前兆が無くても民たみをむやみに近寄らせるな。高波や氾はん濫らんした河川に吞のみ込まれては救助も難しくなる」

「かしこまりました」

「それとな、燈真」

「はい」

「私は、男を拾うことにした。その者の世話を頼たのむ」

「──はい」

　燈真が太守の傍かたわらで働くようになって六年が経たとうとしている。

　この六年間でおおかたのことは理解したつもりだ。まったく違ちがう話をしていても、その真意を汲くみ取ることができるようにもなった。先ほどのように。しかしそれでもまだつかみきれない燈真の主は、時折突とつ拍ぴよう子しも無いことを言い出しては補ほ佐さ官たちを困こん惑わくさせる。それを楽しんでいるようにも見えた。

「昨夜、李り桂けいから勧すすめがあったのだよ。──男を一人、救っていただけないか、とな」

　太守の口から出た男の名に、燈真はほんのわずかな警けい戒かいの念を持った。しかしそれは表情に出さず、主の次の言葉を待つ。

　大窓の外の曇どん天てんとは対照的に、太守の声は軽かろやかだった。

　李桂とは、長くこの城郭都市に住み、二代続いて病びよう没ぼつした前太守たちと、そして現在の太守に補佐官として仕え続けている初老の男だ。なにかと周囲の者の世話を焼き、口を出すのが好きなようで、『小うるさい年寄りのお節せつ介かいだとお思いください』が口くち癖ぐせだった。

　現在の太守・天てん繕ぜんに仕える一等補佐官は五人。そのうち最年長はもちろん李桂で、それに続く四十代の男が二人、三十代の男が一人。そして二十二歳の燈真が最年少補佐官として名を連ねる。

　世話好きな李桂は、祖父と孫ほどの年ねん齢れい差がある燈真にも、立派過ぎる屋や敷しきや何人もの召めし使つかいを手配しようとしたり、最近はくどいほどに女性の世話や縁えん談だん話まで持ち掛かけてくる。

　しかしそれらをまったく必要としていない燈真は、大だい先せん輩ぱいの厚こう意いを丁てい重ちように断るのに難なん儀ぎすること度たび々たびだった。

　そんな李桂が、太守である天繕に勧めた援えん助じよの話というのは、こういうことだった。

　小さな地方都市に住むとある男の家が、多額の借金を負わされ、妹がその形に取られそうになっている。男は妹だけは渡わたせないと言い張り、妹を妓ぎ楼ろうに売って金に換かえたい借金取りとの間で、いつ流血沙ざ汰たになってもおかしくないほどに事態は逼ひつ迫ぱくしているという。それを見かねた地方都市の首長が、彼の遠とお縁えんである李桂を頼たよって来たのだそうだ。

「借金を全額肩かた代がわりするその代だい償しように、男は自分の身を差し出すと言っているらしい。なかなか気骨のある若者かもしれん。それをみすみす人買いの手に渡すのは口くち惜おしい、どうか閣下の御お膝ひざ元もとに──そう李桂の進言があってな。私はその話に乗ることにした」

　いかにも李桂が持ってきそうな話だと燈真は思った。

　たとえそこに人身と金がからんだとしても、人助けに変わりはないのだから、天繕の名に傷はつかない。そして首長から相談を受けた李桂自身が借金の肩代わりをしなかった理由は、それがかなりの高額であることと、そしておそらくその男が──。

　燈真が考えを巡めぐらせていると、天繕が悪戯いたずらっぽく笑った。

「なぜ私が李桂の話に乗ったのか訊きかないのか？　燈真」

「閣下が決められたことなら、理由は何でもいいです」

　つまらぬ男だなぁと言って笑う天繕のその声には、燈真に対する親愛のようなものがたしかに含まれている。今、大広間には天繕と燈真の二人しか居ないというのに、彼は畳たたんだ扇おうぎでわざとらしく燈真を招き寄せるような仕草をした。燈真は黙だまって二、三歩近づき、黒衣に包んだ長ちよう軀くをかがめる。

「その男、とびきりの美人らしい」

「………」

　やはり、そうだった。燈真の予想は当たっていた。

　今年三十二の歳としを迎むかえる天繕は、この巨大で屈強な城郭都市の太守にふさわしい剛ごう毅きさと精せい悍かんさを持ち合わせている。そんな彼は色事も熟達していて、気が向けば男だん娼しようや娼しよう妓ぎを抱だきに不夜城へ足を運ぶことがあった。

　すべてはそのときの気分次し第だいらしいのだが、夜の御おた戯わむれにまで随ずい行こうしなくてはならない燈真の心境はやや複雑である。

　天繕の奔ほん放ぽうな性生活に文句は無いが、妓楼で彼を待っている燈真に、男娼や娼妓がからんでくるのが面めん倒どう極きわまりない。燈真は小説を読んで時間を潰つぶしたいのに、必ず邪じや魔まが入る。

　そんな彼ら彼女らをあしらおうとするのだが、無表情で無口な男の何が良いのか、中には座って小説を読む燈真のひざに乗り上がってくる者もいる。

　男娼も娼妓も皆みな、美しくていい匂においがするが、抱きたいとは思わなかった。

　しかたがないので、すり寄ってくる娼妓たちはそのままに、渋しぶい茶を飲み煙草たばこをくゆらせ小説を読んでいると、部屋から出てきた天繕に『ここに大陸一の朴ぼく念ねん仁じんがおるぞ』とからかわれ大おお仰ぎように笑われる。

　天繕には馴な染じみの妓楼ももちろんあるが、その選び方はいつもなりゆきで、行ったことのない店に身分を偽いつわって入ることもある。行こう為い中に娼妓の口から、城に居ては絶対に知り得ない思いもよらぬ話を聞くことができるのも目的のひとつらしいが、要は一夜の春を謳おう歌かできればそれで充じゆう分ぶんらしく、贔ひ屓いきの娼妓や男娼は作らず彼ら彼女への執しゆう着ちやくはまったく見受けられない。

　毎日気を張り精神を研とぎ澄すませ、城郭都市の政まつりごとに己おのれのすべてを費ついやしている太守の息いき抜ぬきだと考えれば、燈真は天繕を咎とがめる気も起きなかった。

　今度も同じだと燈真は考える。天繕がその男を抱くのは、単なる遊興、戯たわむれ以外の何ものでもない。ただ少々面倒なのは、相手が男娼ではなく一いつ般ぱん人だということだ。

「噂うわさになるほどの傾けい城せいの美人か。本当に城が傾かたむくようなことになれば、難儀するなぁ」

　燈真の気持ちをよそに、天繕は少しも危き惧ぐしていないことを口にしてからからと笑った。

「まぁ、それは冗じよう談だんとして──あの御ご老体、最近また良からぬことを企たくらんでいるような気がしてな。この美人を使って何を企くわだてようとしているかは解わからんが、余計な芽は摘つんでおいた方がいい。世話をおまえに任せることは、すでに李桂にも伝えてある」

　御老体──天繕は李桂のことを尊敬と皮肉を籠こめてそう呼んだ。

　たしかにここ最近の李桂の動きは怪あやしいと燈真も感じていた。前にも増して色々なことに口を出すようになったかと思えば、本人の行動はこそこそとしているように見える。李桂の名を聞いた燈真の中に警けい戒かい心しんが生まれたのもそのせいだった。

　おそらく天繕は燈真以上にそれを強く感じていたのだろう。

「おまえ以外に頼む気が起きなくてな。その美人は男を知らんだろう。──教えてやれ。男の受け入れ方を理解させてから城に上げるように。それまでは……そうだな、私の別宅を使うといい。鍵かぎはおまえが管理しているだろう？」

「はい」

「その美人の家に渡す金を準備してくれ。私財から出してくれてかまわない」

「かしこまりました。金額はいかほどに」

「金の貨か幣へい、一千枚だ」

　高い、と思った。ただ美人だという噂だけで見たこともなく名前すら知らぬ、ましてや男のために気まぐれで出せる金額ではない。

　しかし燈真の主はそれをやってのけるほどの財力を持ち、そしてその財力を生む経済力が、この城じよう郭かく都市にはある。

　城郭都市──国内最大の港こう湾わんと、大陸を横断する東西公路の統治権を持ち、その規模は帝てい都とに次ぐ巨きよ大だい都市である。諸外国との貿易で得た財力、そしてそれを基き盤ばんとする武力は、帝都を凌しのぐとも謳うたわれ、外敵の襲しゆう来らいを受けたときにはこの都市そのものが最初で最大最強の防ぼう壁へきとなる。

　また、帝都への長い旅を続ける旅商人たちの安全を担になう、守護の都でもあった。

　様々な人種の人間が集まり、白昼、活気あふれる大市場は、陽ひが沈しずめばたちどころに不夜城へとその姿を変える。人々の欲よく望ぼうと熱気で膨ふくれ上がった巨大都市の、秩ちつ序じよと乱雑の均きん衡こうを保ち続けているのが、太守・天繕──燈真もまた、その恩おん恵けいに与あずかり、彼に拾ってもらった人間の一人だった。

　帝都を抑おさえて、城郭都市と天繕が際きわ立だつ理由は他ほかにもあった。

　彼は、弱じやつ冠かん二十六歳で皇こう帝ていから太守に任命されている。若さもさることながら、皇帝みずから太守を選出し任命するなど過去に例が無い。

　そういった理由から、今度の太守さまは皇帝陛下の遠縁で皇族の血を引いているらしいとか、幼い頃ころからずっと諸外国に遊学していて三ヶ国語を同時に聞き分けるだとか、天繕に関する逸いつ話わや噂うわさ話ばなしは今も後を絶たない。けれど、精悍で闊かつ達たつな若き太守を、この都市の民たみが歓かん迎げいしたことは確かだった。

　天繕は太守に任命された翌日から二週間、城郭都市周辺に点在する小都市や村里を視察して回った。そうやって見込みのありそうな若者を自分で見つけ出し、召めし抱かかえて教育する。これも歴代の太守の中で天繕だけが行ったことだった。

　そして天繕は燈真の住む地方都市にもやってきた。その土地で天繕が声をかけたのは、たった一人、まだ十六歳の燈真だけだったという。

　燈真は当初、ひどく躊ちゆう躇ちよした。孤こ児じである燈真には後ろ盾だても財産も無かったからだ。それを天繕に伝えると、そんなものは必要ないとだけ言われたことを憶おぼえている。

　それでも燈真には、故郷を離はなれたくない大きな理由があった。

　琥こ珀はく色いろの髪かみを持つあの人の傍そばにいたかった。

　物心ついた頃からずっと一いつ緒しよだった、三歳年上の幼おさな馴な染じみ。離れて暮らすことなど想像できない。しかしその人が燈真にくれた一言が、燈真を突つき動かし、天繕の治める都市へと向かわせた。

　──強くなれ、燈真。そして人のために働ける立派な男になったら、私はおまえのものになるよ──。

　それでも十六歳の少年に城郭都市は強大過ぎた。

　覆おおいかぶさってくるのではないかと思うほど威い圧あつ感かんのある城じよう壁へきと、見たこともない高い楼ろう閣かく。多種多様な人々とあふれる物品で埋うめつくされた城下町に、常夜灯の怪しく揺ゆれる不夜城。

　そして、朝から深夜までおさまることのない喧けん騒そう。

　各地から集められた若者や少年たちは、城郭都市の雰ふん囲い気きに完全に吞のまれてしまった。

　そんな彼らに課せられた任務は想像以上に厳しく過か酷こくで、一年も経たたないうちに半数以上の者が故郷へ帰っていった。燈真も心を不安に支配されかけた。

　そんなとき天繕が燈真に与あたえてくれた言葉を、燈真は折々に反はん芻すうする。

　──私が欲しいのは家いえ柄がらでも後ろ盾でも金でもない、本人の実力のみ。この都市に見合う屈くつ強きような精神と肉体のみだ。おまえにはまだそれが無い。しかしそれを得るために努力し続けることが、おまえはできるだろう。おまえのその瞳ひとみに静かに宿る黒い焰ほのおが、何よりの証あかし──。

　その言葉は燈真の心にあった不安を打ち消し、本来の目的を思い出させてくれた。

　あの人のために、強くなる──天繕に鼓こ舞ぶされた燈真は、故郷に暮らす幼馴染がくれた一言だけを心の軸じくにして、日々の鍛たん練れんに耐たえ、学術に励はげんだ。

　十六歳とは思えない物静かで克こつ己き的てきな姿勢が気に入られたのか、燈真は天繕直々に剣けん術じゆつの稽けい古こ相手に任命され、若き太守の側で様々なことを学ぶ機会を得た。

　天繕から与えられる御役目はときに易しく、ときに非情で容よう赦しやがない。燈真はその任務を懸けん命めいに果たした。

　そして燈真は片かた田舎いなかの孤児からこの都市の一等補ほ佐さ官となった。それも二十二歳という若さで。もちろん、あまりにも若すぎると、この人事に対し一部の高官から反対の声も上がった。

　しかしそれを遥はるかに上回る賛成派が燈真を後押ししてくれた。日ひ頃ごろから寡か黙もくによく働く真ま面じ目めな燈真を、見てくれている高官は多くいた。そして何よりも天繕が見み出いだし教育し認めた者ということが、最大の理由だった。

　城郭都市太守・天繕への恩義の大きさは、はかり知れない。

　燈真にとって天繕の言うことは絶対だ。どんな命令にも従い、それを必ず成し遂とげる。

　たとえそれが手を血に染めることであっても、男の体に同性の受け入れ方を教え込むことであっても。それが天繕のためになるのなら、粛しゆく々しゆくとまっとうするまで──燈真は六年間でその信念と能力を身につけた。

　遥か遠くで雷らい鳴めいがひとつ轟とどろき、その音で燈真は追つい憶おくをやめた。あの雷かみなりは、間もなく嵐あらしをここに連れてくる。

「時し化けがくる前に漁民を城郭内へ誘ゆう導どうする必要があるな」

「至急通達を出します」

「海岸と河か川せんの監かん視しも忘れるな。明日までに金を用意して別宅へ運べ。男と金の受け渡わたしは別宅で行う。李桂もそれに立ち会うと言っている。日程は李桂と確かく認にんを。数日後の遠とお駆がけも予定通り行うぞ。──忙いそがしいな、燈真。まぁ、おまえなら難なくやれるだろう」

　燈真が返事をするより前に、天繕は美しい海の神が彫ちよう刻こくされた大理石の肘ひじ掛かけ椅い子すから立ち上がると、機き嫌げん良く大広間を出てゆく。

　立ち去る天繕に一礼し、燈真は大窓越ごしに外を見た。稲いな妻ずまが空を走り、雨が激しさを増した。

　警けい邏らの隊長たちに海岸と河川の監視指示を出すため、燈真も大広間を出る。

　そして天繕の言った別宅の鍵のありかを見つけるために、自分の執しつ務む室へと向かった。







　　　　　　　　　　＊　　＊　　＊　　＊







　午後の風を受けて、春しゆん怜れいの艶つややかな琥珀色の髪がさらさらと揺れた。

　春怜は手た綱づなを引く力をゆるめ、馬の歩く速さに任せて、二日ぶりに顔を出した太陽を見上げた。鮮あざやかなまでの蒼そう穹きゆうに、思わず目を細める。

　昨日までの嵐が噓うそのようだった。春怜の頰ほおや馬のたてがみを撫なでてゆく風も、初夏特有の微び熱ねつを孕はらんでいる。

　しかし、大陸にやってきた嵐は過ぎ去ったが、春怜の心を襲おそった嵐は、まだ留とどまったままだ。

　この空のように晴れ渡る日が来るのか、今の春怜には知る術すべが無い。

「おぉい、春怜、何しとる」

　少し先を行く首長が振ふり返り、春怜を呼ぶ。春怜は馬の腹を軽く蹴けって、首長に追いついた。

「急がんと、約束の時間までに城郭都市に着かんよ」

「申し訳ありません」

　夜明け前、まだ星のまたたく頃に、二人は故郷を出発した。春怜は二度とここには戻もどれないという思いを胸に、眠ねむらずに馬を駆り続けた。城郭都市までの道程は八分目を越こえ、残すところあと数里である。

「まぁ、そんな暗い顔をするな。わしもおまえが役場から居なくなると思うと、心こころ許もと無なくてしかたないわい。おまえは本当に故郷のために尽つくしてくれていたのになぁ……」

　涙なみだもろい首長は、春怜を励まそうとしながら結局自分が涙目になった。それを見た春怜は、その美しい貌かおに笑えみを浮うかべた。

　春怜は、女性と見み紛まがうほどの端たん麗れいな顔立ちと、それに見合った気品と怜れい悧りさを持っていた。

　白磁のような肌はだと、強い意志の宿った琥珀色の瞳。赤みをおびた髪と瞳に、その凜りんとした美び貌ぼうから、真冬に咲さく紅あかい椿つばきの精せい霊れいのようだと誉ほめそやされ、噂うわさは近きん隣りんの都市や村々にまで伝わるほどだった。

　その噂を聞きつけた帝てい都とや周辺都市から高官登用の知らせが何度もあったが、春怜はそれらを断って小役人を続け、その身を故郷に捧ささげていた。

　町が大寒波に見み舞まわれたときは、早朝から深夜まで馬で家々を回って不便や病人が出ていないかを確かめ、日照りが続いて畑が干ひ上あがりそうになったときは、川の水を田畑に流すために知ち恵えを絞しぼる。

　すべては大切な家族のため、小さな故郷を守るためだった。美しく賢さかしく、それでいて公僕に徹てつする春怜を、故郷の人々は頼たよりにしていた。

　早くに父親を亡なくしたため、春怜は二十五歳になった今も妻を娶めとらず、母親と、七つ歳としの離れた妹と三人で生活していた。可愛かわいい妹の嫁とつぎ先がいつ決まってもいいように、質素倹けん約やくに努めて少しずつ金を蓄たくわえる。

　そうやって慎つつましく暮らしていた春怜を、思いもよらぬ嵐が襲った。

　親しん戚せきが作ったわずかな借金が、誰だれにも知られないうちにみるみる利息を生み、春怜がその存在を知ったときには、すでに親戚は姿を消し、膨れ上がった借金と借用証だけがそこに残されていた。

　その額、金の貨か幣へい一千枚。地方都市の小役人の身分では、屋や敷しきと田畑を売り、一生馬車馬のように働いても作れる金ではない。

　十年以上経っているにもかかわらず、憎にくいほどに借用証には一いつ片ぺんの染しみも汚よごれも無かった。

　その保証人欄らんに記き載さいされていた父親の名前を見たときの衝しよう撃げきは、言葉にあらわしがたい。

　とうの昔に他界してしまった父親に恨うらみごとを言ったところで、何の足しにもなりはしないのだが、せめて一言相談して欲しかったと春怜は思う。そのせいで、何よりも大切にしている可愛い妹が、借金の形に取られ妓ぎ楼ろうに売り飛ばされそうになったのだ。母親も心労で寝ね込こんでしまった。文句のひとつも言いたくなる。

　高利貸しは借金の取立てに毎日春怜の屋敷を訪おとずれるようになった。妹を無理やり連れて行かれそうになったとき、春怜は無意識に刀とう剣けんを抜ぬいていた。高利貸しを殺して自分も死ぬ覚かく悟ごだった。それを見た母親は泣いて首長にすがり、そこで倒たおれてしまった。

「しかし、捨てる神あれば拾う神ありとは、このことを言うのだろうなぁ。ひとえに春怜の日頃の行いの賜たま物ものだろうね」

「いえ、首長さまがお知り合いの補佐官さまに相談してくださったからです。そうでなければ、今ごろ私は高利貸しを殺あやめてしまっていたでしょう。それが最も母と妹を苦しめてしまうということにも気づかずに。そうならずに済んだことに、心から感謝しています」

　首長はまた、ぐす、と鼻を鳴らした。

　首長にとっても春怜は信しん頼らいのおける大切な部下だった。だからこそ、自分の遠とお縁えんにあたる城じよう郭かく都市の補佐官を頼り、その補佐官が太守に話を通してくれたのだろう。信じられないことに、太守が借金を全額肩かた代がわりしてくれることになった。

　その代だい償しようは、妹ではなく春怜の身み柄がらだった。

　自分の身ひとつで話がつくのなら、大切な家族にふたたび安あん寧ねいの日々が戻るのなら、喜んでこの身を捧げようと思う。──たしかにそう思った、そう思えたのに、気がつけば小さな溜ため息いきを繰くり返してしまっている。

　この先のことを思うと不安にもなるが、自分の身の振り方はどうにでもなる。

　太守が春怜を側そば仕づかえとして使ってくれるのなら、自分の持てる力のすべてでその恩義に報むくいたい。その言いつけがどんなに小さくても困難を極きわめることであっても、全力で果たそうと心に決めていた。

　それでも、やはり心が鉛なまりのように重たいのは、生きる糧かてとしてきた大切なものを、何もかも置き去りにしてくるしかなかったからだ。

　もう二度とこの手で触ふれることのできない妹の愛らしい頰や、細くなった母親の背中。何も無い辺へん鄙ぴな土地だけれど、人々の優やさしい笑顔の絶えない小さな故郷のことを思うと、たまらなくなる。

　そしてもうひとつ、春怜の心に棘とげのように刺ささって消えない存在があった。

　数年前、大都市に行った幼おさな馴な染じみのことだ。二人は、幼い頃ころから長い時間を一いつ緒しよに過ごした。学問も武術もすべてをともに学び、仔こ犬いぬの兄弟のように寄り添そって成長した、春怜にとってかけがえの無い存在だった。愛する故郷を自分たちで守っていこうと誓ちかいを立てた。

　けれど、その幼馴染は大都市に旅立ったまま、今では便りも無い。

　故郷に戻った幼馴染が春怜の不在を知ったとき──あいつはどう思うのだろう。

　いつ戻ってきてもいいように、孤こ児じだったあの男の居場所をしっかりと作っておくために、懸けん命めいに故郷を守ってきた。その思いと努力が今、春怜の手の中であぶくのように儚はかなく消えてしまったように思えてならなかった。

「おお、見えてきたぞ。相変わらず高い城じよう壁へきだなぁ」

　首長が一度馬の足を止め、その丸々とした手を額にかざす。春怜は、首長と一緒になって城壁を見上げた。

「これが、城郭都市……」

　帝都には何度か行ったことがあるが、城郭都市は初めてだった。

　厚い城壁が一周張り巡めぐらされているこの都市には、四つの城門が設けられている。春怜たちが今立っている場所は、最も人の出入りが激しい東の大正門だった。

　青銅製の大門には、同じ青銅を細工して造られた大小七匹ひきの海うみ蛇へびが巻きついている。

　大門の中央に巻きついた最も大きな海蛇が、口を大きく開けて鋭するどい牙きばをこちらへ向けていた。

「そこの旅人。馬を下りろ。ここからは引いて歩け」

　海蛇を意い匠しようとしているのは、この大都市が海からの豊かな恩おん恵けいを受けているからだろうか。そんなことを考えながら立派な大門を見上げていると、門番の兵に注意を受けた。

　馬を下りた春怜は首長の後に続いて大正門を通った。

　──空気が、変わった。

　そう思った。上う手まく言葉にできないのだが、その濃のう度どや匂においといったものが、故郷とも、ここにたどりつくまでの道程とも、まったく違ちがう。

　大正門を一歩抜ければ、そこからもう市場が始まっていた。屋根と屋根が重なりそうなほどに店は軒のきを連ねていて、その終わりがどこなのか解わからなかった。

　それぞれの店では店主と客が値段交こう渉しようのために大声を張り上げている。春怜が仲ちゆう裁さいに入った故郷での喧けん嘩か沙ざ汰たでも、もう少しおとなしかったのではないかと思いながら市場を歩いてゆく。

「春怜。見てごらんよ、あの立派な楼ろう閣かくを。あれが城郭都市の力の強大さを象しよう徴ちようしている」

「これは、凄すごいですね……」

　終わりの見えない市場のその向こうに、何百年もここに在り続ける巌いわおのように悠ゆう々ゆうとそびえ立つ大楼閣が、春怜たちを迎むかえてくれた。春怜は素す直なおに、素す晴ばらしいと思った。

　大楼閣は三重になっていて、立派な三層の瑠る璃り色いろの瓦かわらが、傾かたむきはじめた午後の陽ひを受けてきらきらと輝かがやいていた。瑠る璃り瓦がわらの軒先にはおびただしい数の灯とう籠ろうが吊つられている。あれは陽が落ちきれば常夜灯となって、夜の闇やみにこの大楼閣を明るく浮かび上がらせるのだろう。

　おそろしく賑にぎわう市場を抜けて河か川せんに架かかる大橋を渡わたり、居住区に入る。

　ふいに、喧けん騒そうが遠のいた。

　市場からさほど離はなれていないというのに不思議なものだ──そう思いながら足元に目を落とす。そこに続く、美しく整備された白い石いし畳だたみを見て春怜は気がついた。ここはまだ新しい街区だ。

　道に敷しき詰つめられた白い石は角が綺き麗れいに削そぎ落とされ、ひとつひとつ丁てい寧ねいに埋うめ込まれている。その両りよう脇わきには小さな溝みぞがあり、大雨が降ってもそこにすべて流れ込む構造になっていた。

　それぞれの屋敷を囲う白い塀へいは質の良い土で造られ、どの塀も一定の高さに合わせられている。その塀から、見たこともない美しい花がたわわに咲さきこぼれ、滝たきを連想させるほどに真っ赤な花はな房ぶさを白い石畳の方へ垂らしていた。

　近所の邸てい宅たくで飼われているのだろうか、毛並みの美しい一いつ匹ぴきの猫ねこが、細い首輪に付けられた宝石を揺ゆらしながら塀の上を散歩していた。赤い花房の滝をするりと通り抜けた猫は、碧へき玉ぎよくのような丸い瞳ひとみで春怜を一度睥へい睨げいしただけで、それ以上春怜に興味を示さず去ってゆく。

　去りゆく猫につられて、春怜は歩いてきた道を振ふり返った。

　石畳はゆるやかな坂道になっていて、気づかないうちにわずかに市場を見下ろせるあたりまで登ってきたようだ。

　吹ふき渡ってくる海風が、春怜の琥こ珀はく色いろの髪かみを撫なで、滑すべるように坂を下り、市場の方へ流れてゆく。

　このあたりが閑かん静せいなのは、風の流れを読み、常に風上であるこの場所に上手く屋敷を配置したからだろう。

　緻ち密みつな設計図を起こし、それに忠実に造られた街区だということが、素しろ人うと目にもよく解る。

　春怜は、白い塀と白い石畳に囲われた、白い迷めい路ろに迷い込んでしまったような錯さつ覚かくに陥おちいった。ふたたび溜息をつかずにはいられなかった。

　春怜の故郷にはまだ舗ほ装そうされた道はほとんど無く、晴天が続けば砂すな埃ぼこりが立ち、大雨が降れば至る所に泥でい濘ねいができて馬車が進まなくなる。

　どうしてもっと早くにここを訪れなかったのだろう。学ぶことは随ずい所しよにあふれている。

　どうしてこの大都市に居るはずの幼馴染に、早く戻もどってきてくれと言わなかったのだろう。自分たちが力を合わせ故郷のためにできることはまだたくさんあったはずだ。

　戻ることは許されないと頭では解っていても、それに相反して心は故郷を思ってばかりだ。諦あきらめるしかないと解っている。だが諦めがつくまでには、しばらく時間が必要だった。

　熾おき火びのような赤い花びらが、静かに思案を巡らす春怜を慰なぐさめるように、その長い髪を伝い、音もなく白い石畳の上に流れ落ちていった。

　複雑に入り組んだ白い路地を通り抜けると、このあたりで一番立派な屋や敷しきが目の前にあらわれた。その門構えからして、他ほかの屋敷と一線を画している。

「ここに太守さまが居おられるのですか？」

「いや、わしも詳くわしいことは知らされておらんのだよ。城ではなく、この屋敷に来るようにと、李桂さまからの手紙にはそれしか書かれていなくてな……。だが、李桂さまがここにいらっしゃることは間違いないよ」

　首長が門を叩たたくと、侍じ女じよが出てきて二人を屋敷の中へ入れてくれた。趣しゆ向こうを凝こらした、やや派手な部屋に通される。

「補ほ佐さ官さまはまだお越こしになっておりませんが、間もなく到とう着ちやくされます。それまでしばらくお待ちくださいませ」

　茶と茶ちや菓が子しを円えん卓たくの上に置くと、侍女はそれだけを話して部屋を去っていった。

　夜明け前から休むことなく馬を駆かり続けてくれた首長には、少し疲つかれの色が見えている。

　首長に感謝と労いたわりの声をかけ、春怜は窓の外を見つめた。

　登城して、太守の謁えつ見けんを賜たまわるのだと勝手に思い込んでいた。だからこの閑静な邸宅街では、太守のために城じよう郭かく都市に来たという確かな実感が湧わいてこなかった。

　陽はずいぶんと傾き、部屋の窓が夕焼け色に染まる。

　円卓や、椅い子すに腰こし掛かける自分たちの影かげがほんの少しずつ長くなってゆく、その様子を見つめながら、春怜はわずかの間、物思いに耽ふけった。

　この城郭都市に幼馴染の燈真が居るはずなのだが、今はどこでどんな仕事をしているのだろう。

　故郷を離れた六年の間に燈真は一度も帰郷せず、寄よ越こしてきた手紙はわずか数通だった。

　普ふ段だんから口数が少なく感情を表に出さない男の手紙は、これもまたひどく短くて、本当に元気でいるのか、きちんと仕事ができているのかと、短い手紙を何度も読み返しながら首をかしげたことを思い出す。

　その手紙も、送られてきたのは最初の一年だけだった。それから後は春怜が何度手紙を送っても、返事は届かなかった。

　華はなやかな大都市に行った燈真は、小さな田舎いなかでの暮らしなど忘れてしまったのだろうか。

　燈真の好きだった紅あかい椿つばきが咲くたびに、十六歳で故郷を去ったあの男のことを思い出しては寂さびしさを募つのらせていたというのに。

　この大都市で、一人の人間を自力で見つけ出すのは簡単ではないかもしれない。

　それに、今の自分の身分では、会うこと自体が得策だとも思えなかった。人に言えないほどの高額の借金を全額肩かた代がわりしてもらう代だい償しように、太守の側そば仕づかえをしにやってきましたなどとは、恥はずかしくて言いづらい。

　燈真のことはしばらく忘れた方がいいと思った。自分の身の振り方が確定してから居場所を尋たずねて回っても遅おそくはない。

　春怜がそう心に決めたとき、遠くから長い廊ろう下かを歩く人の足音が聞こえてきた。

「李桂さまが来られたようだぞ」

　そう言って首長が立ち上がったので、春怜もそれにならった。

　茜あかね色いろをしていた部屋の縦長の窓は、上部から徐じよ々じよに藍あい色いろへと移ろいを見せている。反対側の壁かべに嵌はめ込まれた窓の向こうに、この部屋を目指して歩いてくる小こ柄がらな老人の姿が見えた。

　春怜と首長は片ひざを立てて座り、補佐官の入室を待つ。

「立って面おもてを上げなさい。遠路はるばるよう来られましたな」

　しわがれた声だった。二人は言われた通り立ち上がった。

　身分に格段の差があるとはいえ、縁えん者じやである李桂と首長が久しぶりの再会を喜び合う。

　その李桂の姿は想像していた補佐官とは様子がずいぶんと違っていて、春怜は一いつ瞬しゆんだけ面めん食くらってしまった。

　臙えん脂じ色いろに銀色の波模様が入った派手な高官服を着て、腰こしから垂らした臙脂色の帯の先せん端たんには銀の海うみ蛇へびが刺し繡しゆうされていた。高官服の裾すそから鬱う金こん色いろの下衣が見え隠かくれし、履はいている平たい靴くつにも細かく光る石が縫ぬい付けられている。

　えらく派手なお召めし物だなと思った。この御お方かたが太守さまだと言われれば、片かた田舎いなかから出てきた者はおそらくそれを信じるだろう。それとも春怜が知らないだけで、富と繁はん栄えいを誇ほこる大都市では、役人でもこれくらいの格好をするのが当然なのだろうか。

　そんな李桂と目が合い、春怜は一礼をした。

「初めてお目にかかります。春怜と申します。このたびは格別の御ご配はい慮りよを賜り、まことにありがとうございます」

「ほう。そなたが──」

　春怜の端たん麗れいな容姿や美しい所作を値ね踏ぶみするように、深い皺しわの刻まれた頰ほおを歪ゆがめていやらしく目を細められたと感じるのは、春怜を救うべく動いてくださった補佐官さまに対して失礼だろうか。

「取るに足らぬ身ではありますが、己おのれのすべてを賭としてこの恩義に報むくいる所存でございます」

　春怜は李桂の視線を受け流して、もう一度頭こうべを垂れた。

「あの、李桂さま。太守さまはこちらに？　それとも、この春怜を李桂さまにお預けして宜よろしいのでしょうか」

　首長は早さつ速そく本題に入った。彼は彼なりの使命感があり、今夜じゅうに金を春怜の家族へ渡してやりたいという思いで行動してくれている。

「いや、閣下はここにはお見えにならない。わしも立ち会いに来ただけだ。これより登城し今日のことをすみやかにご報告申し上げる。春怜どのの世話や諸もろ々もろのことはわしの後こう輩はいが担になうことになっておる。今、別室へ金を取りに行って──おお、来たか」

　こつ……、こつ……と、その男の足音だけが妙みように深く響ひびき、遅く聞こえたのは、錯覚なのだろうか。

　この部屋に近づいてくる偉い丈じよう夫ふを見た刹せつ那な、春怜は呼吸を忘れた。

　──噓うそだ。

　わずかに癖くせのある黒くろ髪かみと、伏ふし目がちの黒い瞳。長ちよう軀くを包む漆しつ黒こくの高官服の、その背には銀色の海蛇が牙きばを剝むく。真っ黒な飾かざり帯と黒くろ革かわの長ちよ靴うか。腰に佩はく黒色の刀とう剣けん。

　夜の闇やみを擬ぎ人じん化したような、黒ずくめの男。

「えらく若いなぁ。しかしあの黒衣にある銀の海蛇の紋もん章しよう……李桂さまと同じ一等補佐官さまだぞ。なぁ、春怜」

　隣となりでひそひそと話しかけてくる首長の声は、春怜にはまったく届いてこなかった。

　──燈真……！

「どうした、春怜？」

「い、いえ」

　十六歳で故郷を出て行った幼おさな馴な染じみのことを知らない首長に、春怜の驚きよう愕がくを理解してもらうことはできない。

　黒衣の男は無表情のまま、包んだ金を持って静かに部屋に入ってきた。春怜はまだ錯覚に襲おそわれているようで、男の飾り帯や袖そでの揺ゆれるさまが、ひどくゆっくりと目に飛び込んでくる。

　どう足あ搔がいても男から目が離はなせない。琥こ珀はく色いろの強い視線を感じたのか、部屋に入ってきた男は春怜の方を一瞬だけ見やった。

「──！」　>>>♥

　無表情を貫つらぬいていた男の、その顔が驚愕に染まるさまを、春怜は琥珀色の瞳ひとみで見つめた。

　切れ長の瞳が、限界まで大きく見開く。男の両耳を飾る黄金の輪が、一度だけ大きく揺れた。しかしそれを見たのは春怜だけで、李桂と首長は男の些さ細さいな変化に気づいていないようだった。

　目の前にあらわれた男が本当に燈真なのか。

　もしかするとこれは夢ではないのか。

　そうであれば、先ほどの連続した強い錯さつ覚かくにも納なつ得とくがいく。

　夢であることが、願望なのかもしれない。そう思う春怜の頭の中で、この部屋にたどり着くまでの光景がぐるぐると回りはじめた。

　青銅の大門と、白い石いし畳だたみに垂れ落ちる真っ赤な花はな房ぶさ。美しい猫ねこの碧へき玉ぎよくの瞳。老いた高官の派手な臙脂色の着物──様々な色しき彩さいが複雑にからみ合う風景の中で、黒一色の男だけが妙に浮ういていて、他の何ものとも混ざり合わないと言わんばかりだった。

　ひどく、現実味が無い。

「こちらは燈真どのだ。今日からしばらくの間は燈真どのが春怜どのの世話をするので、何か解わからぬことや不便があれば、燈真どのに言うと良い」

　しかしこれは夢ではなく現実なのだということを、李桂のしわがれた声に宣告されたような気がした。

　李桂の言葉を受け、燈真はその長軀をわずかに折り曲げ辞じ儀ぎした。

　李桂に促うながされた燈真が、円えん卓たくに金の貨か幣へいを置く。首長が燈真に対して礼を述べ、金を大事に革かわ袋ぶくろに入れて、馬に縛しばりつけるための綱つなを結んだ。

「春怜。達者でな。この金はわしが責任を持って、おまえの家族の元へ届ける。そして明日にでも高利貸しの所へ持って行かせるよ。数日も経たてば、おまえの友人から知らせも届くだろう」

「あ、ありがとうございます。──大変お世話になりました。最後の最後までご迷めい惑わくをお掛かけします。首長さまも、どうぞ御体を大切になさってください」

　首長は疲れた体に鞭むち打うって今からふたたび馬を駆り、夜が明けるまでに金を春怜の家へ届けてくれるのだ。そう思うと申し訳がなく心が痛んだ。春怜は混乱しながらも、なんとか言葉を吐はき出し、首長に向かって深く一礼をした。

　先述の通り、李桂もこの屋や敷しきを去る。侍じ女じよは李桂の配下の者だったようで、李桂と首長と侍女が去った徒だだ広つぴろい屋敷に、春怜と燈真、二人だけが残された。

「………」

　強い耳鳴りがする。それほどの沈ちん黙もくがあった。

　春怜の三歳年下の幼馴染は、幼少の頃ころから無口で無表情だった。それに慣れきっているはずなのに、今はこの沈黙がひどく苦しい。

　元気で過ごせていたのか？　それならばなぜ、何度も送った手紙に返事をくれなかったのか。自分のことなど忘れてしまったのか──？　しかし何からどう話せばいいのか解らず、何から訊きけばいいのか解らなかった。

　尋ねたいことは次々と浮かんでくるというのに、驚きよう異いによる混乱は治まる気配が無く、春怜は燈真に話しかけるきっかけを見つけられずにいた。

　知らぬ間に陽ひは完全に落ち、二人きりの部屋が光と色を失った。

　早く明かりを灯ともさなくては、黒ずくめの燈真がどこに立っているのか判わからなくなる。

　けれど、燭しよく台だいを見つけ蠟ろう燭そくに火をつけるという簡単なことさえ、今の春怜にはできる余よ裕ゆうが無かった。円卓の傍そばから一歩も動けずにいた。

　暗くら闇やみの中で燈真の革かわ靴ぐつがこつこつと鳴り、ほどなくして部屋の中が橙だいだい色いろに染まる。

「春怜」

　聞き慣れた、低く静かな声は、少しも変わっていなかった。しかしその声には春怜と同等の驚愕が含ふくまれているようだった。

「燈真」

　六年ぶりに会うというのに、驚異と動どう揺ように支配された二人の間には懐なつかしさを分かち合うことなど許されない雰ふん囲い気きがあり、再会を喜ぶ言葉はついに交かわされなかった。

　燈真が円卓に燭台をゆっくりと置く。離れていた間にこの男はどれだけ身み丈たけを伸のばしたのか、自分とわずかな身長差であったはずの燈真を、春怜は見上げなくてはならなかった。

「なぜ春怜がここにいる？　借金の形に閣下の元へ行く男とは、春怜のことだったのか……？」

　燈真は事の経けい緯いをすべて把は握あくしているようだ。けれど、ここを訪おとずれる人物が春怜であることは知らされていなかったようで、それは彼の言動から見て取れた。

「しかたがなかったんだ。これ以外、解決方法が見つからなくて……。しかし私はこの身を賭して太守さまの側そば仕づかえを果たそうと思っているよ」

　春怜の言葉に反応した燈真が、また一歩、春怜の方へ詰つめ寄ってきた。

　燈真の耳で揺れる輪の耳みみ飾かざりが、蠟燭の火を受けて深い黄金こがね色いろに輝かがやく。

「本当にこれでいいのか？　ちゃんと納得してここに来たのか？」

　なぜ、燈真はくどいほどに同じことを問いただしてくるのだろう。春怜が太守の側仕えを務めることに、何か不都合があるのだろうか。それとも他ほかに問題があるのなら、今のうちに知らせてほしい。その思いを籠こめた瞳で、春怜は燈真をまっすぐ見つめた。

「ああ。よく考えてここまで来た」

「そうか。身を賭して──ならば閣下の前で脚あしを開くことも難しくないか」

　おおよそ燈真の口からは出ないであろう言葉が聞こえて、春怜は自分が聞き間ま違ちがえたのかと思った。

「なんだって？　私は、太守さまの側仕えをする、と聞いていた。側仕えというものは──」

「琵び琶わや歌か留る多たや将しよう棋ぎで閣下を楽しませ、閣下の身の回りの雑用をするとでも聞いたか。それはただの上辺の話だ」

「どういうことだ？」

「本来の目的は、夜よ伽とぎだ」

「夜伽!?　私が？」

　くだらない戯ざれ言ごとだと思いたかったが、真ま面じ目め過ぎるこの男がふざけて冗じよう談だんを言うことなど絶対に無い。それは春怜が一番よく解っていた。

「そ、そんなこと聞いてない。第一、私は男だ。なぜそのようなことをしなくてはならない？」

「閣下がお望みだからだ」

　燈真の言葉は短く、そして端たん的てきだった。

「噓だ。信じられない……」

　度たび重かさなる驚愕に、受け止めきれない脳が悲鳴を上げる。

　きつい頭痛にさいなまれた。大きな金かな槌づちで頭の内側から強く殴なぐられているようだった。

「夜伽、とは」

　いったい何を指す？　太守は顔も体つきも名前すらも知らない男と何がしたいのか。それで満足や幸せを得られるとでも言うのか。

　短い眩暈めまいをおぼえて、春怜は円卓に片手をついた。燈真が春怜の腕うでを取ってそれを支える。組くみ紐ひもで固く束ねた長い琥珀色の髪かみの、艶つやのある髪先がさらさらと春怜の肩かたを伝い、燈真の手に流れ落ちた。

「春怜」

「………」

　夜伽など、できない。どれほど太守に恩義があっても。

　愛いとしく想おもってもいない相手と肌はだを重ねることはできない。女性であろうと男であろうと、それは同じだ。春怜はそんな風に人に接することはしたくない。

　春怜は己おのれの欲よつ求きゆうのままに女を抱だきに妓ぎ楼ろうへ行くことなど無い。相手が誰だれであれ、その心も体も、愛する人や想う人のために、大切に扱あつかわれるべきものだという思いがあるからだ。

　しかし春怜は太守にこの身を捧ささげると、たしかに決心した。その思いに噓うそ偽いつわりは無いが──自分の考えが甘かったのだろうか。

「燈真。私は──」

　春怜は逡しゆん巡じゆんを追い払はらうように、一度固くまぶたを閉じて頭を横に振ふった。そしてゆっくりとまぶたを開き、琥珀色の瞳で燈真を見み据すえる。

「私はここで逃にげ出すわけにはいかないんだ。母や妹を守れなくなる。それだけは、何があっても避さけたい。解るだろう？　妹はもう十八で、とても美しくなって──」

「………」

「妹にこれ以上哀かなしい思いをさせたくない。あの子には絶対幸せになってほしいんだ。そのためなら、どんなことでもする覚かく悟ごでいるよ」

　燈真は何も言わず、わずかに眉まゆをひそめただけだった。しかし春怜の腕を取る手に力が籠こめられたのが解った。

「春怜。悪いことは言わない。今すぐ故郷へ帰れ。閣下にはおれが言い繕つくろっておく」

「燈真？　何を言って──」

「時間稼かせぎができれば、金もおれが工面する。だから春怜は早くここを発たて」

「そんなこと……できるわけないだろう！」

　春怜は、燈真の大きな手を振り払うようにきつく言い放った。

　燈真の温情が胸に痛かった。六年ぶりに再会した幼おさな馴な染じみが、身代を潰つぶしていたことに深く同情したのだろう。

　しかし太守が肩かた代がわりした借金は途と方ほうもない金額だ。その契けい約やくが履り行こうされなければ、春怜だけではない、母親や妹も重い罪に問われてしまう。そして春怜の出しゆつ奔ぽんに燈真が加担したとなれば、彼にまで累るいを及およぼすことになる。

　聞けば燈真は太守の一等補ほ佐さ官であるという。その身ひとつで培つちかった彼の地位を自分のせいで台無しにすることなど、絶対にできない。

「血けつ縁えんでもないおまえにそんな迷惑をかけられるわけないだろう。私はもう覚悟を決めたんだ。どんな恥ち辱じよくを受けようとも、逃げ出すつもりはない」

　固い意志を宿らせた琥こ珀はく色いろの瞳ひとみで、挑いどむように燈真を見つめる。しかし燈真の瞳は光を失ったように虚うつろな色をたたえ、春怜を不安に陥おとしいれた。

「燈真？」

「どうしても、聞き入れるつもりはないのか？」

「……ない」

　燈真は燭台を手にすると、春怜の腕をつかんだまま部屋を出た。暗く長い廊ろう下かを屋や敷しきの奥へと進んでゆく。

　見えてきた別の部屋の扉とびらを開くと、燈真はそこで春怜の腕を離はなした。

「ここは……？」

　燈真が近くにあった棚たなの上に燭台を置いた。

　明るく照らし出された部屋の広さは、先ほどの部屋とあまり変わらない。しかしその雰囲気や置かれた家具には明らかな違ちがいがあった。

　無む駄だに大きな寝しん台だいがひとつ。それには立派な天てん蓋がいが付いていて、紅色の絹が幾いく重えもの優美な襞ひだを形成し、同じ紅色の房ふさや金の装そう飾しよくがいくつも吊つるされている。

　どう見ても、長旅ご苦労だった、ゆっくり休んでくれ、という労ねぎらいの言葉には結びつかない。

　扉際に立った春怜が、その不ふ穏おん極きわまりない光景に言葉を失なくして硬こう直ちよくしていると、ふいに体が浮ういた。

「燈真っ？」

　部屋の扉を閉めた燈真がそのまま春怜を抱き上げ、迷いなく寝台へ向かう。

「何をするっ」

　いくら細身とはいえ、春怜は適度に体を鍛きたえ、それに見合った筋肉も持ち合わせている。

　それをまるで華きや奢しやな姫ひめ君ぎみでも抱くように軽々と持ち上げる燈真に、春怜は不ふ愉ゆ快かいな思いになって燈真を止めようとした。

　春怜の抗こう議ぎをあっさり無視した燈真は寝台に片ひざをつくと、そこに春怜を落とした。

「う、わっ……」

　その寝台は必要以上に弾だん力りよくがあり、形や大きさの違う柔やわらかな枕まくらがいくつも積まれている。燈真に投げ出されたせいで、春怜はなかばそれらに埋うまるようにして寝ね転ころぶ羽目になった。

　春怜はもう一度抗議するために身を起こそうとしたが、それは叶かなわなかった。

「燈真っ」

　顔や頭に落ちてきた柔らかな枕を搔かき分けたそのすぐ先に、漆しつ黒こくの高官服があった。

　燈真の手が肩に触ふれた。そのまま一度、強く押される。春怜は離れたばかりの枕の海にふたたび没ぼつすることになった。

「夜伽とは何をどうすることなのか、おれが教える」

「なん、だって……？」

　燈真は寝台の端はしに深く腰こし掛かけるようにして、長ちよ靴うかのまま片脚だけを寝台に乗せた。春怜が燈真の言葉に気を取られている隙すきに、さらに間を詰められた。

「なに、を──」

　腰こしをつかまれ、燈真の方へ引き寄せられる。そのせいで春怜はもたれていた枕からずり落ちるようにして、燈真の片脚に下か肢しを乗せる体勢にされてしまった。

「ちょっと、待て」

　この部屋に寝台があると解わかってから今の姿になるまで数秒とかかっていない。目まぐるしく変化する事態に春怜は完全についていけなくなっていた。

　そんな春怜の脚あしを片方ずつ手に取り、燈真は乗じよう馬ば靴ぐつを脱ぬがしてゆく。

　さらに下衣に手をかけられたとき、春怜は明らかな怒いかりをおぼえて声を荒あらげた。

「待て燈真っ！　どういうことだっ？　おまえ、私に何をするつもりなんだ？」

　春怜の怒りは燈真に届いていないようだった。燈真はどこまでも冷れい徹てつに生き真ま面じ目めにその答えを提示した。

「おれは閣下の命を受けている。春怜の体が男に応じるようにしろという命だ」

「………！」

　燈真が静かに放った一言に、春怜の脳は理解の限界を超こえた。

　怒おこっていいのか哀しめばいいのか解らずにいる春怜の表情は、さぞ間ま抜ぬけだったのだろう、半分しか開かれていない切れ長の瞳をさらに細くした燈真が、低い声でつぶやく。

「だから訊きいた。春怜はこれでいいのかと」

「待ってくれ、燈真。……私たちは、幼馴染で──」

　旧知の間あい柄だがらである二人の会話は少しも嚙かみ合っていなかった。

「春怜はどんなことでもする覚悟だと答えた」

「やっと、六年ぶりに……やっと会えたのに、どうして、こんな」

「ならばおれは主の命をまっとうするまで」

「燈真──！」

　戦せん慄りつをおぼえる時間すら与あたえられずに、春怜は下衣をすでに脱がされ、その白い脚を燈真の前にさらしてしまっていた。突とつ如じよ襲おそってきた恥辱に、体が強こわ張ばる。

「耐たえられないか？　だったら今すぐ故郷へ帰るんだな」

「………！」

　細められた燈真の瞳が、春怜の決意が揺ゆるぎないものなのかを見定めようとしている。

　その言葉からも、試ためされていることがよく解った。春怜は燈真をきっと睨にらみつけた。

「覚悟を決めたと言った。男に二言は無い」

　そう言いはしたが、目の前の光景をにわかに信じることができなかった。

　春怜を見下ろしているのは、立派な高官となった燈真。反対に自分は破産寸前にまで身を落とし、幼馴染の、しかも年下の男に組み敷しかれている。これ以上情けなく屈くつ辱じよく的なことがあるだろうか。

　黒い幻げん影えいを見ていると思った。幻まぼろしであってほしかった。けれど、何もかもが黒ずくめの中で唯ゆい一いつ、燈真の両耳を飾かざる黄金の輪の、その鮮せん烈れつな輝かがやきは痛いほどで、これが幻ではなく現実であると思い知らされる。

「脚を開け」

「な、っ……？」

　そんなことを燈真に言われる日が来るなどと、誰だれが想像できただろう。

　寡か黙もくで物静かな燈真。孤こ児じで小さな寺に身を置き、穢けがれないまっすぐな心を持っていた燈真。

　幼い頃ころからいつも一いつ緒しよだった。月の明るい夜は、春怜が寺へ忍しのび込むこともあれば、燈真が寺を抜ぬけ出して春怜の屋敷に来ることもあった。二人でひとつの蒲ふ団とんに入って母親からくすねてきた菓か子しを食べ、語らい、知らぬ間に寝ねてしまった翌日に大人に叱しかられもした。

　そうやって二人は一緒に大きくなった。ともに学問に勤いそしみ武術を磨みがいて、何でも競きそい合う間柄になり、互たがいのことを一番に理解し合う仲になった。

　春怜が役場で働くようになってからは離れる時間が増えてしまい、それを寂さびしく思っていた。

　そんなとき、燈真が春怜だけに話してくれた相談ごと。燈真は城じよう郭かく都市で働かないかと声をかけられ、悩なやんでいた。それを聞いたとき、春怜は心から喜び、燈真を祝福した。

　家いえ柄がらや生まれなど関係なく、日ひ頃ごろの行いを正して生きていれば、出世の機会も得られる。

　絶対に行くべきだ。己おのれを磨き大きく成長できる。そんな燈真を私は見てみたい──春怜はそう燈真に伝えた。

　そして燈真は姿を消した。

　短い手紙もすぐに届かなくなり、何かあったのではないかと心配する日々が長く続いた。

　でも燈真なら必ず自分の力で立場を獲かく得とくし、立派な男になっている。そう信じる一方で、自分のことなど忘れてしまったのではないかという寂しさを拭ぬぐえずにいた。

　この相反する気持ちは、燈真に会うことでしか解消できない。

　会いたいと願っていた。そう願っていたのに。

　こんな再会を望んでいたのではない。

「自分で開けないか？　ならばおれが──」

「できる！　おまえは触さわるな」

　息はいつの間にか荒くなり、春怜は肩かたで大きな呼吸を繰くり返していた。きつい躊ちゆう躇ちよを押し殺して、触れ合っているひざ頭がしらを少しずつ離してゆく。

「く、ぅ……」

　いくつもの枕に後ろを阻はばまれ、前からは燈真に迫せまられて、その狭はざ間まで脚を開く屈辱に、体が震ふるえた。これ以上開けば、下帯の中を見られてしまう。

「それが精せい一いつ杯ぱいか？　それでは開いたうちに入らない。──こうだ」

「あぁっ!?」

　燈真の手がひざ裏へ滑すべり込んでくる。その手で思いきり割られた白い脚が、大きく揺れた。

　燈真の手の動きに躊躇は無い。脚を限界まで開いたためにゆるんでしまった下帯を、燈真が引き抜く。

「あぁ、そんな……」

　春怜は燈真の脚の上ではしたなく股またを広げ、性器から後こう孔こうに至るまで、そのすべてをさらす痴ち態たいをとらされた。

　春怜の体の中心は驚きよう愕がくと緊きん張ちようのせいで萎い縮しゆくし、その下生えに身を潜ひそめていた。燈真の強い視線を感じて怯おびえるように揺れる。

　経験したことのない羞しゆう恥ちに顔が熱くなり、鶯うぐいす色いろの着物の内で肌はだがじっとりと汗あせばんでくる。

「緊張しているな。そう硬かたくなるな」

「……っ」

　かたり、と音がして、春怜は音の聞こえた方に目をやった。

　寝しん台だい脇わきに置かれた小さな卓たくの上に、いくつかの小こ瓶びんが載のせられている。小瓶は少しずつ形や大きさが違ちがっていて、それぞれに大輪の牡ぼ丹たんや天てん女によや唐から草くさ模も様ようが彫ちよう刻こくされていた。

　揺らめく蠟ろう燭そくの火を乱反射させる美しい小瓶たちが、春怜には不ふ吉きつに輝いて見えた。その小瓶のひとつに、燈真は手を伸のばした。

　可か憐れんな小花が彫刻された小瓶の中の液体は、若葉を溶とかしたような透とう明めいの黄緑色をしていて、しかしその粘ねん性せいはやけに強く、濃のう厚こうな蜂はち蜜みつを連想させる。

　燈真は器用に片手で小瓶の栓せんを抜いた。黄緑色の液体がとろりと燈真の手にこぼれ落ちてくる。

「それ、は……？」

「ただの白びやく檀だん油だ。薬物の類たぐいは入ってない」

　感情の籠こもっていない静かな声に、反対に不安を駆かり立てられた。

　そのぬらぬらとした手が、次に何をするかは容易に想像がつく。

「と、燈真」

　それで触ふれられたら、反応してしまう──そう恐おそれる春怜の目の前で、白檀油をまとわせた大きな手が性器を丸ごと包み込んだ。

「や、あぁっ……！」

　燈真の手の中でまだ柔やわらかなそこが捏こねまわされる。どれだけ抗あらがおうとしても、無理やり受け入れさせられる刺し激げきだったとしても、そこに直接触れられてはひとたまりもなかった。

　白檀油のぬるつく感かん触しよくに、春怜の性器が形を変える。立ち上がった陰いん茎けいが燈真の長い指の間をぬって姿をあらわした。

「あっ。あっ」

　骨ばった燈真の指で茎くきをきつく挟はさまれ、上下にこすられると、屈辱に満ちた体の中に快感がじわじわと生まれてくる。先せん端たんから透明の蜜みつ液えきが漏もれ出すと、燈真の手は茎からその下の膨ふくらみへと伝った。

「っ──」

　己の下半身を見た春怜は、憐れん憫びんに似た声が漏れそうになるのを懸けん命めいにこらえた。

　燈真とは幼い頃から一緒に入浴することも多く、裸はだかなど当然のように見せていた。しかし性的に反応した姿を見せたことは無く、その変化してゆくさまをつぶさに見られ、触れて確かく認にんされて、羞恥のあまり脳が沸わき立つかと思った。

「だめだ、こんなこと……」

　限界まで開かされた両の太ふと腿ももは、春怜からはほぼ平らに見えて、茎はそこから飛び出すように、ぴんと立ちきっていた。

　血液が充じゆう溢いつした陰茎は薄うす紅べに色いろをして白檀油にまみれ、蠟燭の火を受けてらてらと濡ぬれ光っていた。そのひどくいやらしい光景に、春怜はたまらず目を逸そらした。

「あ、あぁっ。燈、真」

　執しつ拗ように揉もみしだかれた陰いん囊のうも硬さを増し、燈真の手の中でこりこりと転がされるたびに茎の先端から蜜液があふれてくる。

「先走りが多いな。しばらく出していないのか？」

　そう燈真は平然と口にした。燈真の言う通り、借金騒そう動どうに追われていた春怜は、長く自分を慰なぐさめていなかった。それを簡単に見み透すかされたことが恥はずかしくてたまらない。

「うる、さいっ……」

「自分でしてないんだな？　それなら全部出すといい」

　しかし本来の目的はここではないと言うように、燈真の手はさらに深部へと下りていった。

「燈真っ。そこは、──っ」

　恐きよう怖ふにも似た感覚に、春怜の体が戦慄おののく。燈真の指の腹が、後孔にぴたりと貼はりついた。

　燈真は繰り返しそこをなぞり、白檀油を塗ぬり込んでゆく。

「いや、だ……」

　油にまみれた指先で後孔を嬲なぶられるその感触に、耐えがたい嫌けん悪お感かんと寒気をおぼえた。

　体は緊張して強張っているのに、自分の意思で力を入れることができなくなる。

「嫌いやならやめるか？　やめてここを発たつ準備をするか？」

　力なく、けれどたしかに首を横に振ふると、それを見た燈真は小さな溜ため息いきをついた。

「いきなり無体なことはしない。段階は踏ふむ」

「段、階……？」

「閣下は、慣れるまで時間を与あたえていいとおっしゃった。──最終段階は、孔あなだけで達することだ」

「なっ……!?」

「孔だけを使って達いけるようになったら、望み通り、閣下の元へ連れて行く」

「ばか、かっ……！　おまえ……」

　燈真を殴なぐりたくなった。この男はいつの間にそんなことを簡単に言うようになったのか。

　しかし春怜の体は力を無くしていて、重くなった腕うでを動かすことができなかった。

　そんな春怜の思いも知らずに燈真は粛しゆく々しゆくと行こう為いを進めてゆく。長い時間をかけて丸くなぞり続けていた後孔に、指を立てた。

「い、や──」

　こんな屈くつ辱じよく的で愚おろかしいことに、女みたいな悲鳴だけは絶対に上げまいと心に決めていたのに、駄だ目めだった。

　つぷ、と何かが小さく弾はじけるような感触とともに後孔が開かれた。排はい泄せつという一方向の機能しか持たないはずのその場所に、意思を持つ固体の逆流を許したとき、春怜は無意識に声を出してしまっていた。

「あ、だめ、だ……いや……」

「脚あしを閉じるな。息を吐はくんだ」

　燈真が様子を見ていたのは最初だけだったようで、閉じようとする春怜の脚を押さえると、長い指の根元までを一気に埋うめ込ませてきた。

「ああぁっ……！」

　痛みは最初だけだったが、異物感はいつまでたっても消えてくれそうになかった。

　知らぬ間に濃のう度どを増していたこの部屋の空気と暑さ、そして己おのれの体内をさいなむ苦しさに、春怜の白い肌から玉のような汗がこぼれはじめた。

「くる、しい……抜ぬいて、くれ……」

　春怜は眉み間けんに深い皺しわを刻み、その美しい貌かおを柔らかな枕まくらにうずめた。汗が頰ほおを流れ、首筋へ伝う。

「あ、うっ……。だめ、だっ……動かす、な」

　燈真は春怜の言葉をほとんど無視して、中に埋めた指を横に揺ゆらし、抜き挿さしを何度も繰り返した。白檀油のせいでぬるつく燈真の指の形が克こく明めいに伝わってくる。困こん惑わくと恥ち辱じよくで心と体が緊張状態にある春怜にとって、それは快感とは程ほど遠とおいものだった。

「やはり後ろだけでは達けないか？」

　達するどころか、ひどい異物感と圧あつ迫ぱく感かんで、春怜の茎は萎なえかけている。燈真の問いに首を横に振ると、大おお粒つぶの汗が細い顎あごから滴したたり落ちた。

「達ける、わけ……ないっ」

　恨うらみを籠こめてそう言うと、燈真はふたたび白檀油の小瓶を手にした。そして今度は自分の手に取らず、春怜の茎に直接垂らす。

「い、いや……。やめ──」

　強い粘性を持った淡あわい黄緑色の液体は、先端で幾いく筋すじかに分かれた。そして意思を持った軟なん体たいの生き物のように、別々の速さでとろとろと陰茎を這はい、陰囊に流れ落ち、その下の燈真の手に伝う。

　その生々しい感触に、茎はふたたび硬さを取り戻もどし、春怜は腰こしを揺らしてしまった。燈真はそれを見み逃のがさず、春怜の腰の動きに合わせて、粘ねん度どを増した指をもう一本、後孔へ挿そう入にゆうする。

「ああぁっ」

　白檀の香かおりというものは、ここまできついものなのだろうか。もっと清らかで心を落ち着かせてくれる香りだと思っていたのに、喉のどが灼やけつくかのように、烈はげしく甘い。

「あ……あ、んっ」

　燈真の指で内ない壁へきを撫なでられると、その灼けた喉元から勝手に声が漏れた。自分の声じゃないようで、春怜は思わず手で口を塞ふさいだが、それをすぐに阻はばまれる。

「我が慢まんするな。声は出るものだ。出した方が喜ばれる」

「……っ」

　気づけば鼻先が触れ合いそうなほど近くに燈真が迫せまっていて、恥ずかしくなった春怜はきつく唇くちびるを嚙かんで顔を逸らした。それを見た燈真は、春怜が口づけられることを回かい避ひしていると捉とらえ違ちがえたようだった。

「安心しろ。おれは接せつ吻ぷんと挿入は許されていない。そこは閣下のものだ」

「は──？」

　今の言葉を聞いて春怜が安あん堵どすると、この男は真しん剣けんに考えているのだろうか。何か言ってやりたかったが、その隙すきは与えられなかった。

　今は後ろだけで達することができないと判断したのか、燈真がふたたび茎に手を伸のばしてくる。

「あぁ、ん……っ」　>>>♥

　二本の指で後こう孔こうを拡張されると同時に、茎をしごかれた。春怜の股また座ぐらは白びやく檀だん油と蜜液にまみれて、ぐしゅぐしゅと濡れた摩ま擦さつ音を次々と生み出している。

「あっあっあっ……」

　性器を強くこすられて射精感が一気に増した。この状態から解放されるには一刻も早く射出するしかない。春怜は迫りくるそのときを逃のがさないよう懸命に性感を追った。

　頭も体もひどく熱い。最初は燈真の上には乗せまいと意識していた足も、かまっている余よ裕ゆうを無くして、無ぶ遠えん慮りよに燈真の太腿の上に投げ出した。

「前じゃなく孔の方に気を向けるんだ。孔で感じられないと、春怜の体がしんどいままだ」

「おま、えっ……。なんて、こと──」

　こっちは頭の線が焼き切れそうだというのに、この黒衣の男は、馬ば鹿かみたいに淫いん猥わいなことをおそろしく冷静に言い放つ。

　度を越こえた生き真ま面じ目めさに嫌いや気けがさして、間近にある燈真の顔を遠くへやろうと手を伸ばしたとき、後孔内が一度うねった気がした。

「あっ？」

　びくんと大きく腰が跳はねた。

「な、に……？　今、の……。──あっ、燈真っ？　だめ、だ、そこ──」

　内壁の奥の一部分を燈真の指の腹でぐっと押され、こすり上げられるたびに、春怜の腰が浮うき、我慢がきかず声が漏もれる。

「なん、だ……これっ？　や、あ、あっ……燈、真っ。──もう、押す、なっ」

　突とつ如じよ春怜を襲おそったこの感かん触しよくがいったい何なのかを理解しないうちに、春怜は燈真にそこを執拗に突つかれ陰いん茎けいをきつくしごかれていた。

「ここだ。良く憶おぼえておけ。ここを搔かけば達しやすいはずだ」

「あっ！　あっ！　ああっ──」

　早く終わらせたくてその機会をうかがっていたのに、突とつ然ぜん無理やり絶頂へと連れて行かれた。春怜は激しく腰を揺らしたと同時に、まっすぐに立つ茎くきの先せん端たんから白い体液を勢いよく吐き出した。

「あ……、あぅ……」

　前と後ろを同時に責め立てられた余よ韻いんは強く尾おを引いて、白い下か肢しががくがくと震ふるえた。

　春怜の放ったものは下腹や内うち腿ももにまで飛散していた。

「達するときはそれを言葉にするんだ。いく、と。そうすれば相手の──閣下の性感を誘ゆう発はつできる。行為を長引かせたくないなら、次からはそう言うんだ」

「………」

　燈真の言葉に抑よく揚ようは無く、その無機質な冷たさに春怜はもう返事をすることができなかった。

　かつてない疲ひ労ろう感かんに襲われた。眠ねむくてたまらない。春怜はゆっくりと脚を閉じると仰あお向むけていた体を横にして、柔やわらかな枕に顔をうずめ、肩かたで大きく息をついた。

「起きろ春怜。風ふ呂ろ場ばへ連れて行く」

　汗あせも白檀油も、恥辱も混乱も悲ひ愴そうな思いもすべて洗い流してしまいたかったが、一人で風ふ呂ろに入れそうになかった。しかし燈真に手を借りることだけはしたくない。頭痛もまったく治まっていない。早く一人になりたかった。

「明日でいい」

　そう答えると、燈真は小こ瓶びんと並んで置かれている、薄うすい花紙を手に取った。そしてそれを使って春怜の濡ぬれ乱れた下半身を清めはじめた。

「ん、っ……」

　もうやめてほしかった。達したばかりの肌はだはひどく敏びん感かんになっていて、その気はまったく無くても勝手に体が動いてしまう。

　そんな春怜を見ても黙だまったまま手を止めようとしない燈真が憎にくく思えて、足あし蹴げにしたかったが、そんな力は体のどこにも残っていなかった。自分でするからかまわないでくれとすら言えず、結局は燈真にされるままになるしかなかった。

「そんなに閉じていたらどこも拭ふけない」

　そう言って燈真は春怜の細い足首を取った。軽く力を入れられただけで、春怜の白い脚はひざ頭がしらが胸に当たるほどに簡単に折れ曲がった。

「何て格好させるっ……」

　これは、この格好は、幼子が粗そ相そうをしてしまったときにするものではないか？　この男はどれほど屈くつ辱じよくを与あたえれば気が済むのか。

　片かた脚あしを上げさせられ、白檀油にまみれた後孔と陰いん囊のうを拭かれ、茎と内腿を濡らす体液を丁てい寧ねいに除かれて、そのたびにびくびくと反応してしまう屈辱に耐たえるために、春怜はわずかに残っていた気力をもすべて使い果たしてしまった。

「あ、ぅ……。──もう、やめてくれ……」

　体力も気力も矜きよう持じも完全に失って、春怜はようやく解放された。着物の裾すそを合わせたその上から、夏用の薄うす絹ぎぬが掛かけられる。

「嫌いやなら明日にでも故郷に帰るといい。おれは止めない」

　それだけを言うと燈真は蠟ろう燭そくの火を消し、部屋を出て行こうとした。

「燈、真──」

　呼び止めたところで、今、何をどう話そうというのだろう。その思いは燈真も同じだったようで、燈真は何も言わず何も訊きかずに、春怜にふたたび背を向けた。

　暗い夜の海を、銀色の海うみ蛇へびが深海を目指し音もなく泳いでゆく──部屋を去る燈真の後ろ姿に、そんな幻げん影えいを見ながら春怜は意識を手放した。










　春怜は夢をひとつも見ることなく朝を迎むかえた。

　一日で最大級の事件がいくつも起きたというのに、一度も目覚めずに熟じゆく睡すいするなど、我ながらあきれてしまう。しかしそれだけ頭と体が休きゆう眠みんを欲ほつしていたのだろうと春怜は思った。

　昨日の衝しよう撃げきは尾を引いていた。一いつ瞬しゆんで情報過多となり飽ほう和わ状態になった頭は痛みが治まっておらず、抗あらがった末に快感を無理やり呼び起こされた体もひどくだるい。

　そして春怜にまとわりつく、この匂におい。

　昨夜、燈真が使った白檀油の香りが、澱おりのように甘く重くこの部屋に淀よどみ続けているような気がして、春怜はのろのろと立ち上がると、開くことのできる窓を全部開いた。

　部屋に吹ふき込むひんやりとした風が、昨夜の残ざん滓しをすべてさらってくれた。

　この季節は、一日ごとに夏の色が濃こくなってゆく。そして朝のうちは格別に心ここ地ちよい涼りよう風ふうが吹く。その透とう明めい度の高い爽さわやかな空気に、春怜は救われる思いがした。

　夏の朝風をめいっぱい吸い込み、深く息をつく。

「………」

　ここで一人塞ふさぎ込んでいても、何の意味も無い。

　いずれ太守の元へ行くことは紛まぎれもない事実で、男のことを春怜の体に教え込むのは燈真であることも揺ゆるぎない事実だ。逃にげ出すことはできない。

　何も命を取られるわけではない。こうやって自由を与えられもする。

　この状じよう況きよう下かで、自分ができることは何なのだろう。それを考え、探し、見み極きわめる時間にしても咎とがめはされないだろうと春怜は考えた。

　乱れていた琥こ珀はく色いろの髪かみを束ねて後頭部の高い位置まで持ち上げると、そこできゅっと縛しばった。寝ね乱みだれた着衣を整え帯を締しめなおして、裸足はだしのまま部屋の扉とびらを開ける。

「ん……？」

　やたらと広い屋や敷しきに燈真の気配はすでに無く、代わりにどこからか賑にぎやかな声が聞こえてきた。

　昨夜、暗くら闇やみの中を燈真に引っ張られてこの部屋に来たため、春怜には屋敷内の間取りがまったく解わからなかった。聞こえてくるその可愛かわいらしい声を頼たよりに長い廊ろう下かを歩くと、屋敷の正門が見えた。

　そこに馬車から荷物を下ろし、屋敷内の小こ路みちに運ぶ少女がいた。

「あっ」

　少女はすぐ春怜に気づくと、ぱたぱたと駆かけ寄ってきた。

「春怜さま、ですね。おはようございます！」

「おは、よう……」

「すみません、ここに着くのが少し遅おくれてしまって。でもお風呂はもう沸わきますから」

「きみは？」

「はい、私、沙さ羅らと申します」

　自分のことを沙羅と名乗った少女は、頭頂に結ゆった丸い髷まげを揺らし、ぺこりとお辞じ儀ぎをした。大きな瞳ひとみと紅あかい頰ほおが可愛らしく、化け粧しようをしていないその顔にはわずかな幼さが残っている。おそらく春怜の妹よりも年下だろう。

　この少女は春怜の名を知っていた。そして挨あい拶さつも早々に風呂のことを口にするということは、燈真から何かしらの指示を受けているのだろう。

　それを伝えると、沙羅は、はい、とうなずいた。普ふ段だんは弟と二人で、燈真の身の回りの世話をしているという。

「燈真さまが、しばらくここで春怜さまのお世話をするようにと。荷物は最小限に抑おさえたつもりだったんですけど」

　それでも二人で同時に見やった、馬車に積まれた荷物はなかなかの量で、沙羅は肩をすくめて照れ笑いをした。そんなとき、別の声が聞こえてくる。

「沙羅ぁ、沸いたぞー。着いて早々風呂沸かせーなんて、ほんと人使いが荒あらいんだから」

　そうぼやきながらあらわれた少年は、沙羅とまったく同じ顔をしていた。

「ありがと、輝き羅ら。──春怜さま、こっちは弟の輝羅っていいます」

「弟じゃないっ。双ふた子ごに姉も弟も無いっての！」

　なるほど、どうりでよく似ているはずだ。沙羅の言葉をむきになって否定する少年に、春怜は微笑ほほえんで挨拶をする。

「春怜です。よろしく。風呂をいただくよ。どうもありがとう」

　春怜のその美び麗れいな姿と響ひびきの良い声に、少年はぽっと頰を紅く染めて、輝羅です、とお辞儀をした。

「輝羅、次は荷下ろしよ」

「えぇー？　暑いし、ちょっと休ませてよ。そんなに急がなくていいんじゃない？」

　双子であってもその性格は少し違ちがうらしい。普段からしっかり者の沙羅にのんびり屋の輝羅が尻しりを叩たたかれているのだろう、その微笑ましい様子が容易に想像できて、春怜は少しだけ笑って言った。

「私も手伝うよ。すぐに風呂を済ませるから、その間、輝羅を休ませてやってくれないか」

「そんなの駄だ目めです！　春怜さまはお客人だから面めん倒どうかけさせちゃ駄目だって、燈真さまから言われていますもの」

「そうか。でも手伝わせてくれたら嬉うれしいな。何もせずにじっとしているのは苦手なんだ」

「やったぁ」

　春怜の言葉に輝羅が両手を上げて喜ぶ。沙羅はちょっぴり不服そうに頰を膨ふくらませながら、風ふ呂ろ場ばへ案内してくれた。

　柔やわらかな湯気の舞まう湯船にゆっくりと体を沈しずめると、少しずつ疲つかれが薄うすまってゆく。

　それと同時に、後こう孔こうがしくしくと痛んだ。初めての感覚に、昨夜の行こう為いによる強きよう烈れつな羞しゆう恥ちとわずかな快感がよみがえる。春怜は一度だけ、小さく身み震ぶるいをした。

「………」

　湯を弾はじく白い腕うでに目を落とす。毎日見てきた己おのれの裸ら体たいが、何か別のもののように見えた。

　燈真はためらいもなく春怜の性器に触ふれ、体内に指を埋うめ込んできた。そのさまは同性との行為に慣れているかのようだった。燈真はいつどこで、誰だれを相手にあれを憶おぼえたのだろうか。自分の知らない幼おさな馴な染じみの姿に、春怜はとまどいと疎そ外がい感かんをおぼえた。

　湯船から出て沙羅が用意してくれた真新しい着物に袖そでを通す。

　淡あわい藤ふじ色いろの着物は夏用の薄い綾あや織おりで、しっかりと糊のりが利きいていた。濃のう紺こんの飾かざり帯には同じ色の糸で桔きき梗ようの花が刺し繡しゆうされ、その端はしには控ひかえめの房ふさたちが揺れる。

　とても質の良い物ばかりだ。聞けば、五、六着、見みつ繕くろっておくよう燈真に言われ、沙羅が買い揃そろえたらしい。

　その代金の出所が太守なのか燈真なのかは、春怜には解らなかった。

「靴くつ、どうですか？　小さくないですか？」

「素す晴ばらしいよ、ぴったりだ。乗じよう馬ば靴ぐつしか無くてどうしようかと思っていたんだ。助かるよ。どうもありがとう」

　沙羅が着物と一いつ緒しよに用意してくれた、軽い繻しゆ子す織おりの布ぬの靴ぐつを突つっ掛かけて、春怜は荷物の残る屋敷の正門へ向かった。

　こうやって少し落ち着いてみると、強い緊きんち張よう状態だった昨日には気づけなかったことが、少しずつ見えてくる。正門を出た春怜は、そこに黄金の海蛇の紋もん章しようがあることに気づいた。

「この都市に着いてから、海蛇をよく見る」

「はい。海蛇は、城じよう郭かく都市の守護霊れい獣じゆうです。海王神は国の海のすべてを見ないといけなくて、とても忙いそがしいから、代わりに海王神の使いである海蛇が、城郭都市を守護してくれていると言われています」

「そうか。それでこの都市には海蛇を使った意い匠しようや装そう飾しよくが多いんだね」

「はい。漁師はほぼ全員が海蛇の刺青いれずみをしてますしね。海難事故に遭あわないための護ご符ふ代わりです。城郭都市には海王神を祀まつった寺院が多くありますが、必ず海蛇も一緒です。中には海蛇だけを祀った寺院もあります」

　沙羅の話に春怜はうなずく。先ほど年ねん齢れいを訊いたところ、十六歳だと言った。

　その言こと葉ば遣づかいにわずかな拙つたなさが残っているが、話す内容には教育を受けた跡あとが見受けられる。

「銀色の海蛇は、燈真さまたち一等補ほ佐さ官さまだけの紋章です。そしてこの三頭の金の海蛇は、太守さまだけの紋章です。こんな所で過ごせるなんて、私や輝羅には勿もつ体たい無ないです」

　つまり、この屋敷は太守の持ち物であるということだ。春怜は沙羅と一緒になって、正門に掲かかげられた黄金の紋章を見上げた。

　黄金こがね色いろに輝かがやく海蛇は、ひとつの胴どう体たいにみっつの頭を持っていた。

「それぞれ口に咥くわえているものが違うね。何か意味がありそうだが？」

「はい」

「一番下の、こちらを向いて刀とう剣けんを咥えている海蛇は？」

「技ぎ巧こうと武力をあらわしています」

「真ん中の、斜ななめを向いて宝玉を咥えている海蛇は？」

「富と財力」

「一番上の、真横を向いて天てん秤びんを咥えている海蛇は？」

「秩ちつ序じよと叡えい智ち、です。──あと、胴体に載のせている稲いな穂ほの束が、豊かな実り」

「なるほど。そのすべてがこの城郭都市に集結しているというわけか」

　そしてそれらを求めて数多あまたの人間が集つどうこの巨きよ大だい都市は、十六歳の燈真の瞳にどう映ったのだろう。

　姿を消す前の夜、表情を変えぬその横顔に、まだあどけなさを残していた燈真。

　孤こ独どく感かんにさいなまれたことは無かっただろうか。そんな思いをさせたくなくて、いつも傍かたわらに居たというのに。

　燈真に安易に城郭都市へ行くことを勧すすめたのは間ま違ちがいだったのか。今になって後こう悔かいにも似た念が浮うかび上がってきた。

　この巨大都市で何の後ろ盾だても持たず、若くして一等補佐官の地位に立つということは、誰もが成し得ることではない。

　春怜は、城郭都市で独り、寡か黙もくに闘たたかってきた燈真の歳月に思いを馳はせた。

「沙羅と輝羅は？　いつ頃ごろから燈真の──補佐官どのの世話を？　ご両親に言いつかって？」

　春怜の問いに、沙羅は首を横に振ふった。

「私たち、四年前に両親を亡なくしたんです。身寄りも無くて、二人して孤こ児じ院いんに連れて行かれそうになったとき、燈真さまがあらわれて、自分が使うとおっしゃってくれました」

「そうだったのか。すまない」

「いいえ。──でも、そのとき燈真さまもまだ十八歳で、私たちは十二歳で、子供が子供を引き取るようなものだってからかう大人もいました。燈真さまは『引き取るのではなく家人として使う』という言い方をしてくださいました」

　沙羅の表情に哀かなしみや寂さびしさは見られなかった。その愛らしい顔に笑えみを浮かべて言った。

「燈真さまの御お屋や敷しきに連れて行かれたとき、輝羅と二人で驚おどろいたこと、今でもはっきり憶えています。だって燈真さま、無む頓とん着ちやくなの。小さな御屋敷には一人の使用人も居なくて、部屋にもほとんど物が無くて。そこで生活できてるのが不思議なくらいでした」

　おそらく燈真は、孤児になった双子と幼い頃ころの自分を重ね合わせたのだろう。しかし燈真のことだ、衝しよう動どう的に双子を引き取ったのではなく、深く思し慮りよしたうえでのことだったに違いない。

「十八歳で子供を引き取るというのは、とても難しい決断だったと思うよ。誰もができることじゃない」

「はい。それに、燈真さまはちゃんと私たちを使用人として雇やとってくれました。やることはきちんとしてもらう、それに対して賃金を払はらうから、そのお金で学校に行け、って」

　話の端はし々ばしから燈真の真ま面じ目めさや誠実さがうかがえて、春怜は少し安あん堵どすることができた。

　昨夜の、春怜を組み敷しく黒衣の偉い丈じよう夫ふは自分の知らない男のように見えたが、燈真には昔と変わらない一面もちゃんと残っているようだ。

「若いのに、しっかりしているね。沙羅の主どのは」

「はいっ」

　海から渡わたってくる涼りよう風ふうを受けて、高く束ねた春怜の琥こ珀はく色いろの髪かみと、沙羅の艶つややかな黒い髷まげが、一様の方向に揺ゆれた。

　おしゃべりばかりしていないで荷物を運ばなくてはいけない。しかし春怜はあと少しだけ、今の燈真のことを知りたいと思った。

　沙羅の態度からして、燈真は双子に自分たちの関係を伝えていない。春怜はそれに準じた。

「補佐官どのは、ずっとこの都市に？」

「いえ、でも私たちも詳くわしく教えてもらってなくて。燈真さまの素す性じようや出身地を知っている人はとても少ないみたいです。突とつ然ぜんふらりとあらわれたかと思ったら、みるみる力をつけて高官になった、って噂うわさを聞いたことがあります」

「ほう」

「今は五人いらっしゃる一等補佐官さまの中で、一番若くて一番太守さまのお近くに居ます。この春に、太守さまの護衛部隊の部隊長にも任命されたんですよ。とても賢かしこくて武術にも長たけていて、それでも威い張ばらないし偉えらそうにしないんです。自分より年上の部下に対しても、上官として命令は出すけど、それ以外は年長者として敬って、出された意見にきちんと耳を傾かたむけるそうで、そういう所が、部下や後こう輩はいの人望を集めてるみたいです」

　沙羅は自分のことのように誇ほこらしげに燈真のことを話した。

　正門に立って話し込む春怜と沙羅に文句ひとつ言わず、輝羅は一人、黙もく々もくと荷物を屋や敷しき内へ運んでいた。そんな少年を見て、やるときは黙だまってきちんとこなす所は少し燈真と似ていると春怜は思った。

「輝羅ばかりに運ばせてはいけないな」

「あっ、ほんとですね」

　春怜は腕うで捲まくりをして、食器や調味料の入った壺つぼを運び、双ふた子ごの寝しん具ぐを運んだ。

　そして「ねぇ、これほんとに必要だったの？」とぼやく輝羅と一緒に、沙羅のお気に入りの紅あかい飾り棚だなを運び入れた。

「補佐官どのの荷物はこれだけか？」

「はい。燈真さまは普ふ段だんからほとんどお城に居て、ご自宅に戻もどってくることも少ないです。ここも時々様子を見に来るだけだから、自分の荷物は必要ないとおっしゃってました。でも、まったく無いのも不便だと思って、少しだけ持って来ました」

　何ものにも頓着しない燈真らしく、荷物は簡素で少量だった。

　黒ばかりの高官服と着物が数着、書物が二十冊ほど、あとは高価そうな茶葉の入った瓶びんと小さな木箱がひとつ。中は西洋産の煙草たばこらしい。

　これを運び入れれば完かん了りようする。春怜はそれらを全部まとめて持ち上げ、沙羅に先導を頼たのんだ。沙羅がいくつもある部屋のうち適当な部屋を選び、扉とびらを開ける。

　部屋にあった机の上に荷物を置いたその拍ひよう子しに、書物が一冊抜ぬけ落ちた。拾い上げた書物は小さくて薄うすい傷いたんだ書物だったが、春怜も昔に読んだことがあるものだった。

　懐なつかしいなと思いながら書物をめくる。横から覗のぞき込む沙羅が言った。

「燈真さま、気になる所の角を折るのが癖くせみたいですね」

「そのようだね」

　そう相あい槌づちを打ちながら、春怜は書物をもう一度ぱらぱらとめくり、角の折られた所で手を止めた。その一文に目を落とす。

　──君がかんばせ濡ぬらす雫しずくは、淡あわき花か冠かんの蜜みつのごと──。

「あっ。これ、このくだり、とても有名な恋こいの詩ですよね？」

「おや、すごいね。沙羅は読めるのか。この散文詩は、かなり難しい漢字や文法が多いのでも有名だね」

「えっと……全部は解んないです。これ、どう読み取るんですか？」

「意訳？　そうだな……。──あなたの頰ほおを濡らすその雫は、花からこぼれ落ちた蜜か、あなたの涙なみだか。見ただけでは判わからない、その頰に口づけることさえできればすぐに判るのに。ただ甘ければ花の蜜、とても甘く苦ければあなたの涙に違ちがいない。雫が儚はかなく消えるその前に、触ふれることが許されたなら──そんなところかな？」

「恋れん愛あい的浪ろう漫まんですね！」

　恋する切なさをまだ知らない沙羅は元気良くそう答え、その沙羅がとても可愛かわいらしかったので、春怜はそうだねと笑って答えた。

　遠くから輝羅が沙羅を呼ぶ声がして、沙羅は部屋を出て行った。

　春怜も部屋を出ようとしたが、最後の一枚も角が折られていて、なぜだろうと気になった。

　書物の最後を開いてみると、そこに〝春怜〟と書かれていた。

「これは……」

　自分の筆ひつ跡せきだった。間違いなく自分が書いた文字だ。それを見た春怜は、この書物がかつて自分の物で、燈真に渡した物だということを思い出した。

　たしかに燈真にやった気がする。その理由は、非常に難解な散文詩で勉強になるから、そしてこれを読んで恋こい心ごころのひとつでも学べばどうかという冗じよう談だん半分からだった。

　春怜は軽い気持ちで譲ゆずっただけだったが、燈真は装そう丁ていが傷むほどにこの書物を肌はだ身み離はなさず持ち、何度も繰くり返し読んでいたということだろうか。

　昨夜の冷たい態度の燈真からは想像がつかなかった。










　その日、春怜は双子の荷ほどきを手伝い、輝羅とともにいくつもある部屋をひとつひとつ見回り、長い間使われていない様子の台所の竈かまどを三人がかりで掃そう除じして火を熾おこした。

　沙羅が手早く作ってくれた夕食を取って風ふ呂ろに入る。

　あの部屋で眠ねむるのは気が進まなかった。

　部屋数は多いのにまともな寝しん台だいがあるのはあの部屋だけだった。双子が自分の寝具を持ってきていたのは正解だったと春怜は思う。別室にある長なが椅い子すで眠ることも可能だったが、見つかれば沙羅が「燈真さまに怒おこられますっ」と春怜を怒るだろう。

　しかたがないので、出てきた部屋に戻った。紅い絹の天てん蓋がいがとても悪あく趣しゆ味みに見えて、好きになれない。三人は眠れるほどの大きな寝台の、昨夜の行こう為いがあった場所とは反対側の端はしに、春怜は身を横たえた。

　白い街区の夜はとても静かで、時折夜風に吹ふかれた樹木がさわさわと鳴るくらいだった。

　夜は深くなり、瘦やせた月が昇りはじめている。

　しかし春怜はなかなか寝ねつけなかった。昨夜はまぶたを開けていられないほど眠かったというのに。

　退たい屈くつなので燈真の書しよ物もつを拝借しようと、一度寝台から抜け出し、蠟ろう燭そくに火をつけたとき、部屋の外に人の気配がした。

　小さな音を立てて部屋の扉が開く。

「……まだいたのか。故郷に帰れと言ったのに」

　そう言われて、春怜は眠っていなかったことを後こう悔かいした。せめて寝台に入っていれば眠った振りもできただろうに。燈真がこんな夜よ更ふけにわざわざここを訪おとずれる理由を、春怜は訊きく気にもなれなかった。

　黒ずくめの燈真が、足音もなく静かに部屋に入ってきた。この男は黒衣しか着ないのだろうか。その姿は、扉の向こうに広がる夜の一部を切り取ったかのようだった。

　黒い塊かたまりが、ゆっくりと春怜に近づいてくる。二人の身長差、体格差に大きな隔へだたりができたことは、昨夜嫌いやというほど確かく認にんさせられた。目の前に燈真の胸むな板いたが迫せまる。

「本当に帰る気は無いのか？」

「………」

　漆しつ黒こくの高官服の、左右の打ち合わせは、禁きん欲よく的なまでに深くきっちりと重ね合わせられている。その襟えりに美しい黒の絹糸で火か焰えんが刺し繡しゆうされていることに、春怜は今さらながら気がついた。

　顔を上げ燈真と瞳ひとみを交かわすことはためらわれて、春怜は黒い焰ほのおに視線を落としたまま言う。

「昨夜の……続きをするんだろう？　やるなら早くしてくれ」

　頭上で小さな溜ため息いきが聞こえた。燈真が両りよう肩かたに触れてきたかと思うと、軽く体の向きを変えられ、すぐ傍そばにあった棚たなに両手をつかされる。

「あっ。……燈真っ？」

　燈真は、単純作業を粛しゆく々しゆくと進めるかのように、春怜の単衣ひとえを捲まくし上げ、裾すそを帯に挟はさみ込んだ。後ろから春怜を抱だくように伸のびてきた手で襟元がはだけられ、白い肩かたがあらわになる。

「こ、ここで……、立ったままでか……？」

　裸はだか同然にされて振ふり返ると、燈真があきれぎみに答える。

「さっさとしろと言ったのは春怜だろう。──閣下が愛あい妾しようを抱くのは寝台の上だけとは限らない」

　その言葉には億おつ劫くうさが含ふくまれていて、昨夜と様子が違うようだった。

　無表情で静かに話す燈真は、さして昔と変わらないはずなのに、どうしてかそれに距きよ離りを感じてしまう。

「あ、ぁっ？　……なに、するっ」

　燈真の冷たい言葉に気を取られていると、あらわになった胸を撫なでられた。春怜の肌はだを這はい上がってきた燈真の両手が、左右の尖とがりに触れた。

「男もここで官能を得ることができる。比ひ較かく的楽にな」

「ん、んっ──！」

　他人はおろか自分でさえ触れることの無い、その柔やわらかで薄い部分が、初めて受ける強い刺し激げきに震ふるえる。指で抓つままれ引っ張られて、小刻みにしごかれると、ぞくぞくと肌がざわめいた。

「や、あっ……。な、んか、……変だ、っ」

「気持ちいいの間ま違ちがいだろう。もうこんな硬かたいしこりができた」

「あっ、あっ」

　両の乳ち首くびをぐりぐりと押し潰つぶす燈真の指先から力が抜かれると、指を撥はねるほどに硬く立ち上がった真っ赤な尖せん端たんがあらわれた。

「恥はずかしいか？　それとも、幼おさな馴な染じみにこんなことをされても何も感じないか？」

　何も感じないわけがない。涙目になり、顔から火が出そうだった。

　それを見て解わかっているくせに、燈真はわざと羞しゆう恥ちを煽あおるようなことを言ってくる。

　春怜に「故郷へ帰る」と言わせるために、手で体をいじめ、言葉で脳をさいなんでくるのだ。

「……っ」

　恥ずかしくてしかたない、でもここを逃にげ出すわけにはいかない。ただ首を横に振ることしかできない春怜に、燈真が諦あきらめたような声を出した。

「閣下を悦よろこばせ、かつ無む駄だに長引かせないために、どうすればいいのか教えてやる。体と感覚でよく憶おぼえるんだ」

　かちゃり、と硝子ガラス瓶びんの触れ合う音がした。燈真はまた寝しん台だい脇わきの卓たくにある小こ瓶びんの群れに手を伸ばした。美しい唐から草くさ模も様ようが彫ちよう刻こくされた小瓶を取り出す。

　その色を見た春怜の背に、悪お寒かんが走った。

「なんだそれ……？　昨夜のと違う」

「昨夜の？　白びやく檀だん油は使いきった。これは麝じや香こう油だ」

　燈真が小瓶の栓せんを抜いた瞬しゆん間かんから、きつい香かおりが春怜の鼻び腔こうをついた。その甘ったるさは、昨夜の物より遥はるかに強い。

　燈真が手のひらに垂らした麝香油は深い青あお紫むらさきをしていて、毒物にしか見えなかった。

「なんでそんな色してる？　気味が悪い」

「藍あいか菫すみれかで着色してるだけだ。いちいち怖こわがるな」

　その言こと葉ば尻じりにはいよいよ面めん倒どうくさいという念が籠こめられていて、燈真に突つき放されたような気分になってしまった。燈真は、二人はもう立場も身分も違うということを春怜に知らしめるために、他た人にん行ぎよう儀ぎな態度を徹てつ底ていするとでも決めたのだろうか。

「いや、だっ……。きもち、悪い」

　そんな知らぬ顔をする燈真の手で、後こう孔こうに青紫の香こう油ゆを塗ぬりたくられるなど、それはあまりにも酷こくだと思った。無駄だと解っていても、春怜は琥こ珀はく色いろの長い髪かみを揺ゆらして拒きよ否ひせずにはいられなかった。

「薬物も毒物も入ってない。ただの香油だと昨夜から言ってる」

　嫌いやがる春怜が煩わずらわしかったのか、燈真はそう言って麝香油を溜ためた手のひらを自分の唇くちびるの前に持ってくると、青紫の液体を舐なめ取った。春怜はそれを肩かた越ごしに見つめる。

「燈真──」

　ほら解っただろと言いたげにする燈真の、青く染まる舌先に気を取られている間に、もう片方の手で下帯をほどかれていた。その動きは巧たくみで、片手だけで白く丸い尻しりを割られ、脚あしを開かれる。

「感じられる所は素す直なおに感じろ。それを言葉にして閣下の性感を誘ゆう発はつするんだ」

「言葉に？　そんな、こと……できない……」

「自分のためにできるようになれ。行為をできるだけ早く終わらせたいだろう？」

　麝香油の青に染まった燈真の手が、柔らかな尻の狭はざ間まへ滑すべり込む。しかし指先は後孔ではなく、それと陰いん囊のうの間にある、頼たよりなげな皮ひ膚ふに触ふれた。

「ん……」

「汗あせで少し湿しめっているな。ここも性感を得やすいが、どうだ？　どうされたいか言うんだ」

「あっ、あ……ど、どう、って……」

「優やさしく撫でられたいか？　きつく搔かかれたい？　それとも思いきり突かれたいか」

「──っ！」

　淫いん猥わいな言葉を直接受けた耳が熱くなる。そんなこと、口が裂さけても言えない。

「もっと尻を突き出せ。撫でられたいなら、『撫でて気持ちよくしてください』と言うんだ。そうやって前ぜん戯ぎのうちに煽れるだけ煽って昂たかぶらせておけば、必ず挿そう入にゆう時間を短くできる。言葉だけならいくら言っても体に負担はかからない」

　次々と放たれる、聞くに堪たえない言葉に春怜は躍やつ起きになって首を横に振った。しかし許されず燈真に「言え」と督とく促そくされる。その間、ずっと曖あい昧まいに触れられているそこが痒かゆくてもどかしくてしかたない。もう何でもいいから強い刺激で塗り替かえてほしかった。

「……くっ、う、──か……、搔い、てくだ──あ！　あぁっ、はぁ、っ！」

　やっとの思いで吐はき出したその言葉が終わらないうちに、薄うすい膜まくが張ったような敏びん感かんなそこを、燈真の爪つめ先さきがかりかりと引っ搔いてくる。

　たしかな快感に自然と腰こしが揺れ、触れられていない陰いん茎けいが立ち上がる。そして昨夜とは比べものにならないほどの強きよう烈れつな羞恥に襲おそわれ、目が眩くらんだ。卑ひ猥わいなことを聞くのも言うのも恥ずかしくて、これ以上耐たえられそうにない。

「搔かれるのが好きなのか。思いのほかいやらしいな」

　それでも燈真の〝指南〟は容よう赦しやなく続く。春怜は潤うるんだ琥珀色の瞳で指南者を見た。

　禁欲的な身なりや雰ふん囲い気きをしているくせに、やることも言うこともひどくいやらしくて、しかもそつが無い。この手て馴なれた動きはいったい何なんだ？　春怜の知らない所で、燈真は何人の男女とどれだけのことをしてきたのだろう。

「あっあっ……。──ぅ、あ！」

　くちゅ、と麝香油が後孔にからみつく音がした。春怜の敏感な場所を搔きながら不規則に後孔にも触れ、入るか入らないかを繰くり返していた指先が、そこに埋うめ込まれる。

「んん、っ」

　羞恥の中にありながらも、昨夜ほどまでに固く閉とざされていないのが、よく解った。痛みも脂あぶら汗あせが吹ふき出るほどの異物感も無い。燈真もそれを感じ取ったのだろう、すぐに指を二本に増やすと同時に、硬くなった茎くきをつかんでくる。

「やっ、……あ、あっ」

「今までの快感で孔あなが少し柔らかくなったか？　前も達したみたいにびしょ濡ぬれだ」

　耳元で響ひびく燈真の声は相変わらず低く静かで、それが余計に春怜の羞恥を搔き立てる。

　汗ばんだ背中に、長い髪がべったりと貼はりついているのが気持ち悪かった。茎は張り詰つめていて、燈真の言う通りすでに達したかのように濡れそぼっている。

「後ろから突いて前をしごく体位はよくある。これだけ濡れているならすぐに達いけるはずだ」

「だっ、だめだ燈真っ。ゆうべ、みたいなのは──あ、あっ？　いや、だ！」

　ぬめる茎をこすりながら、燈真が指を後孔ぎりぎりまで引き抜ぬき、一気に挿入する。

　それを繰り返されるたびに、股また座ぐらから汗と蜜みつ液えきと香油の混ざったものがぱたぱたと落ち、二人の足元を濡らした。

「やぁっ！　あぁっ、……きつ、いっ」

「男の、腰を使っての突き上げはこんなもんじゃない。春怜もしたことあるだろう？」

　こんな激しい動きなど、したこともされたこともない。射精感はもうすぐそこにあるというのに、どうしてか極きわめられない春怜の肩けん甲こう骨こつが悩なやましくうねった。

「あっ！　あっ！　も……やめ、っ──！　い、いけ……ないっ、達けない、から……」

　お願いだから、頼たのむからと懇こん願がんしてようやく解放された。長い指が後孔からずるりと抜かれ、茎にからみついていた指も離はなれてゆく。

　その濡れた両手が腰にあてられ、体を反転させられた。そのまま棚たなの上に座らされる。

「あ、ぅ……」

　ぷしゅう、と水音がした。しかし小刻みに震える下か肢しは麻ま痺ひしていて、何がどこからあふれているのか春怜には解らず、粗そ相そうをしてしまったのではないかと戦せん慄りつが走る。

「あ、あ──。な、何……？」

「溶とけた香油が孔から漏もれてるだけだ。気にするな」

「いやだ……見るな……」

　麻痺した下肢はだらしなく開いてしまっている。その中心でゆらゆらと揺れる己おのれの屹きつ立りつを、春怜は見つめた。

　目の前で、紅あかく染まった先せん端たんの小さなくぼみから、透とう明めいの蜜液がまたぷくりとあふれてくる。

「実を結んだばかりの桜おう桃とうのような色だな。少しもくすんでいない。あまり手しゆ淫いんをしないのか？」

「──っ」

　怒いかりも憤いきどおりも無く、ただ恥ずかしかった。哀かなしくもないのに勝手に涙なみだが滲にじんでくる。

　顔を真っ赤にして身み悶もだえる春怜を見ていた燈真が疑問に思ったのか、それを口にした。

「春怜。性交の経験は？　何人の女と寝ねた？　男との経験は無いのか？」

　燈真がまた淫猥なことを普ふ通つうに言うので、春怜は涙を溜めた琥珀色の瞳ひとみで燈真を見上げた。

　春怜もまったくの未経験ではない。同じ地方都市に住んでいた娘むすめと恋こい仲なかになり、肌はだを重ねたこともある。でもほんの数回だった。

　女性を抱だきに妓ぎ楼ろうへ行く気など更さら々さら無く、遊び半分で乙おと女めを籠ろう絡らくすることに時間を割さくほど欲よく深ぶかくもなかった。自分は淡たん白ぱくな方だと春怜は思う。

「そんな、こと。──今、ここで、言う必要……あるか？」

「いいや。ただ、年ねん齢れいの割に反応が熟していないと思ってな」

「っ……！」

　燈真は生き真ま面じ目めに、笑いもせず淡たん々たんとそう口にした。

　そう解わかっているのに、なぜか年下の燈真に経験の浅さを見み抜ぬかれそれを揶や揄ゆされているような気がして、春怜はふたたび恥ち辱じよくに顔を紅あかくする羽目になった。

「ばか、に……するな。おまえこそ──」

　しかし春怜は何ひとつ言い返すことができなかった。燈真の切れ長の黒い瞳に軽く睨にらまれる。

「春怜。昨夜おれが言ったこと、忘れてないな？」

「え……？」

「達するときは、いく、と相手に伝えるんだ。耐える必要は無い。出したくなったらすぐに出してかまわない」

「な、に？　燈真、どういう──」

　燈真の言葉が理解できずにいる春怜の目の前で、燈真の頭がゆっくりと動いた。

　そのわずかに癖くせのある黒くろ髪かみが、春怜の股座に沈しずんでゆく。

「う、あ、ぁ……っ！　燈真っ、やめろ、はな、せ……っ」

　屹立が、粘ねん液えきをたっぷり分ぶん泌ぴつした燈真の口こう腔こうに包まれる。その感かん触しよくは、春怜の恥辱も混乱もすべて吹き飛ばす力があった。

「あっ、……あ、はっ……！」

　茎を唇くちびるできつく挟はさまれ、何度も抜き挿さしされる。硬かたく尖とがらせた燈真の舌先で、茎の先端をくるくると丸くくすぐられた。それに馬ば鹿かみたいに反応して、蜜液が次々とあふれてくる。

　燈真の唾だ液えきと春怜の蜜液がからみ合った、なまぬるい粘ねん膜まくにくるまれた茎が、快感と喜き悦えつに打ち震ふるえているのが解った。絶対、燈真にも気づかれた。

「ああ、あぁ、ん……っ。やめ、て……くれ──」

　強烈な快感に後こう孔こうまでもがひくひくと蠢うごめき、漏れ出す香こう油ゆを止めることができない。

　どちらからも、ぐしゅ、ぴちゃ、と淫猥な水音がする。耳につくその音も春怜を絶頂へと駆かり立てた。

「んっ！　んぅっ。……もう、無理──」

　駄だ目めだ、いってしまう、燈真の口の中に出してしまう、それだけは駄目だ──春怜は爪先が真っ白になるほど力を籠こめて燈真の高官服を握にぎり締しめ、怒ど濤とうのように迫せまる射精感を耐え抜こうとした。しかし巧たくみな口こう淫いんにそれが敵かなうはずもなく、陰茎にある細い管の中を快感の塊かたまりが物もの凄すごい勢いで迫せり上がってくる。

「あ、あ……！　燈真、燈真っ。──ああぁ……だめ、だ……。だめ──！」

　一度噴ふき上げてしまったら、歯止めがきかなかった。まだ吸引をやめない燈真の口腔に誘さそわれるようにして、春怜は二、三度腰を振ふり小刻みに精液を漏らした。

　春怜の腰が動かなくなると、燈真はようやく股座から顔を上げた。小こ瓶びんと並んで置かれている薄い花紙を手に取り、そこに受け止めたばかりの白はく濁だくを吐き出す。

「達するときにおれの名を呼んでどうする。閣下の不興を蒙こうむるぞ。下手をすれば処しよ罰ばつされる。だから、いく、とだけ伝えろと言うんだ」

「………」

　春怜なりに昨夜より官能を追ったつもりだった。それでも、抗あらがう気持ちと快感が体の中でせめぎ合い、最後は入り混じって春怜の心と体をさいなんだ。

　燈真の言うことは間ま違ちがっていないのだろう。しかし何もかもを一度にこなすのは無理だった。

「口淫を受けたことは？　その様子だと無いようだが」

　脱だつ力りよくしきって下肢をだらしなく放ほうった春怜は、燈真の問いに首を横に振った。

「夜よ伽とぎには口淫も含ふくまれる。上う手まくできるようになれば、孔で受ける回数も時間も減らすことができる。どこをどうすると気持ち良かったか、よく憶おぼえておくといい」

　やはり燈真は冷れい淡たんになっていると思った。昨夜は下半身を清めてくれたのに、それもせずに花紙だけを春怜へ放り、部屋を出て行った。










　沙羅の言った通り、燈真は毎日屋や敷しきを訪おとずれるわけではなかった。

　様子見も兼かねていたのだろう、春怜がこの屋敷に来た日とその翌日は律りち儀ぎにここにやってきたが、そこから四、五日ほど経たった今日まで、燈真は一度も姿をあらわしていない。

　あれほど会いたいと願っていたのに、この状じよう況きようになってからは気まずさが先に立ってろくに話もできていなかった。今の関係では、再会を果たせて良かったと伝えることもままならない。

　話したいことは山ほどある。それこそ夜すがら話しても足りないくらいに。

　離れていた六年間、燈真はこの都市でどうやって過ごしてきたのか、それを詳くわしく知りたかった。けれど結局、訊ききたいことは何ひとつ訊けずにいる。

　故郷を忘れずにいてくれたのかも、送り続けた手紙がどうなったのかも。

「一昨日おとといから太守さまの遠駆けと視察に随ずい行こうされてるそうです。いつ戻もどってくるかはおっしゃっていませんでした」

「そうか。護衛部隊の部隊長ともなれば、太守さまに付きっきりになって当然だろうしね」

　春怜は沙羅と一いつ緒しよに炊すい事じ場ばで夕食の準備をしていた。輝羅は馬を連れて市場へ買い物に出ている。

　輝羅が居ない間、春怜は力仕事を進んで行った。今も、沙羅では絶対に切ることができない、石のように硬い南瓜カボチヤと格かく闘とう中だった。

「ん……？」

　ふいに、奇き妙みような臭においが春怜の鼻び腔こうをついた。喉のどがひりつくようなその臭いに、思わず包丁を置く。

　炊事場は沙羅が焼いている肉の香こうばしい匂においや炊たきたての白米の匂いで満ちていたため、春怜は最初、その焦こげくさい臭いに気がつけなかった。

「あら？　なんだか臭いませんか？」

　沙羅もそれに気づいたようだ。臭いの種類からしてあまり良い予感はしなかったので、春怜は沙羅にここから出ないように言い、自分は炊事場を出た。

「あれは──火事か？」

　茜あかね色いろに染まった美しい空に似つかわしくない灰色の煙けむりが上がっているのが遠くに見えた。

　炎ほのおまでは見えなかったが、臭いは徐じよ々じよに濃のう度どを増していた。消火が進んでいないのなら大変なことになる。

　春怜の中には、地方都市で役人をしていたときの感覚がまだ残っていた。じっとしていられず、火災現場へ行ってみようと正門に向かったとき、正門が開いて黒く大きな塊が入ってきた。

「春怜。屋敷から出るな」

「燈真……！」

　つい先ほど「いつ戻ってくるか解らない」と話していた燈真が突とつ然ぜん目の前にあらわれたので、何の心構えもしていなかった春怜はかなり驚おどろいてしまった。

　まだ職務中らしい燈真は、春怜の知らない高官の顔をしていた。形の良い眉まゆをひそめるその表情に思わずどきりとしてしまう。

「燈真？」

　しかしその燈真の様子がおかしい。

　漆しつ黒こくの高官服は水で濡ぬれていて、裾すそには砂さ塵じんがまとわりついている。体は大量の汗あせをかき、馬ば蹄ていで跳はね返ったのか、泥どろまで附着させていた。足元もひどくおぼつかない。

　気まずいなどと思っている場合ではない。春怜はふらつく燈真の体を支えた。

「どうした？」

「いいから部屋の中へ戻れ。煙がこっちに流れてきてる」

「やはりあれは火事なのか？　それなら消火の手伝いをしに行ってくる。私は故郷で消火団に属していて──」

「春怜がそんなことをする必要は無い。部下を向かわせた。じき消える」

　春怜に圧おしかかってくる燈真の体はひどく重たかった。それだけ燈真自身、その長ちよう軀くに力が入れられていないということだ。燈真に触ふれて初めて、濡れた高官服に血けつ痕こんがあることに気がついた。

「何があった？　どうしてこんなに濡れている？　この血は──どこか怪け我がでもしたのか？」

「何も。ただ疲つかれて眠ねむいだけだ」

「だったらどうしてここに──」

　燈真が顔を上げた。ひどく近い距きよ離りで、琥こ珀はく色いろの瞳ひとみを捕とらえられた。

　少しの微び笑しようも見せない燈真の、ただでさえ半開きの切れ長の瞳が糸のように細くなる。

「無事だったならそれでいい。あの火が完全に消えたと確かく認にんできたら帰る」

　そう言いながらも燈真はまた体を大きく揺ゆらした。とても立っていられそうにない。触れた肌はだは汗をかいているのに冷たかった。

「おい、しっかりしろ。濡れたままでいては駄目だ。──沙羅！」

　春怜に名前を数回呼ばれ、炊事場から出てきた沙羅が、きゃっ、と短い悲鳴を上げる。

「沙羅、風ふ呂ろを用意してやってくれないか。湯はあまり熱くしなくていいと思う」

「はいっ」

　湯船にはあらかじめ水が張られていたため、すぐ人肌にまで温まった。そこに燈真が巨きよ軀くを沈しずめる。ざばぁっと派手な音を立てて湯があふれた。

「ふ、……」

　燈真は一度、頭の先まで湯に浸つかり、顔を上げた。大きな手を使って髪かみを搔かき上げ、濡れた顔を撫なでて水気を落として、心ここ地ちよさげに目を細める。

　丸い透とう明めいの雫しずくが、癖くせのある黒くろ髪かみの先や形の良い顎あご、長い指先や金色の輪の耳みみ飾かざりからも、ぽたぽたと滴したたり落ちた。

「本当にただの寝ね不ぶ足そくなのか？　あんなに服を濡らして」

「仕事が立て込んでた。丸二日寝てない。濡れたのは仕事中に河の水をかぶったからだ。たいしたことない」

「まったく。あんな格好で突然あらわれたら、誰だれだって驚く、だろ……う──」

　そう言いかけて、言葉が尻しりつぼみになってしまった。

　目の前の燈真は、春怜の記き憶おくにある、ひょろりと背だけは高い瘦やせた少年とはまったく違ちがっていた。

　燈真の、湯をはじく隆りゆう起きした腕うでの筋肉。厚い胸むな板いたと、引き締しまった腹。そしてその下生えや性器までもが目に飛び込んできたとき、見てはいけないものを見てしまった気がして、思わず春怜は目を逸そらした。

　伸のばした腕を湯船の縁ふちに置いた燈真は、少しも憚はばかることなくその裸ら体たいを春怜にさらしてくる。しかしよく考えてみればそれは至し極ごく普ふ通つうのことだ。一緒に風呂に入り同じ蒲ふ団とんで寝たこともある同性の幼おさな馴な染じみに対し、恥はじらいながら陰いん部ぶを隠かくすなど、その方がよっぽど不自然だろう。

　春怜が妙みように意識しすぎているだけだ。そのことに気づいて、益ます々ます居い心ごこ地ちを悪くした。

　この状況はあまり宜よろしくない。少なくとも春怜にとっては。

「夕食だけでも食べて帰ってはどうだ？　もう出来上がる。燈真の分も用意するよう言ってくる」

「春怜」

　足早に風呂場を去ろうとしたのに、燈真に腕をつかまれた。

「そんなに警けい戒かいしなくても、今は何もしない」

　そして燈真は春怜に向かって、ここに座れと言葉にはせず、長い人差し指で風呂の縁をこんこんと小こ突づいてきた。

「………」

　心を見み抜ぬかれたような気がして、顔を向けづらい。しかし燈真はすぐに何も言わなくなった。風呂場が急にしんと静まり返る。

「燈真？」

　振ふり向いて見た燈真は今にも眠ってしまいそうで、本当に何もする気が無いらしい。

　風呂場で居い眠ねむりをして溺でき死しなど笑い話にもならないと思い、しかたなく春怜は燈真に背を向ける格好で湯船の縁に腰こし掛かけた。　>>>♥

　先ほど見えた燈真の体には大小の傷きず跡あとがあったが、目立った生傷は見当たらなかった。

　しかし高官服に附着していたあの血痕が、春怜はとても気になった。

「丸二日寝てないって……何があったんだ？」

「遠とお駆がけ中、閣下が襲しゆう撃げきを受けた。その一件の決着と後処理に追われてる」

　強い睡すい魔まと格闘している燈真がゆっくりと言ったその内容に、春怜はひどく驚いた。

「な、なんだって？　それで、ご無事だったのか太守さまは」

「ああ。襲撃されることは事前にある程度の情報をつかんでいたから。だが閣下はそんなことで予定を変える御お方かたじゃない。敵方の正体を暴あばくために、みずから囮おとりになって敵方を引き寄せようとまでなさる」

「えらく剛ごう毅きな御方だな……」

「おそらく、さっきの火事も敵方の襲撃のひとつだ。ああやって至る所で騒さわぎを起こして護衛部隊を拡散させ、その隙すきを狙ねらって閣下に深手を負わせたいんだろう。しかしそういう粗あらい作戦はすぐに露ろ呈ていすると、閣下は笑っておられた」

　話していることは危険極きわまりないのに、燈真は何も臆おくすることなく淡たん々たんと話す。ただ眠いからだとは思えなかった。

「どうしてそんなに落ち着いていられるんだ？　太守さまも、燈真も」

「よくあることだからだ」

「そんなこと、頻ひん繁ぱんに起きていいわけがないだろうに」

　燈真は両手で湯を掬すくうと、それを顔にかけた。先ほどと同じように手で顔を撫で、水気を落とす。

「春怜がこの都市にどんな印象を持ったかは知らないが、たぶん、春怜が思っているほど安あん穏のんとはしていない」

「どういうことだ？　太守さまが何者かに狙われているという話じゃないのか？　そもそもなぜそんな争いごとが起きるんだ？」

　春怜の立て続けの質問に、燈真はあくびを嚙かみ殺して説明してくれた。

「この城じよう郭かく都市は、国内最大の港こう湾わんと、帝てい都とへ続く東西公路を持ってる。それに加えて、閣下がここを統治するようになってからは、貿易における西洋諸国との強い信しん頼らい関係を築くに至った。その輸入品の専売権も持っていて、しかもその専売許可証は皇こう帝てい陛下みずから発行し捺なつ印いんされたものだ。ほっといても金は湧わいてくる。近きん隣りん諸国が喉のどから手が出るほどにこの土地を欲ほつするのも無理は無い。紗さ蓮れん国こくも例外じゃない」

　燈真の口から聞き慣れた隣りん国ごくの名が挙がり、春怜は驚おどろいた。

「紗蓮国がここを狙っている？　隣国とはいえ、国境はここからかなり遠いのに？」

「それでも自国のものとしたいのだろう。そうするまでの価値が、城郭都市にはある。狙われるのは常だ。狙われていて当然なんだ」

　春怜は黄金の海うみ蛇へびの紋もん章しようを思い出した。ひとつの胴どう体たいにみっつの頭を持つ、海王神の使い。それぞれが咥くわえる、この都市の誉ほまれ──技ぎ巧こうと武力、富と財力、秩ちつ序じよと叡えい智ち、豊かな実り。

　それらに囚とらわれ執しゆう着ちやくする者たちが次に取る行動は、力による圧服であったり、侵しん攻こうであったりするのだろう。哀かなしいことに、城郭都市を模も範はんとして自国の都市を繁はん栄えいさせるという考えには至らないようだった。

　だからこそ、それらをいっさい許さない雰ふん囲い気きがこの城郭都市にはある。都市そのものの強固な造りと、ここを統すべる太守の風格と力、そして彼の元に集つどう強きよう豪ごうな者たち。

「ここには様々な人種の人間が集まる。正体不明の集団もある。そいつらが街に潜ひそみ人々にまぎれて、小さな悪さを繰くり返す程度なら、閣下は大目に見る。しかしそうでないなら、今日のようにあからさまな敵意を見せるのなら、徹てつ底てい的に殲せん滅めつする。それが閣下の方針で、おれはそれに従うまで」

「でも、それでおまえが無理をして大怪我でもしたらどうするんだ」

「そんな簡単にはやられない。閣下のためなら怪我など苦じゃない」

　太守のためなら命すらなげうつ。春怜にはそう聞こえた。

　思えば、離はなれていた六年の間に燈真がここでどう生きてきたのかを、春怜は知らない。

　知りたくても手紙はすぐに途と絶だえてしまった。再会した夜も次の日も、とても訊きける状じよう況きようではなかったが、今なら訊けそうだった。

「燈真はいつから太守さまの元で働いているんだ？　どのくらい経たつ？」

「ここに着いた日から」

「えっ？　では十六のときから、ずっとか？　それって、凄すごいことじゃないか？」

「凄いのは、おれじゃなくて閣下だ。家いえ柄がらも身分も無い子供を、見込みがあるかどうかもまだ解わからないのに近くに置いて教育するなんて、誰もしない」

「たしかに、それはそうだが……」

「ここにきてすぐにおれは城下町に小さな屋や敷しきをもらったが、そこにはほとんど帰らなかった。閣下が城内の一室を貸してくれたから。公務中もそれ以外の時間も、ほとんど随ずい行こうを許してくれたし、十七までは算術も教えてもらっていた」

「そう、か──」

「閣下が居なければ、孤こ児じだったおれがここまで強くなることなどできなかった。閣下がおれを拾ってくれたから、弱い心に負けそうになったおれを見捨てず根気良く教育してくれたから、おれは強くなれた。その恩義に報むくいるためなら、おれは何だってする」

　そんなにも太守を大切に思っているのか──太守と燈真の揺ゆるぎない信頼関係は、本来ならとても喜ばしいことであるのに、春怜はなぜか素す直なおに喜べなかった。

　どうしてだろう。おそらく、春怜が故郷に居て、太守とのことを手紙で知らされたり、戻もどってきた燈真に直接話を聞いていたなら、まったく違った感情を持っていたと思う。

　強くたくましくなった燈真のことを大いに喜び、太守との素す晴ばらしい主従関係に感動していたに違いない。

　しかし今はどうだ。太守と燈真の強い絆きずなには付け入る余地など少しも無い。「閣下のためなら何でもする」という言葉に噓うそは無いだろう。そうでなければ、幼馴染に男の受け入れ方を教え込むことなど、普通ならできない。

　燈真よ、私との絆はどこへ行ってしまったんだ──そう尋たずねたくなるのは、ここが故郷から遠く離れた城郭都市で、春怜には頼たよるべきものが無いからかもしれない。

　春怜の知らない燈真の生活がここに確立されている。まるで故郷での日々など塗ぬり潰つぶされたかのようで、それがひどく寂さびしかった。

　一いつ瞬しゆんだけ心をさいなんだ痛みを揉もみ消すように、春怜は今日起きた事件の終結に目を向けた。

「それで、今日の敵方の正体は解ったのか？　本当に殲滅してしまったのか？」

「少なくともおれたちの前に姿をあらわした輩やからは皆みな、消した。正体もだいたいつかんではいるが、今も追つい跡せきしている。内通者がいる可能性も残っている」

「内通者？」

　聞き捨てならない単語が出てきたので、春怜は思わず燈真の方を見やった。燈真はその切れ長の瞳ひとみを完全に閉じ、濡ぬれた頭を湯船の縁にあずけていた。

「燈真？」

「眠ねむい。三十分経ったら起こしてくれ」

　春怜が返事をするその前に、燈真は眠ってしまった。

　かすかな寝ね息いきが風ふ呂ろ場ばに響ひびく。

「………」

　とても不思議な感覚になって、春怜はゆっくりと天を仰あおぎ、小さな吐と息いきをついた。

　本来なら今いま頃ごろ、春怜は太守の側そば仕づかえをして、城で働いているはずだった。それなのに今、春怜は湯船の縁ふちに腰掛けている。

　そんな春怜の一番近くに居るのは、太守ではなく、故郷を離れた幼おさな馴な染じみだった。

　何という思いがけない再会だったのだろう。

　燈真は少年から男に成長していた。

　無表情で物静かな所はそのままに、その鍛たん練れんされた身の内に強さやひたむきさを秘ひめている。

　一いち途ずに何かをやり通すことができるのは、穢けがれないまっすぐな心を失うことなく、そこに揺らぐことのない強さを持ったからだろう。

　その成長を春怜は嬉うれしいと思ったが、同時に自分の知らない燈真が増えていく一方のような気もした。離れていた六年間は、春怜が思っていたよりも長く、望まない隔へだたりを生んだ。

「燈真。起きろ」

　三十分経って声をかけても燈真はなかなか起きず、顔に冷たい水をかけてやっと目を覚ました。風呂場から出た燈真は億おつ劫くうそうに下帯を着ける。黒い単衣ひとえに袖そでを通して、帯はだらしなく一巻きしただけだった。

　そしてそのまま近くの部屋の長なが椅い子すに横たわると、ふたたび寝息を立てはじめた。

「燈真、夕食は？」

　当たり前だが返事は無かった。

　相当疲ひ労ろうしていたらしい。ここまで燈真を追い立てるものとは、いったい何なのだろう。

　一等補ほ佐さ官という立場上、おそらく燈真は機密事じ項こうをたくさん持っている。それを春怜から聞くことは憚はばかられるし、燈真も答えはしないだろう。

　ただ、心配だった。

　太守の護衛部隊の部隊長として、常にその身を挺ていして太守を守る燈真。

　屈くつ強きようであればあるほど、その矛ほこ先さきがいつか燈真自身に向けられてしまうのではないかと春怜は心配になる。そうなったとしても、閣下のためにと燈真は進んで標的になるかもしれない。そうあってほしくないと春怜は思った。

　内通者という言葉も気になる。何も起きなければ良いけれど──。

　死んだように眠る燈真に夏用の黒い羽織をそっと掛かけてやる。涼すずしい夜風が通るよう、窓と部屋の扉とびらを少しずつ開いて、春怜は台所へ向かった。

　無事に鎮ちん火かされたのだろう、あの嫌いやな臭においは海風にさらわれ消えていた。

「補佐官どのは寝てしまったよ。あの様子では朝まで起きないと思う」

「あらっ、どうしましょう。燈真さまも食べると思ってたくさん作っちゃいました」

　両手で自分の頰ほおを挟はさむ沙羅の、その向こうにある円えん卓たくを見ると、たしかに大量の料理が載のっていた。軽く六人前はある。

「傷いたむといけないから、小さな箱に氷と一いつ緒しよに入れて保存しておいたらどうかな。明日の朝、城に上がる前に食べるだろう」

「名案ですっ。輝羅に氷を頼たのんだのは正解でしたね」

　春怜は沙羅と笑い合い、戻ってきた輝羅と三人で夕食を囲んだ。










　燈真は皆が寝入った真夜中に起き、小こ雨さめの降る中、ここを出て行ったようだった。

　その小雨は翌日になっても、強くもならずやみもせず、しとしとと降り続いている。

　今朝早くの雨にまぎれて、一人の老女がやってきた。

　聞けば彼女は琵び琶わの師し範はんで、城からの依い頼らいを受けて春怜に琵琶の弾ひき方を教授しに来たという。

　たしかに夜よ伽とぎが本来の目的であると燈真に言われはしたが、表向きの春怜のお役目は太守を楽しませ、細かな雑用を受け持つことだった。彼女があらわれたのも不自然ではない。

　真っ白な髪かみの老女は、皺しわくちゃの顔に丸い笑え顔がおを見せて、曲がった腰こしでゆっくりと歩く。

　その姿を見た春怜は、伝達をくだされば自分から赴おもむきましたのに、と優やさしく声をかけた。

　しかし柔やわらかな物もの腰ごしの老女は、琵琶を前に突とつ如じよ、厳格な女老師に豹ひよう変へんした。

　琵琶を生まれて初めて手にした春怜は、昼食抜ぬきで厳しい稽けい古こを受け、かなりしごかれた。うっかり違ちがう弦げんを弾いてしまえば、途と端たんに畳たたんだ扇おうぎでぱちりと手を叩たたかれる。先生に厳しく叱しかられるのは十年ぶりくらいで、それが途と中ちゆうから少し嬉しくなってしまったほどだ。

　しかし女老師は最後に「若奥さまは吞のみ込みがお早はよう御ご座ざいます」と言い、去っていった。色々と説明が面めん倒どうなので、春怜は自分が若奥さまでも女でもないと伝えることはやめておいた。

　女老師は一週間後にまた来るという。それまでに今日教えてもらったことを習得しておかなければならない。

　遅おそめの昼食を取った後、琵琶と楽がく譜ふを持って、春怜は初めて庭園に足を踏ふみ入れた。

　白い街区の一等地に建てられたこの屋敷には、太守の別宅にふさわしい立派な庭園があった。その広さは母おも屋や以上あり、庭師の手で丁てい寧ねいな造形がほどこされている。

　折々に咲さく花はもちろんのこと、秋に実を結ぶ果樹も多く植えられているらしい。

庭園を巡めぐる小こ路みちは、盛夏を前に咲く蜜み柑かんや檸檬レモンの、可か憐れんな花の甘あま酸ずっぱい薫かおりに包まれていた。

　最初は混乱と屈くつ辱じよくだけがあって、春怜は庭園を見る気にもならなかったが、こうやってとまどいながらも日々が流れはじめると、自然と足が向いた。

　橘たちばなの花薫かおる小路を抜けると、庭園には付き物の小さな四阿あずまやが見えてきた。その立派な佇たたずまいに、春怜は一度足を止めた。

　六角形の四阿は大人が二、三人しか座れない小さなものだった。しかしその天てん井じようはやや高めに造られていて、広さを感じられる空間になっていた。

　小雨を受けて美しく艶つやめく瑠る璃り色いろの瓦かわら屋根と、それを支える六本の朱しゆ色いろの柱は大理石の土台へと繫つながっている。どこから採さい掘くつしてきたのだろうと思うほど巨きよ大だいな大理石には、壮そう麗れいな波模様と、やはり海うみ蛇へびが彫ちよう刻こくされていた。

　太守に関かかわるものは何もかもが派手で豪ごう奢しやだと、春怜は感心半分あきれ半分の溜ため息いきをついた。

　その四阿もさることながら、春怜の感かん嘆たんを誘さそったのは、四阿に咲く石楠花しやくなげだった。

　長ちよう軀くである燈真の背せ丈たけ以上に高い石楠花の樹きは、四阿の瑠璃瓦やその内部にまで枝葉を伸のばし、大きな花はな房ぶさが数えきれないほど群れを成して四阿全体を吞み込むほどに咲き誇ほこっていた。

　四阿に戯たわむれる石楠花たちからすると、珍ちん客きやくは春怜の方になる。

　春怜は小さな声でお邪じや魔まします、とつぶやき、四阿に足を踏み入れた。

　四阿には土台と同じ大理石で造られた椅い子すと円卓が備え付けられていた。春怜は椅子に腰こし掛かけ、楽譜を円卓に置いた。たわわに咲く石楠花は、朱色の柱を抜けて円卓の上にまで咲きこぼれていて、時折吹ふく海風にさらわれないよう、楽譜を押さえてくれる。

　その花の美しさに惹ひかれた春怜は、白い手を伸ばし石楠花に触ふれた。

　多数集まって咲く花房の中心は純白で、端はしへいくほど大きく広がり、紅色や淡あわい桃もも色いろや深い紫むらさき色いろへと移ろいを見せている。それは真夜中、花の精せい霊れいが月明かりに濡れる白い花にひとつひとつ筆を注さしたのではないかと思わせる、美しいぼかし絵のようだった。

　自然の織り成すこの細やかな美しさを再現するのは、高名な絵師でも難しいだろうと考えながら、少しの間春怜は麗うるわしい花の群生に見み惚とれた。

　その間にも、雨を含ふくんだ石楠花の花は、四阿に心ここ地ちよい涼りよう感かんを喚よんでくれる。

　春怜は椅子の上で脚あしを組み、形の良い爪つめ先さきで琵琶の弦を弾いた。

　女老師から受け取ったときは気がつかなかったが、この琵琶はおそらく目が飛び出るほど高価なものだ。紫し檀たんでできた胴どうに、弦を支える柱部分には希少価値の非常に高い伽きや羅らが惜おしげもなく使われている。紫檀の胴を飾かざる海蛇は、虹にじ色いろに輝かがやく螺ら鈿でん細工だった。

　練習中も今も、何となく気持ちが落ち着いていられるのは、伽羅の薫りのおかげかもしれない。

「おや」

　初めてここを訪おとずれたあの日に会った猫ねこが、知らぬ間に春怜のすぐ近くに来ていた。

　猫はその美しい毛並みにわずかな雨をまとっていた。細い首輪に付けられた宝石を揺ゆらして石楠花の滝たきを通り抜け、円卓の上に寝そべる。

「今から少しうるさくするよ。昼寝の邪魔をしたらすまないね」

　そう春怜は言ったが、猫は碧へき玉ぎよくの瞳ひとみでちらりと春怜を見ただけで、あくびをひとつすると、目を糸のように細くした。

　夏の昼下がりとは思えないほど、空気は澄すんでひんやりとしている。

　静かに降り続く小雨が花々を濡ぬらす音以外は、何も聞こえてこなかった。

　春怜は円卓に身を横たえる石楠花たちと猫を相手に、琵琶の復習に勤いそしんだ。

　琵琶で美しい旋せん律りつを奏かなでることは難しい。けれど少しでも上達し、それを披ひ露ろうして燈真を驚おどろかせてやりたい。自分も本気を出せば何でもこなせるのだと認めさせたかった。

「………」

　そこまで考えて、春怜は弦を弾く手を止めた。いったい誰だれのために、何のために努力しているのか、その目的を見誤っているような気がした。

　思いを巡らせていると人の視線を感じて、春怜は後頭部で高く束ねた琥こ珀はく色いろの髪を揺らし、雨に濡れる小路を見た。

「沙羅？　どうした？　そんな所に立っていたら濡れてしまうよ。早くこちらにおいで」

「あっ。すみません、素す敵てきな四阿で琵琶を弾く春怜さまがとても綺き麗れいだったので、見惚れちゃいました」

　可愛かわいらしい頰を林りん檎ご色いろに染め、丸い髷まげを揺らして沙羅が四阿に入ってくる。その手には白い封ふう書しよがあった。

「春怜さまに、お手紙です。今、届きました」

「ありがとう」

　四阿を去る沙羅を見送り、手紙の差出人に目を落とす。

　故郷の友人からだった。待ち望んでいた家族のことが書かれているはずだ。春怜は急いで封を切り、手紙を読んだ。

　あの日のうちに首長は金を家族の元へ届けてくれた。おかげで春怜の母親と妹はつつがなく暮らせている。そして友人の協力を得て、妹はこの秋にさる良家へ嫁とつぐことが決まり、準備も進んでいるという。

「良かった。本当に、良かった──」

　春怜は手紙に額ぬかずく思いだった。もう、充じゆう分ぶんだった。大切な家族を守ることができ、可愛い妹は幸せになれる。そう知れただけで、どんなことにも耐たえられる気がしてくる。

　春怜は琵琶を置き、友人からの手紙を何度も読み返した。決して長くはないその手紙には、春怜の心を救う言葉だけがぎっしりと詰つめ込まれていて、自然と口元がほころぶのを止められなかった。

　しとやかに降る雨と、柔らかに咲き濡れる石楠花。伽羅の薫る静かな昼下がりに、訪おとずれた手紙。

　思えば故郷を去ってから、春怜がこんなにも心こころ穏おだやかに過ごせたのは、今日が初めてかもしれない。

　しかしその心の静せい謐ひつは、すぐに破られてしまった。

　春怜の傍そばでずっと心地よさそうに目を閉じていた猫が、はっと頭をもたげて碧玉の瞳を見開いたかと思うと、足音もさせず四阿から駆かけ去ってゆく。

　何ごとかと思って猫の後ろ姿を見送り、次にその反対側を見やって、春怜は猫の去った明確な理由を知った。

「燈真──」

　燈真が黒い飾り帯を揺らし裾すそをなびかせ、まっすぐ四阿に向かってくる。

　瑞みず々みずしく咲きこぼれる花々の中に、漆しつ黒こくの高官服をまとう燈真の姿がくっきりと浮うかぶ。

　その異形とも言える光景に、先ほどまで凪ないでいた心に波風の立つ思いがした。

　どく、と心臓が一度大きく鳴った気がして、春怜は反射的に椅子から立ち上がっていた。

　後ろめたいことなど何も無いのに、咄とつ嗟さに手紙を懐ふところに仕し舞まった。それを燈真が見み逃のがすはずもなく、三白眼をぐっと細めて春怜を追つい及きゆうしてくる。

「何を隠かくした」

「隠してなどいない。──手紙だ。友人からの」

　四阿に入っても歩く速度をゆるめない燈真が、その勢いのまま春怜に迫せまってくる。可能な限り後ずさりをしたが、すぐに背が石楠花の壁かべに触れた。

「と、燈真。おまえ、仕事は……」

「春怜がおれの仕事を気にする必要は無い」

　どうしてかその言葉には棘とげがあった。燈真は迫り来るのをやめない。その大きな手で石楠花ごと朱色の柱をつかむと、上から春怜を覆おおうように顔を近づけてきた。

　春怜のすぐ傍で、花の潰つぶされる音が聞こえる。体格差は二人が近づくたびに大きくなるように春怜には感じられた。

　燈真のもう片方の手が、手紙を追ってゆっくりと春怜の懐に滑すべり込んでくる。

「燈真っ」

　春怜はやっとの思いで強い声を出し燈真を制した。

　その拍ひよう子しに、たわわに咲く石楠花から滴したたり落ちてきた夕ゆう露つゆが春怜の頰ほおを濡らした。

「誰からの手紙だ。何が書いてあった」

「離はなせ。そこまで監かん視しされるいわれは無いっ」

　春怜はそう言って、はっとなって燈真を見上げた。普ふ段だんあまり感情を表に出さない燈真の、その眉み間けんに深い皺しわが刻まれたのが見えた。

「手紙を読んでいた春怜の顔、やけに嬉うれしそうだった。故郷に置いてきた恋こい人びとからか？」

「燈真には関係ない……」

「関係なくはない。閣下の前でそんな素そ振ぶりを見せようものなら、間ま違ちがいなく不興を買うぞ」

「どうしたんだ燈真。何をそんなに──」

　苛いら立だっている？　そう訊きこうとして、春怜はやめた。とても訊ける雰ふん囲い気きではない。

　燈真が、春怜の懐から引き抜ぬいた手を上げた。その勢いのまま顎あごをつかまれでもするのかと思った春怜は、咄とつ嗟さにきつくまぶたを閉じた。長く豊かな琥珀色のまつげが揺れる。

　しかし燈真は長い指で春怜の頰を濡らす雫しずくを拭ぬぐっただけだった。

　苛立つ燈真のその指先に乱暴さは無く、むしろ優やさしく感じ取れた。

　それは勝手な思い込みであったことを、この後春怜は嫌いやというほど思い知ることになる。

「夕食を取って風ふ呂ろに入れ。──下帯は着けても着けなくてもいい。どうせ不要になる」

　そう言って燈真は春怜を解放し、屋や敷しきへと戻もどっていった。










　苛立つその空気は、寝しん台だいの上にまで澱よどんでいるようだった。

「な、に……？」

　春怜が柔やわらかな枕まくらに顔を乗せたその瞬しゆん間かんに、燈真が春怜の腰こしを高く持ち上げた。同時に両ひざを寝台につかされる。春怜が頭と肩かた、両ひざと両りよう脚あしで自分の体を支えられていることを確かく認にんすると、燈真は思いきり春怜の背中を押してきた。

　そして最後に春怜の太ふと腿ももをつかんで外へやる。春怜は、寝台に座る燈真の前に大きく開いた尻しりを向けるという、とんでもない格好を取らされることになった。

「なんてことさせるっ……」

　燈真は春怜の苦情などいっさい聞かない。着物の裾を捲まくり上げ、下帯をほどく。

「あっ」

　背を撓しならせ、尻だけを突つき出している姿勢の春怜は、後こう孔こうから揺れる性器までを燈真にさらすことになった。この格好はあまりにも酷ひど過ぎる。最初の夜にこれをさせられていたら、間違いなく憤ふん死ししていたと思う。

　それでも、少しずつ変えられてきた体は、燈真の動きに従順さを見せはじめていた。

　頭を占しめている抵てい抗こう感かんは、体まで届いていないようだった。

　燈真が寝しん台だい脇わきの卓たくに手を伸のばす。しかし小こ瓶びんの触ふれ合う音はせず、それが逆に春怜に不安をもたらした。

「ひ……」

　春怜の不ふ吉きつな予感は当たっていて、思わず声を上げてしまった。

「指には慣れたようだが、受け入れるにはまだ狭せまいからな」

　そう言う燈真の手には、立ち上がった陰いん茎けいの形を模した器具があった。春怜は張はり形がたなど生まれて初めて見た。

「や、やめろっ。おまえ、本気でそんなもの……手にするなんて、信じられないっ」

「じたばたするな。痛くてもいいのか？」

「……っ」

　燈真はまだ苛立っているような気がした。感情をあまり表に出さない男のその真意はつかみにくいが、長い付き合いの春怜だから解わかることもある。

　燈真は香こう油ゆの小瓶は手に取らず、代わりに塗ぬり薬のようなものを持ち出してきた。

「なんだ、それ……変なもの、塗るな」

「男だん娼しようが使う性交用の軟なん膏こうだ。竜りゆう涎ぜん香こうが練り込まれていて、人の体温で温まると軟膏が溶とけて匂におってくる。孔あなの中の粘ねん膜まくに触れても問題ない」

　そんな詳しよう細さいなど知りたくもなかったが、燈真はただ生き真ま面じ目めに説明しただけのようだった。

「んんっ……！」

　完全な固形でも液体でもない、後孔に初めて受ける柔らかで曖あい昧まいな感かん触しよくに、春怜は腰を一度びくつかせた。

　脚あしを大きく開いて尻を突き出し、後孔と性器をさらすこの痴ち態たいだけでも屈くつ辱じよくに値あたいするというのに、燈真の指で練り香こうを後孔に塗り込められ、それで声を漏もらすなど、どうかしている。

　これを誰だれかに見られようものなら、春怜はその場で舌を嚙かみ切る覚かく悟ごだった。

「やっ、……あ、あ」

　後孔を丸くなぞり、練り香をなじませていた燈真の二本の指が、ぬるりとそこへ挿いれられた。

　香油より練り香の方が潤じゆん滑かつ性が高いのか、何の痛みも違い和わ感かんもなく、後孔は燈真の長い指を根元まで吞のみ込んだ。

「あ、燈真っ。……早い、っ」

　湿しめって滑なめらかなのをいいことに、燈真はやけに手て荒あらく指を抜き挿さししてくる。

　甘く濃のう厚こうな竜涎香の香かおりが、春怜の股また座ぐらから匂い立ってきた。燈真の指と春怜の後孔の狭はざ間まで生まれた摩ま擦さつ熱で、練り香が溶けはじめる。溶けた練り香がとろとろと陰いん囊のうや内うち腿ももに伝う感触がくすぐったい。

「んっ」

　抽ちゆう挿そうを続けていた燈真の指が、突とつ然ぜん引き抜かれた。恐おそる恐る後ろを見てみると、燈真が張形にも練り香を塗りつけていた。

　その太さは、大人の指五本分くらいある。春怜は燈真の指を二本までしか受け入れたことがないのに、燈真はあれを本当に春怜の中に埋うめるつもりでいる。

「は、入らない。……挿れたくない。そんなもの」

「これはまだ小さい方だ。勃ぼつ起きした男根がどれほどのものか、春怜だって解りきってるだろう」

　燈真が婉えん曲きよくな物言いをせず、生真面目に露ろ骨こつな言葉を使うことに、少しは慣れたつもりでいた。しかしその一言に春怜は生々しい想像を搔かき立てられた。

　会ったこともない男に、いずれそこを貫つらぬかれる。微み塵じんも想おもい合っていない者に肌はだを触られ、自分も触れなければならない。その屈辱と嫌けん悪おを考えると、春怜は全身が強こわ張ばってしまう。

「指二本は入るようになったが、それだけでは陰茎を受け入れることはできないからな」

「……っ、ん」

　それなのに今、現実に春怜の目の前に居るのは燈真で、燈真に見られ燈真に触れられると、なぜかその先に必ず待っている太守との心無い行こう為いが、ふっと遠のくようだった。

「尻の力を抜け」

「……どう、やって──あっ」

　後孔に、硬かたい物体の先せん端たんがあてがわれた。生身のものではない、ただの異物だと感知したのか、先ほどまで燈真の指を受け入れていた窄すぼまりがきゅっと閉じて抵抗を見せた。

　燈真はそこに親指を突き立てた。そして無理やり拡ひろげ、張形を埋め込んでくる。

「あっ！　や、いや──、あ、あ」

　ぐるりとねじるように挿れられた。今のは解った。燈真は、わざとしている。

　苛立っているからといって春怜のそこに八つ当たりするのはやめてほしい。理由が何なのかは解らないが、それが春怜であるのなら、無口を貫かず言いたいことを言えばいい。

「ばかっ。乱暴に、する、な……」

「………」

　そうたしなめても、ほとんど効果は無かった。張形の圧あつ迫ぱく感かんは燈真の指を遥はるかにしのぎ、春怜は呼吸を大きく乱しているというのに、燈真は無ぶ遠えん慮りよにそれを動かしはじめた。

「っい、……痛、いっ。──もう、苦しい……」

　燈真は張形を抜いてはねじりながら埋め込む、それを何度も繰くり返した。張形に塗り込まれた練り香までもが溶けはじめ、幾いく筋すじにも分かれて春怜の内腿に次々と垂れ流れてゆく。

「う、……ん、っ。──あ、あっ……？」

　苦しさに耐たえながら身じろぎをしたそのとき、太腿に憶おぼえのある硬いものが触れた。

「………！」

　布越ごしに感じたその硬いものは、燈真の太腿や腰の骨などではない。

　春怜が今、体の中心で熱く立てているものと同じ質感があった。

　──噓うそ……。燈真が、私に？

　燈真が春怜の痴態に、男の反応を示している。

　そう知っただけで顔が熱くなり、体の奥がうねった。

「あっ、ん！　……あぅ、っ」

「具合がよくなってきたか？　締しめつけがきつくなった」

「やっ……、ち、がうっ。──それは、もう、抜いて……抜いてほしい……」

　無機質な塊かたまりはつらいばかりで、少しの快感も無い。体の奥が疼うずいているのは、張形のせいではなかった。

　張り詰つめた茎くきから蜜みつ液えきをぽろぽろとこぼしながらも、張形を抜いてくれと懇こん願がんする。すると燈真は溜ため息いきをつきながら、四つん這ばいになっている春怜の後ろから覆おおいかぶさるようにして寝台に手をついた。

「まだ孔だけでは達いけないか？　──ほら、こっちに意識を逸そらすんだ」

「ああっ……」

　長い指が陰茎にからみ、前後にこすられる。人差し指の腹で先端の孔をいじくられ、たまらず腰こしが揺ゆれた。

　その拍ひよう子しにまた腿ももが燈真の昂たかぶりに触れてしまい、それを感知した後孔がきゅう、と窄まる。

「口でしてやろうか。もう出そうなんだろう？」

「ん……」

　燈真の言葉に、甘く誘さそわれているような錯さつ覚かくに陥おちいった。半分ほどしか開かなくなった虚うつろな瞳ひとみで、後ろに居る燈真を見つめる。

　燈真の、あの温かな粘膜にくるまれたい。でもきっとすぐにいってしまう。

　春怜は小さくうなずいた。

「あ、う」

　燈真の手が細い腰にあてがわれ、体を仰あお向むけにされた。力の入らなくなった脚が勝手に開く。抜ぬけかけていた張形をもう一度奥まで押し込んで、燈真はこすっていた春怜の屹きつ立りつに視線を送り、そこに唇くちびるを近づけた。

「あ！　あ、っ……。──燈、真、ぁ……」

　ぴちゃ……、と水音がして、燈真に陰茎を吞み込まれると、期待以上の快感に包まれた。

　強い粘ねん性せいを持った熱い口の中で、燈真の舌が別の生き物のように茎のありとあらゆる場所をぬるぬると這はう。茎に柔く歯を立てられ舌先で先端の孔を抉えぐられて、その燈真のいやらしい動きに、透とう明めいの体液がぴゅうぴゅうと勢いよく出ているのが解った。　>>>♥

「い、っ……、あぁ……」

「気持ちいいときは何と言うのか、教えただろう」

　そう言う燈真は、震ふるえる春怜の陰いん茎けいを口で愛あい撫ぶしながら、同じ場所を熱くしているのだろうか。それを思うだけで増ぞう殖しよくする疼きに、抗あらがう気持ちが抑おさえ込まれるような気がしてくる。

「……く、ぅ、──も、っと……、して……、──あっあっあっ」

　教えられた通り言葉にすると、よくできたと言わんばかりにそこをきつく啜すすられた。

　初めて体感するその感触がたまらなく悦よくて、はしたなく腰を上下させる。

　どうして、こんなにも感じてる──ついこの間まで性的な行為に深い関心など無かった体が、燈真の指や舌に反応し、その感触を追いかけている。

「はぁ、っ、……も、う、……いく。──んっ、ん」

　唇を嚙み、白く細い指を燈真の髪かみにからませて、春怜はみずから腰を前後に振ふった。

　腰の動きに合わせて、燈真の薄うすい唇を、唾だ液えきと蜜液にまみれた陰茎が出たり入ったりを繰り返す。

　──燈真が、私を見て……興奮、している……。

　快感に乱れる姿を、燈真が情動を孕はらんだ瞳で見つめてくる。それだけでもう駄だ目めだった。

「んっ、んっ！　あっ……、いく、いくっ。燈真ぁ、燈真──ああぁっ……」

　髪にからませた手に思いきり力を籠こめて腰を突つき出し、春怜は燈真の喉のど奥に白い体液を漏らした。
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　疲つかれ果てた春怜が眠ねむりについたことを確かめて、燈真は部屋を出た。

　いつもならこのまま城に戻もどるか自分の屋や敷しきへ帰る。しかしそのどちらもひどく億おつ劫くうになって、燈真は自分の荷物が置かれている部屋へと向かった。

　燭しよく台だいの蠟ろう燭そくに火をつけることすら面めん倒どうだった。夜空に月は無く、煌きらめく無数の星の明かりを頼たよりとする。

　燈真は長なが椅い子すに横になると、長い脚あしを肘ひじ掛かけに乗せた。煙草たばこに火をつけ、深く吸い、深く吐はき出す。仄ほの暗ぐらい部屋の床ゆかに紫し煙えんの曖あい昧まいな影かげが落ちた。

　苛いら々いらしている。

　石楠花しやくなげに埋もれた四阿あずまやで、手紙を嬉うれしそうに読む春怜を見てから、ずっとだ。

　しかも先ほどの行為の最中に、苛立ちはさらに増した気がする。おそらく、春怜にも気づかれた。手て荒あらくしてしまったことも。

　それなのになぜ春怜は強く拒こばまなかったのだろう。拒むどころか感じていた。

　今夜の春怜は、今までとは明らかに違ちがう。燈真の手や舌の動きを感じて達していた。あの姿は淫みだら過ぎて、任務を果たそうとする燈真にとっては毒でしかない。

　夜はだんだんと深くなり、あたりはしんと静まり返っていた。

　春怜も輝羅も沙羅も眠った。庭園の花々も果樹も。起きているのは燈真だけだ。今なら、誰だれにも聞かれはしないだろう。

　燈真は、燈真にとって唯ゆい一いつ無二の、珠しゆ玉ぎよくの言葉を口にした。

「春怜──」

　綺き麗れいな春怜。美しい春怜。

　女性よりも端たん麗れいな貌かおの内には、強い俠きよう気きと慈じ愛あいにも似た思いやりがある。

　なにものも犯おかしがたいその姿は、凍いてつく真冬の朝に凜りんと咲さく紅あかい雪ゆき椿つばきのようで、見る者の心をもきゅっと引き締しめてくれるようだった──。

　燈真は大きく息をつき、紫煙をすべて吐き出した。十数年経たっている今でも、燈真はまぶたを閉じるだけで、幼い頃ころの日々を鮮あざやかに思い出すことができる。

　──おーい、燈真。今夜の戦利品は鼈べつ甲こう飴あめだよ。一いつ緒しよに食べよ。

　燈真は、生まれたときから独ひとりだった。

　親代わりとなってくれた寺の住職が言うには、母親は良家の末すえ娘むすめでまだ十代半ば、父親はその屋敷に出入りする庭師見習いの少年だったそうだ。

　身分に大きな隔へだたりがあり、若いというよりまだ幼いともいえる二人は、授さずかった命を祈いのるような思いで寺に託たくした。そのときから燈真は泣きもせず、静かにまぶたを閉じていたという。

　そんな燈真が寂さびしいと思う月の夜に、春怜は決まってあらわれてくれた。春怜だけには燈真の心の声が聞こえていたのだと、幼い燈真は真しん剣けんにそう信じていた。

　身軽な体で石いし垣がきをひょいと乗り越こえ、駆かけてきてくれるその笑え顔がおは、月下に咲く美しい花のようで、燈真をさいなむ孤こ独どくをすべてさらってくれた。

　小さな口いっぱいに広がる甘い鼈甲飴。月明かりを受ける春怜の綺麗な笑顔。

　だいたいは春怜がひとしきり話し、燈真はそれに相あい槌づちを打つ。そしていつの間にか春怜は先に眠ってしまう。その長い琥こ珀はく色いろのまつげを見るのが好きだった。眠くなどならずにいつまでも見つめていられた。

　家族を、故郷を、燈真を大切にしてくれた春怜。

　死ぬまでずっと一緒だと、信じて疑わなかった。

　ともに成長した燈真と春怜は、競きそい合い、励はげまし合って武術や学術に勤いそしんだ。

　燈真が城じよう郭かく都市へ行くか故郷に留とどまるか悩なやんでいたその日も、剣けん術じゆつの勝負をした。しかしその技量は常に互ご角かくで、結局勝敗はつけられず、春怜は笑ってこう言った。

　──今日で剣術勝負も最後だというのに、また引き分けだったな。この決着は、おまえが城郭都市でどれだけ強くなるかで決めるとしよう──。

　そしてその後に、誰よりも燈真の立身を願ってくれていた春怜が、その美しい貌に笑顔を浮うかべて言った一言で、燈真は城郭都市行きを決意する。

　──強くなれ、燈真。そして人のために働ける立派な男になったら、私はおまえのものになるよ──。

　あのとき、春怜がくれた言葉だけが、いつまでも消えることのない熾おき火びのように、燈真の心の深い部分を照らし、導いてくれた。

　離はなれて暮らす最初の数ヶ月は、春怜からの手紙が嬉しかった。でも春怜の手紙は燈真を駄目にすることが解わかった。綺麗な文字で優やさしい言葉ばかりが綴つづられた手紙を読んだら、逢あいたくて逢いたくてたまらなくなる。だから返事を書けなくなった。

　それでも手紙をくれる春怜に胸が痛んだ燈真は、春怜の生まれた真冬、清せい廉れんとしたその姿を模したような紅い椿の咲く時期に、薫かおり高い沈じん香こうを贈おくることにした。

　春怜がいつもまとっていた芳かんばしい匂におい。それが、決して贅ぜい沢たくをしない春怜が唯一、帝てい都とで買ってきた沈香の香りであることを、燈真は知っていた。

　その贈り物だけは毎年続けたが、やがて春怜からも手紙は届かなくなる。

　結局、故郷を去った幼おさな馴な染じみのことなど、春怜は忘れてしまったのだろう。

　しかたないとは思いながら、胸が張り裂さけそうだった。

　燈真は一日とて忘れたことなど無かったから。

　そうやって逢えない六年の間に幾いく度どとなく想像したどの春怜よりも、目の前にあらわれた春怜は一等美しくて、燈真は背筋が凍こおるかと思った。

　艶つやのある琥珀色の髪と、長く豊かな琥珀色のまつげ。同色の明るい瞳ひとみ。そこらの女など霞かすんで見える綺麗な貌と、白くしなやかな肢し体たい。所作や言こと葉ば遣づかいは端たん正せいで、身代を潰つぶしたとは到とう底てい思えないほどに、気品と怜れい悧りさを失っていなかった。

　再会したあの日、琥珀色の瞳と視線がからみ合ったその瞬しゆん間かん、身が打ち震えた。

　それは春怜の、ぞっとするほどの美しさへの歓かん喜きと、それを自分のものにしたいという、燈真が初めて持ったあからさまな劣れつ情じようだった。

　しかしそれは補ほ佐さ官としての責務をまっとうせよという強い忠誠心に抑え込まれた。

　そして最後に浮かんだ、なぜ春怜がここに来る前に止めることができなかったんだという自分への嫌けん悪おと痛つう烈れつな後こう悔かい。それらが一瞬の内に燈真の中を駆け抜ぬけ、何ごとにも動じないはずの強きよう靭じんな体が震えた。

「───」

　煙草がおそろしいほど早く短くなる。

　普ふ段だんは頻ひん繁ぱんに吸わないというのに、燈真はすぐにまた新しい煙草に火をつけた。

　今夜の春怜は違っていた。そして燈真自身も。

　張形を挿そう入にゆうすることを全力で拒きよ否ひしながらも最後はそれを受け入れた。それだけではない、燈真の口こう淫いんに身をゆだね、それにやたらと反応するその姿はひどく淫らだった。

　自分が与あたえている刺し激げきに、美しい貌を赤らめて悶もだえる春怜はたまらなく煽せん情じよう的だ。

　しかしなぜあんなに反応するようになったのか、燈真には理解できない。あの手紙の主を想おもって乱れていたとしか思えなかった。

　燈真が心を籠こめて贈った物にはひとつの返事もくれなかったくせに、あの嬉しそうな顔は、明日にでも返事を書きそうな勢いだ。

　それでいて燈真の名を呼んで達するなど、春怜はどこまでも残ざん酷こくだと思う。

「………」

　あの四阿で、石楠花から滴したたり落ちてきた夕ゆう露つゆが、春怜の白い頰ほおを濡ぬらすさまを思い出した。

　──君がかんばせ濡らす雫しずくは、淡あわき花か冠かんの蜜みつのごと──。春怜を想いながら繰くり返し読み耽ふけったあの詩は、燈真の心そのままだった。

　あの詩のように、本当は優しく触ふれたい。透すき通るような春怜の綺麗な頰に、そっと唇くちびるを押し当てたい。頰を濡らす雫が本当に春怜の涙なみだであったなら、それはひどく甘い劇薬だ。たったの一ひと滴しずくで、燈真の強靭な巨きよ軀くはいとも簡単に駄だ目めになるだろう。

　長く焦こがれ続けたあの肌はだに触れることができていても、春怜は心も体も、何ひとつ燈真に許していない。それはよく解っている。

　想う相手がいるにせよ、太守のものになるにせよ、結局、春怜は燈真のものにはならない。

　それだけが今、明確なことであり、それを考えると、自分でも抑おさえきれない感情が体を突つき破って暴れ出しそうになる。御お役やく目めを忘れて春怜の美しい肢し体たいを滅め茶ちや苦く茶ちやにしてしまいそうになる。

　こんな思いをする日が来るなどと、微み塵じんも考えたことが無かった。

　妬ねたみや嫉そねみなど自分には無む縁えんなものだと決めつけていた。実際にそうだった。春怜と再会するまでは。

　上う手まく制せい御ぎよができなくなっている。なんという厄やつ介かいな感情なのだろう。これらはすべて春怜だけに向けられている。自分でも可お笑かしくなるほどに。

　こんなことになるのなら、もっと早く春怜をさらいに故郷に戻もどっていれば良かった。

　でもそんなことをしたところで、春怜の心は燈真のものになりはしないだろう。

　これは、任務だ。己おのれの責務だ。大恩のある主のために、いつも通り粛しゆく々しゆくとまっとうするまで。そう決めたはずだ。

　燈真は自分に強く言い聞かせた。煙草たばこの煙けむりを大量に吸い込むとともに、どろどろとした感情も吞のみ込み、嚙かみ殺した。
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　春怜が聞いていた通り、琵び琶わの女老師は一週間後の朝に屋や敷しきを訪おとずれた。

　そして先週と同じように厳しい稽けい古こを受けた。扇おうぎで手を叩たたかれる回数はずいぶんと減ったが、ふたたび昼食はおあずけになった。次回からは琵琶に加え、舞まいの稽古をするという。

「何でも宜よろしいので扇おうぎを一本、御用意なさってくださりませ」

　そう言って女老師が部屋を出て行こうとしたので、春怜は先に立って部屋の扉とびらを開けた。

「おや。補佐官さま。お久しゅうございますね」

　そこには女老師より先に頭を下げる黒衣の男の姿があった。

　燈真はしばらく屋敷に姿を見せていなかった。今日は春怜が稽古を受けている間に来たようだ。女老師の口ぶりからして、二人は旧知の仲らしい。女老師に挨あい拶さつをするために立ち寄ったのかもしれない。

「若奥さまはなかなかの感覚をお持ちで御ご座ざいますよ。少女の頃ころにお会いしとう御座いました。さすれば今いま頃ごろは師し範はん代だいにでもなっておりましたでしょうに」

　ほほ、と女老師は皺しわくちゃの顔に柔やわらかな笑顔を浮かべてそう言った。まだ春怜のことを女だと思い、どうやら燈真の妻だとも勘かん違ちがいしているようだ。

　燈真は黙だまってもう一度頭を下げ、「馬車までお送りいたします」と女老師の手を取った。

　女老師を見送り戻ってきた燈真に、彼女との関係を訊きいた。

「あの先生は、皇こう帝てい陛下の後宮に出入りして、皇后さまたちにも琵琶や舞や作法を教えておられる大師範だ。陛下と閣下も先生の門下生だから、おれは顔を合わせるだけだ。たまに送そう迎げいをする」

「えぇっ……。そういうことは先に言っておいてくれないか」

　春怜は先週と今日と、何か失礼なことをしたり言ったりしていないか急いで記き憶おくをたどった。

　燈真は表情をまったく変えずに春怜の苦情を完全に流した。

「春怜。昼飯を早く取れ。食べたら外出する」

「外出？　どこに行くんだ？」

「おまえたちも来い」

　燈真は春怜の問いには答えず、双ふた子ごに向かってそう言った。










　燈真が屋敷を訪おとずれた理由は、これだったのか──目が眩くらむほどの目ま映ばゆい絹織物たちを前に、春怜は心の中で溜ため息いきをついた。

　燈真に連れられて春怜がやってきたのは、城下町の中で最も格式のある絹織物店だった。

　ここは太守御ご用よう達たしの店で、歴代の太守やその奥方たちの普ふ段だん着ぎから宮きゆう廷てい服にいたるまで、すべての衣い装しようや装そう飾しよく品を取り扱あつかっているという。

　そんな店に春怜が連れて来られた理由は、聞かなくても解わかる。それを燈真は明確に口にした。

「閣下の元へ上がるときの衣装一式をここで揃そろえる」

　そして店の主人に、宜しく頼たのむ、とだけ伝えると、そこに春怜を置き去りにして、燈真は店てん舗ぽ内に設置された小部屋に入ってしまった。その手にはすでに時じ間かん潰つぶしのための煙草と小説があった。

　さすがに燈真は衣装選びには同席しないらしい。双子にこの状じよう況きようを見せることはできないと判断したのか、輝羅と沙羅はここに向かう前に燈真が市場へ行かせた。

　春怜は一人で慣れない衣装選びをしなくてはならなかった。店の主人や店員は専門的な職人だからすべてを任せて良いのだろうが、通された二階の部屋じゅうに広げられた煌きらびやかな反たん物ものを見ても、心は少しも動かなかった。

　事前に太守や燈真から事情を聞いていたのだろう、美しい春怜と、その珍めずらしい琥こ珀はく色いろの髪かみを実際に目にした店の主人は「腕うでが鳴りますな」と満面の笑えみで言った。

　店の主人と店員は、生き地じも刺し繡しゆうの意い匠しようも装飾品も、太守が好みそうな派手で豪ごう奢しやなものばかりを選んでゆく。皇后が皇帝に輿こし入いれするときでもここまでしないのではないかと、春怜は閉口した。

「十日で完成させよとの御お達たつしがありました。本日より八名の職人たちが徹てつ夜やで衣装作りに勤いそしみます。出来上がりを楽しみになさってくださいませ」

　──十日。

　突とつ然ぜん、具体的な数字を突きつけられた春怜の心に影かげが差した。

　多額の借金を肩かた代がわりし、家族を救ってくれた恩義のある人と解っていても、その人のために夜ごと体を開く準備をしていても、結局は春怜の中で太守は『燈真の向こうに居る人』という感覚があった。

　自分はどこまでも考えが甘いと自じち嘲ようする。

　早ければ十日後には太守の元へ行くことになるのだろう。今までぼんやりとしていた太守の姿が次し第だいに鮮せん明めいになるようで、そしてその後に待つ行こう為いが急に現実味をおびて、ひどく気が滅め入いってしまった。

　本当にあんなことを太守とするのだろうか。春怜はまぶたを閉じて想像した。

　春怜の肌に触れる燈真を、他ほかの男に置き換かえようとしたが、何度試ためしてみても無理だった。

　太守といえどもあのすべてを他の男にされるかと思うと、嫌けん悪お感かんが先に立ち、抵てい抗こうした弾はずみで太守に深手を負わせてしまったらどうしようと春怜は本気で心配になった。

　こんなことになるのなら、想う人と愛し合う悦よろこびをきちんと経験しておけば良かったと今さらながら思う。しかし家族と郷土を大切にし、そのために働いてきた春怜は、心から想い合う人と巡めぐり逢あえていなかった。家族以外で春怜が思いやるのは、燈真ぐらいだ。

「………」

　なぜここで燈真の姿が思い浮うかぶのか──春怜は慌あわてて黒衣の男の幻げん影えいを振ふり払はらった。

　たしかに折々に思い出してはいたが、それは恋こいしいとか逢いたいからではなく、ただ純じゆん粋すいに燈真のことが心配だったからだ。きっとそうだ──そこまで考えて、春怜は思案をやめた。

　一人で堂々巡りをしているような気分になり、大きな溜息をつく。

「終わったよ」

　燈真の待つ小部屋の扉を開くと、いつも通り脚あしを組んで座る燈真が、煙草を咥くわえたまま小説を読んでいた。

　春怜を見上げた燈真が、片かた眉まゆだけを吊つり上げるという仕草をした。普ふ段だん、表情をほとんど変えない燈真にしては非常に珍しいことだ。

「なんだ……？　私の顔に何か付いてるか？」

「いや別に。済んだなら帰る」

　燈真は煙草を消し小説を懐ふところに仕し舞まった。

　あらかじめ決めておいた待ち合わせ場所で双子と合流し、屋敷へと向かう。

　春怜の足取りは重かった。

　あと十日で、燈真とも輝羅とも沙羅とも別々の暮らしとなり、いよいよ心も体も自由がきかなくなる。そして太守の夜よ伽とぎ役としての絶望的な日々が始まる。

「輝羅、沙羅」

　それまで黙って歩いていた燈真が、双子を呼び止めた。

「おまえたち先に帰ってくれ。おれたちはまだ寄る所がある」

「わかりました。馬を連れて行かれますか？」

「歩いて帰る。──沙羅、春怜の夕飯は作らなくていい」

　これ以上何があるというのだろう。馬を引いて帰る二人の後ろ姿を見送る燈真に、春怜は尋たずねた。

「どこだ、寄る所って。もう服も飾かざりも選んだし、他にまだ用事があるのか？」

「いいや。気晴らしにただ夜市をぶらつくだけだ」

「えっ？」

　いつもの燈真からは想像もつかない行動に、素す直なおに驚おどろく。気晴らしとは何だろうと考えて、もしかすると塞ふさぎ込んでしまった春怜に、燈真は気を遣つかってくれているのかもしれないと気がついた。自分はそんなに顔に出していたのかと、春怜は片手で自分の顔半分を覆おおう。

「燈真……。すまない」

　燈真は、普段から力の入っていない半開きの瞳ひとみをこちらに向けて言った。

「そんな虚うつろな目をして屋や敷しきに居られたら、空気が重くなるからな」

「目のことは……おまえだけには言われたくない……」

　なんだか優やさしくもなっているような気がして、それが少し怖こわい。

　とまどう春怜に、行くぞ、とだけ言って燈真は歩き出した。










　夜市はすでに賑にぎわいを見せていた。

　茜あかね色いろと藍あい色いろが儚はかなく美しい境界線を形づくる宵よい闇やみの中、立ち並ぶ店や屋台が次々と明かりを灯ともしはじめる。

　三重の瓦かわら屋根を持つ大だい楼ろう閣かくの釣つり灯どう籠ろうにも、ひとつひとつ灯火が入れられた。瑠る璃り色いろの瓦が千を超こえる紅こう焰えんを反射させて煌きらめくその姿に、春怜は不夜城の生み出される瞬しゆん間かんを見た。

　城じよう郭かく都市の城じよう壁へきを母体に、怪あやしく蠢うごめく巨きよ大だいな生き物のような夜市。

　その入り口とおぼしき場所には、子供向けの玩がん具ぐ店や菓か子しの屋台が多く立っていた。

　頭上には橙だいだい色いろや桃もも色いろのぽってりとした提ちよう灯ちんが連なり、その下で多くの子供たちに囲まれた職人が作る海うみ蛇へびや鳳ほう凰おうの飴あめ細工は、本物の宝石のようだった。

　夜風を受けて妖よう艶えんに回る原色の風かざ車ぐるまと、競きそい合うように澄すんだ声で歌う風ふう鈴りんたちが、夜市の中心部へと誘いざなう。

　伝説の闘とう将しようや劇の主人公である猿えん猴こうの王を模したお面が並んで春怜を見つめ、非常に小さな金きん魚ぎよ鉢ばちの中を丸々と太った蘭らん鋳ちゆうが『買ってくれ』と言いたげに窮きゆう屈くつそうに泳ぐ。

　それは幼い頃ころの春怜が、燈真と一いつ緒しよに歩いた故郷の夏祭りと少しも変わらぬ風景だった。

　でもそれらを見つめる春怜の心には、あのときとは違ちがう何かがたしかに存在している。

　歩き慣れているのだろう、燈真は夜市にあふれる群衆をものともせず、泳ぐように人波を上手に搔かき分け進んでゆく。燈真の黒衣に息づく銀の海蛇があっという間に遠のき、見失いそうになってしまったので、春怜は焦あせった。

「と、燈真──」

　待ってくれと春怜が手を前へ出したのが先だったのか、振り返った燈真が春怜へ手を伸のばしてきたのが先だったのか、どちらが先か判わからないうちに二人は手を取り合っていた。

　燈真が繫つないだ手をぐっと引き寄せてくれたおかげで、見失いかけた銀の海蛇が次の瞬間にはもう目の前に居た。

「人酔よいしてないか」

「あ、ああ」

「夜市で一度はぐれたら、だいたいはもう会えない」

「すまない。気をつける……」

　春怜は燈真に曖あい昧まいな返事をしてしまっていた。──今、私は、胸むねを撫なで下ろした？　燈真に引き寄せられただけで……手を取られただけで？

　たとえここではぐれてしまっても、屋敷までの道は解っているので一人でさっさと帰れば良いだけのことだ。子供じゃあるまいし、不安になったり心細くなったりなどしない。

　けれど、この安あん堵ど感かんはいったい何だろう。この気持ちがどこから湧わき上がってきたのかを知りたくて、春怜は半歩先を歩く燈真の背中を見つめた。

　群衆から頭ひとつ分飛び出ている長ちよう軀く。癖くせのある黒くろ髪かみに、黄金の輪の耳みみ飾かざり。厚い胸むな板いたと、それを包む漆しつ黒こくの高官服。広い背中に、もう見慣れた銀色の海蛇。

　六年前故郷で最後に見た、その瘦やせた後ろ姿からは想像がつかないほどに、燈真は成長していた。もう、昔のように黙だまりこくって春怜の後をついてくるだけの少年ではなくなっていた。

　燈真は手を繫いだときから、春怜に合わせて歩く速さもゆるめたようだった。人波の合間をゆっくりと引っ張られることに心ここ地ちよさを感じてしまっている。

　懐なつかしいような、初めて味わうような不思議な感覚に、春怜は燈真の力強い大きな手を離はなすことができなかった。

　よく解わからない自分の感情から気を逸そらしたくて、春怜は焦って燈真に話しかけた。

「幼い頃のことを思い出さないか？　ほら、夏祭り。こんな風に屋台を巡って──」

　春怜たちの故郷の夏祭りは、この夜市とは比べられないほどささやかなもので、屋台の通りから一歩外れると、そこには夜の闇やみが広がっていた。けれど手を繫ぐ二人の間に怖いものは何も無かった。幼い燈真を守るために春怜は心を強くできたし、また同じように燈真に守られているとも感じていた。

　一いつ瞬しゆん、あの頃に戻もどれたような気がして、春怜はふっと微笑ほほえんだ。

「まぁ、昔は私がおまえの手を引いていたんだけどな」

　夜市の人声や物音は相変わらずやかましくて、声が燈真にちゃんと届いたのか解らなかった。でも、春怜の方を振り向いた燈真が、その肩かた越ごしに一瞬だけ表情を和やわらげた気がした。

　そうやって二人は夜市をあてもなくぶらついた。

「夜市には珍めずらしい物がたくさん並ぶ。欲しい物が見つかったら言ってくれ。何でもいい」

　現在、太守の客人でもあり半分囚とらわれの身でもある春怜は、自由になる金銭をまったく持っていない。そんな春怜が欲しいと思う物を、燈真は自分の金を出して何でも買ってやると言うのだ。

　たくましく成長したのは喜ばしいが、金銭感覚まで立派になる必要は無いと春怜は強く思う。

　考えてみれば、燈真の持つ西洋煙草たばこも高級茶葉も、あの希少な香こう油ゆたちも、すべて日用品ではない。あれは嗜し好こう品だ。

　どうも燈真は金にも無む頓とん着ちやくな気がする。質素倹けん約やくの精神を一から叩たたき直してやろうか──ややあきれぎみに燈真を見たその先の屋台には、たくさんの鳥とり籠かごが吊つられていた。

　細い竹で美しく編まれ、朱しゆ色いろや深ふか紫むらさきの煌きらびやかな房ふさで飾られた鳥籠の中で、夜よ啼なき鳥が美しい声で啼なき、純白の鸚おう鵡むが人語を話して人々の足を止めている。

　そこでひときわ人々の目を引いていたのが、七色に輝かがやく虹にじの尾お羽ばねを持つ尾お長なが鳥だった。

　この世のものとは思えない幻げん想そう的な美しさに、春怜は思わず足を止めてしまった。春怜と手を繫いだままの燈真も、つられて立ち止まった。春怜の視線の先に尾長鳥がいることに気がついたようで、その長軀をかがめて春怜を覗のぞき込んでくる。

「あれは極ごく彩さい鳥という。欲しいか？　買うか」

「ばか。値段を見てから言え。無む駄だ遣づかいは庶しよ民みんの敵だ！」

　鳥籠に付けられた値札には銀貨三百枚と書いてあるのに、本気で買い与あたえてきそうな勢いだ。春怜が落ち込んだからといって、この男はどこまで生き真ま面じ目めに甘やかすつもりなのだろう。

　それとも、これも御お役やく目めのうちなのか。

　そう思ってしまったら、物ぶつ欲よくが一気に失うせた。妹や母親が喜びそうな、美しい鼈べつ甲こうの櫛くしや珍しい織りの反たん物ものも見つけたが、結局手を伸ばすことができなかった。

　夜市には物品を売り買いする店だけではなく、芝しば居い小屋や曲芸団もあった。中には奇き怪かいな見み世せ物もの小屋や、入ったら二度と出て来ることができなそうな、黒い天幕なども存在する。

　炎ほのおを吹く男や、刀とう剣けんを吞のみ込む男、性別の無い者がその体をぐにゃりと曲げて、入り得ない硝子ガラスの瓶びんに入ってしまう曲芸を、春怜は横目で見流した。

　燈真と春怜を夫ふう婦ふだと勘かん違ちがいした怪しげな男が、いい薬ありますよ旦だん那な、その美しい奥さまを夜通し悦よろこばすことができる、いい薬よ──と声をかけ、それを燈真が見向きもせず無言であしらう。

　夜市の深部に着くと、そこは円形の広場になっていた。

　歩いてきた大通りよりも屋台の密度はさらに増し、物もの凄すごい犇ひしめきようだった。

　その屋台からあふれてくるのは、香こうばしい匂におい、油の跳はねる音、点心や饅まん頭じゆうを蒸むす湯気、人々の笑い声や怒ど号ごうにも似た騒さわぎ声、むせ返るような酒の匂い──ここはさながら城郭都市の子宮のように、冷めることのない熱気を孕はらんでいる。

　空気はいっそう色いろ濃こくなり、そのくどさに春怜は一瞬だけ眩暈めまいをおぼえた。

「そろそろ腹が減っただろう」

　そう言って燈真は適当な屋台に入ろうとしたが、夕食どきもあって満席の屋台ばかりが続く。

　席が空くのを待っていると、燈真を高官だと気づいた屋台の店主が、狭せまくても良ければと、店の隅すみに二人分の席を作ってくれた。

　燈真は店主に丁てい寧ねいに礼を述べ、春怜を奥の席に座らせると、その隣となりに腰こしをおろす。

　店内は混雑を極きわめていたが、水と箸はしを持った店員がすぐに注文を聞きにきてくれた。

「拉ラー麵メンふたつ。ひとつは大盛。あと、魚の姿焼きと肝きもの煮に付つけ、野菜炒いため大盛で」

「私はそんなに食べないぞ」

「おれが食べる」

　あ、そう。という春怜の返事を聞かずに、燈真は続けて揚あげ物や点心を大量に注文した。

「春怜、酒は？　吞むのか？」

「嗜たしなむ程度には。……そうだな、黄おう酒しゆをいただく」

　二人の会話を聞いていた店員が黄酒ひとつ、と厨ちゆう房ぼうに向かって大声で叫さけぶ。

「あと、深しん香こう酒しゆ。瓶で」

「うちのはよく冷えてますよ。氷もたくさんつけますね」

「いや、氷はいい。さんざしの乾かん果かはつけてくれ」

「瓶で氷なしですか？　それはお強い。かしこまりました」

　そう言って店員は厨房の方へ戻って行った。

「深香酒？　初めて聞く名だ」

「深香酒は城じよう郭かく都市にある酒蔵だけで造られている。その半分は都市周辺で消費されて、もう半分は貿易で海外に出てしまうから、大陸内部には出まわりにくい」

「なるほどね」

　春怜は料理より先に運ばれてきた酒を手に取った。深香酒の瓶を傾かたむけ、燈真の持つ小さな硝子の杯さかずきに注ぐ。杯同士を軽く突つき合わせて乾かん杯ぱいし、春怜は黄酒に口をつけた。久々に吞む酒は旨うまかった。

「こうやっておまえと酒を吞む日がこようとは……信じられないな」

「おれも春怜が酒を吞む姿を初めて見る。──深香酒、吞んでみるか？」

　燈真に促うながされ、春怜も硝子の杯を手に取った。そこに燈真が酒を注ぎ、慣れた手つきでさんざしの乾果をぽとりと落とす。

　無色透とう明めいの酒には、ほんの少しとろみがあった。春怜は口をつける前に匂いを確かめてみた。

　冷たい春の夜を思わせる沈じん丁ちよう花げの香かおりによく似ていて、とても芳かんばしい。

　さんざしの乾果も沈しずめたことだし、味もさぞや甘く丸みがあるのだろう。燈真のやつ風ふう貌ぼうに似合わず女性が好みそうな酒を吞むのか──。

「うっ……！」

　ほんの一口含ふくんだ瞬しゆん間かん、喉のどの奥と鼻び腔こうに強きよう烈れつな刺し激げきが走った。さっき見た曲芸師のように火を吹いてしまうかと思った。

「ああ、忘れてた。凄すごくきつい酒だから、本当は氷を大量に入れて吞むんだ」

「さっ、先に言えっ……」

　ごほっ、と咳せき込みながら春怜は近くにあった水に手をつけた。

　深香酒の酒精度数はおそろしく高い。そのままではとても吞めたものではない。

　杯いっぱいに入れた氷を濡ぬらす程度に注いで吞むか、深香酒に浸ひたした乾果を口に含んで味わうのが主な嗜み方だ。

　それを燈真は表情ひとつ変えず水を飲むように口へ運ぶ。その姿を春怜はあきれ半分、尊敬半分の眼まな差ざしで見つめた。普ふ通つうの人間ならべろべろに泥でい酔すいしてこの場で倒たおれている。

「おまえ、凄いな。そんなに酒に強くなるとは思わなかった。酔よわないのか？」

「そりゃ少しは酔う。でもおれの役目は閣下の護衛だから。饗きよう宴えんや会食に同席しても、閣下は酔ってもおれは酔ってはいけない。だから酔いにくい体質になったかもな」

　燈真は精神と肉体だけでは飽あき足らず、内臓までも鍛たん練れんしたのだろうか。

　果たしてこの男に弱みはあるのか？　女か博ばく打ち？　意外と虫や朝に弱いとか──ここまで徹てつ底ていしているとそれを見つけたいという少し意地悪な気持ちになって、春怜は琥こ珀はく色いろの瞳ひとみで燈真をじろじろと見つめてしまった。

　そんな春怜をほったらかしにして、燈真は運ばれてくる料理を次々とたいらげてゆく。その食べっぷりは見ていていっそ爽そう快かいなほどだった。

　もともと燈真は瘦やせてはいたが、それは成長期に急激に背だけが伸のびたから瘦せて見えただけで、非力というわけではなかった。むしろ、その瘦そう身しんからは想像できないほどの強い腕わん力りよくも脚きやく力りよくも持っていた。

　そんな基き盤ばんを持っていた燈真が十六歳からの六年間、毎日これだけ食べて鍛きたえているのだったら、その隆りゆう々りゆうたる筋肉を得た巨きよ軀くもうなずける。

　料理をすべて食べ終えると、燈真は高官服の懐ふところから煙草を取り出し、火をつけた。

　その手て馴なれた仕草に、春怜はまた自分の知らない一面を見た気がした。

「煙草たばこ、いつから吸うようになったんだ？」

　春怜の問いに、煙草を咥くわえた燈真は少しだけ眉まゆをひそめて考えた。はっきりと憶おぼえていないらしい。

「二、三年前。春怜は？　吸わないのか？」

「私たちの故郷にそんな高価な嗜し好こう品に金を割さける人はいないよ」

　燈真の煙草は焦こげ茶ちや色いろをしていて、その長い指に挟はさまれたあたりに、読めない文字が金きん箔ぱく押しされていた。燈真が吐き出す紫し煙えんも、最初は砂糖菓が子しのような甘い匂いがして、その後に深い苦味が追いかけてくる。西洋で生産された非常に高価な品種に違ちがいない。

「おれには金の使い道がほとんど無い。それに、補ほ佐さ官になってから閣下を待つ時間が格段に増えた。その暇ひま潰つぶしに吸ってるだけだ」

　色々な面で、大人になってしまったなぁと、春怜は少しだけ寂さびしい気持ちにもなった。

　これは、子供の成長した姿を見て嬉うれしくもあり寂しくもある親の心情に近いのではないかと、ほんの少し酔いのまわった頭でぼんやりと考えた。

　思えば、再会してからこんなにも長く一いつ緒しよに居て、しっかりと会話をするのは今夜が初めてではないだろうか。

　夜市という場所やここの雰ふん囲い気きが、再会してからずっと二人の間に漂ただよっていた緊きん張ちようをほぐしてくれているようで、酒の入った燈真も、ほんの少しだけ口数が増えているような気がした。

　熱い夜市の空気と酒の酔いにまかせて、春怜はずっと引っ掛かかっていた、途と絶だえた手紙のことを切り出した。

「なぁ、燈真。私の手紙はおまえにちゃんと届いていたか？　それが気になっていて……」

「………」

　燈真は返事に窮きゆうしたように煙草を深く吸った。その先せん端たんが熾おき火びのように紅あかく小さく爆はぜる。

「私はずっとおまえからの手紙を待っていたよ。するといつだったか、私の家に手紙ではなく沈じん香こうが届いたことがあったんだ。そんなことをするのは燈真しか思い当たらなくて。あれはおまえが贈おくってくれたものだろう？」

「……届いていたのか？」

「ああ。やはりおまえだったんだな。私のことを憶えていてくれたんだと思って、とても嬉しかったよ。今も大切にとってある」

　燈真は無言のまま煙草の煙けむりを吐はいた。無表情ではあるが、嫌いやそうにはしていない。

「まぁ、でもそれっきり何年も音信不通の薄はく情じよう者だけどな。何度手紙を書いても返事はまったく届かなかったし……城郭都市での生活が忙いそがしくて、私のことなど忘れていたのか？」

「………。手紙に返事はしていない。でも沈香は毎年二月に贈っていた」

「えっ……毎年？　沈香が届いたのは一度きりだ……」

　そこまで話して、春怜と燈真は顔を見合わせた。話がすれ違っているような気がした。

　燈真は毎年沈香を贈ってくれていたというのに、春怜の元には届いていない。

「………」

　二人は同時に同じことを考えた。おそらく、城郭都市から故郷までの長い道のりで、紛ふん失しつされてしまったのだろう。沈香が高価な香こう木ぼくであることから、窃せつ盗とうに遭あった可能性もある。

「そう、だったのか……。てっきり燈真は私のことなど忘れたのだと、ずっと思っていた」

「忘れるわけがない」

「え……？」

　燈真の即そく答とうに、春怜は驚おどろいた。燈真は煙草を揉もみ消して言う。

「手紙を返さなかったのは、春怜に会いたくなるからだ」

「燈真？」

　今、何て言ったんだ──そう訊きき直そうとして、隣となりに座る燈真を見た春怜は驚いた。

　席に着いたとき二人の間にあった空間が、無くなっている。

　燈真が長い脚あしを組み、際限なく近づけてくるせいで、春怜と燈真の太ふと腿もも同士が密着してしまった。おまけに燈真が春怜の座る椅い子すの背に腕うでをだらりとまわしてきたので、ほとんど燈真に囲まれるようになる。春怜は逃のがれようの無い所まで追い詰つめられた気分になった。

「と、燈真──」

　とても大切なことを聞いたはずなのに、迫せまりくる燈真の雰囲気に吞のまれそうになった春怜は、そちらに気を取られてしまった。燈真から目を逸そらし、慌あわてて話を戻もどす。

「そ、そしたら……何年も音信が途絶えていたというのは、私の思い違いだったのか」

「そうみたいだな。おれも春怜はおれのことなど忘れたと思っていた」

「そんなことはない。私はずっとおまえを心配し、て──」

　見られている。

　燈真の呼吸を感じるほどの至近距きよ離りで、燈真がじっと春怜を見つめている。

　春怜の、艶つやのある髪かみや瞳。その瞳を守るようにして揺ゆれる、長く豊かに生え揃そろった琥珀色のまつげの先端まで──そのひとつひとつに燈真が視線を落としてくるのがよく解わかった。　>>>♥

「燈真」

「なんだ」

「──近い」

　その何とも言いようの無い距離感に、春怜は音を上げてしまった。

「昔はもっと近かった。一緒に風ふ呂ろも入ったし、同じ蒲ふ団とんで寝ねてなかったか」

「ばか。いったい何歳のときの話をしてるんだ」

　春怜が少しだけ睨にらみつけた燈真の頰ほおは、間近で見なければ気づけないほど、うっすらと紅みをおびていた。いつもと変わらぬ半開きの瞳も、心なしかとろんとしているように見える。

　そして、相変わらず圧あつ迫ぱく感かんのある巨軀。しかも今は半分近く春怜の方に覆おおいかぶさってきている。森で熊くまに出くわした樵きこりの心情が解る気がして、春怜はふたたび燈真から目を逸らしてしまった。

　視線を逸らしたその先に、空っぽになった大皿が見えた。

　何か話さなければ、先ほどまで大皿に盛られていた魚の姿焼きのように、自分も頭からばりばりと喰くわれるのではないか。完全に酔いがまわり、そんなありもしないことを思ってしまった春怜は、不自然に話を切り出した。

「それにしても……おまえ、よくこんな巨きよ大だい都市で一人でやってこられたな。たいしたもんだよ。一等補佐官になってるなんて、思いもしなかった」

「ああ……」

　何かを言いかけてやめた燈真が、ほんの少し思案を巡めぐらすように、また新しい煙草を咥えて火をつけた。甘く苦い煙が、料理の匂においに満ちた空気を塗ぬり替かえる。

　そして一度は吞み込んだ言葉を、燈真は吐き出す煙草の煙に乗せた。

「おれが城じよう郭かく都市に行くと決めたのは、春怜がそうしろと言ったからだ」

「私が？　私は何て言ったんだ？　自分磨みがきができると言った記き憶おくはあるが」

「………」

　一いつ瞬しゆん、気まずい種類の間が生まれたように感じたが、たぶん春怜の思い違いだろう。酒に口をつけ、燈真の言葉を待つ。

　燈真は長い指に挟んだ煙草を一度吸い、大きく紫煙を吐きながら春怜の問いに答えた。

「春怜が言った。──強くなって人のために働ける立派な男になったら、おまえのものになってやる、と。だからおれは──」

　思いもよらぬ言葉が燈真の口から出てきたので、春怜は驚きのあまり酒を吹ふき出しそうになった。

「ちょ、ちょっと待て。なんだって？　私がそんなことを言ったのか？　いつ？」

「おれが閣下について城郭都市へ行くかどうか、迷ったとき。──憶えてないのか」

「い、いや……、そんなことはない。思い出すよ、少し時間をくれ」

　そうは言ったものの、酔よいと驚きに支配された頭は非常に回転が鈍にぶく、春怜はなかなかその場面を思い出すことができなかった。

「……あ！　あれ、か？　引き分けで終わった剣けん術じゆつの──」

「そうだ。そのとき春怜が言ったんだ」

　たしかに言った気がする。剣術の勝敗がつかないまま故郷を去る幼おさな馴な染じみに、叱しつ咤た激げき励れいの意味も籠こめて、城郭都市で立身するというこの大勝負に勝てば、燈真のものになる、と。

「し、しかしあれは子供の他愛たわいのない遊びの、言葉の綾あやみたいなもので……」

「………」

　そう言ううちに、燈真はまた切れ長の瞳ひとみをほとんど伏ふせて、その薄うすい唇くちびるをきゅっと閉じてしまった。

「私は、たった十六歳で大都市へ行くおまえへの、私なりの励はげましのつもり……だった」

「………」

　やっと口数が増えたと思ったのに、燈真はまた黙だんまりを決め込んでしまった。

　春怜が錯さつ覚かくだと思っていた気まずい沈ちん黙もくは、今、完全に見えない幕となって二人を包み込む。

　燈真は吸っていた煙草を消し、残りわずかな深しん香こう酒しゆを全部あおって、席を立った。

「帰ろう」

　勘かん定じようを済ませた燈真が、来た道とは別の道を歩き出した。

「燈真？　どこへ行く？」

「こっちからも帰れる。遠回りにはなるが海が見える道に出る。──漁いさ火りび、見たことないだろ」

　そう言って燈真が歩き出したので、酔いを醒さますにはちょうど良いと思った春怜はそれについて行った。










　夜市を出て脇わき道みちに入ると、西の空に傾いた上じよう弦げんの月が見えた。夜市の明るさと喧けん騒そうで気づかなかったが、もうずいぶんと夜は深い。

　夏の夜明けは早い。あと二、三時間もすれば、名残なごりの月とともに東の空が白んでくるだろう。

　燈真は黙ってゆっくりと歩き、春怜はその後ろについて歩いた。

　そこは白い街区よりもずいぶんと急な坂が続き、足元もごつごつとした無骨な感覚があった。かなり幅はばの広い道は、大たい砲ほうを載のせた台車や騎き馬ば隊が通るために設けられたものらしい。

　道の両りよう脇わきには春怜の背せ丈たけほどの厚い壁かべがある。歩くたびにそれがだんだんと低くなってゆく様子を見つめながら、春怜は少し眠ねむ気けの差した頭でぼんやりと考えた。

　帝てい都とが煌きらびやかな紗しやを身にまとう麗うるわしき乙おと女めだとするなら、この城郭都市は鋼はがねの鎧よろいに身を包む屈くつ強きような騎馬兵といったところか。

　厚い城じよう壁へきにぐるりと囲まれ、八方には物見高こう楼ろう、海側には整備された鉄の砲ほう台だいが並ぶ。

　貿易のための航路、そして陸路の拠きよ点てんを担にない、帝都への長い旅や寺院への巡じゆん礼れいをゆく旅人たちは、ここを足がかりとする。

　国内外から様々な人種の人間が集まってくる。外敵だけでなく内側からの襲しゆう撃げきにも耐たえうる力を保有していることは、最近知った。

　海が近い。波の音がはっきりと春怜の耳に届く。

　燈真は長く続いた急な坂の頂に立って、春怜が追いつくのを待っていた。

「解るか？　ここは城壁の天てつ辺ぺんと同じ高さだ。城郭都市の中でも一二を争う古い道だ。ここは壁の向こうが断だん崖がいで外敵も侵しん入にゆうできないから、城壁を高くする必要が無かったそうだ」

「そうか。それで海が見えるのか」

　春怜が視線を上げたその先には、星明かりを受けて黒く光る夜の海が広がっていた。

　夜明け前から遥はるか沖おき合あいへと漕こぎ出す舟ふねの、その舳へ先さきに灯ともされた雪洞ぼんぼりの色は、橙だいだい色いろや黄色が多くあり、中には淡あわい桃もも色いろや水色をしたものもある。

「あれが、漁火……」

　丸く柔やわらかな漁火は、その輪りん郭かくを夜の闇やみに上う手まく同化させながら、曖あい昧まいになった夜空と海の境界線上を流れ、踊おどり、揺れていた。

　夜と暁あかつきの狭はざ間まをたゆたう夢のような風景に、春怜は心を洗われる思いがした。

　ここに来てすぐに与あたえられた痛つう烈れつな屈くつ辱じよく感かんも、燈真の手で呼び起こされたやましい思いも、今日の塞ふさぎ込んだ気持ちも、今は何も無い。

　そう感じるのはきっと、長く心の奥に引っ掛かかっていた手紙のことを、きちんと燈真の口から聞けたからだ。

　ずっと忘れられていたのだと思っていた。けれどそれは誤解だった。

　燈真は春怜が想おもう以上に、遥か遠く離はなれたこの城郭都市から春怜のことを想ってくれていた。

　何もかもがさらわれた後、春怜に残ったものは、夏の真夜中をともに静かに歩いているのが燈真で良かったという、まっすぐな想いひとつだけだった。

「美しいな。色が多くあるのはなぜだろう」

「さあ。たぶん、色によって集まってくる魚が違ちがうんじゃないか」

　燈真はそれ以上ものを言わず、煙草たばこに火をつけた。

　ここは昼夜を問わず南風が吹いているらしい。黙って先を歩く燈真の吐はく紫し煙えんが、春怜をふわりと包み込むように、体をかすめ、流れてゆく。

　夏の夜特有の物もの憂ういけだるさも、今は少しも苦にならなかった。

　遠く近くで揺れる漁火と、燈真のくゆらす煙草の火が、刹せつ那な、重なった。

　夜空を見上げれば夏の流星群が長い光の尾おを引いて、ひとつまたひとつと沖合へ還かえってゆく。

　それは夜の闇と光が織り成す幻げん想そう的な風景で、そこに燈真はとても上手に溶とけ込んでいた。

　再会したあの日、他ほかの何ものとも混ざり合わないと言いたげに、一人浮ういていた燈真とは違う。あれは春怜が勝手にそう思い込んでいたに過ぎない。そのことに今さらながら気がついた。

　あのとき春怜を強くさいなんだ屈辱感は、どこへ行ってしまったのだろう。

　なぜか思い出すことができない。ついこの間のことなのに。

「痛っ……。すまない」

　春怜はぼんやりと考えながら歩いていたせいで、燈真が立ち止まっていることに気がつかなかった。そのまま燈真の背に居る銀の海うみ蛇へびに額をぶつけてしまった。

　燈真はそこから動かなかった。

「燈真？」

「回かい避ひしたつもりだったが。この道も張られていたのか」

　燈真は誰だれに聞かせるわけでもなくそうつぶやいた。

「燈真！　人が──!?」

　儚はかなく美しい風景は遠のき、真夜中の静せい寂じやくは破られてしまった。

　闇やみ夜よから音もなくあらわれた黒い人ひと影かげたちに、春怜と燈真はあっという間に囲まれた。

　黒い人影たちは不気味なほどに誰一人口をきかない。しかし彼らからはあからさまな敵意を感じた。それは燈真に向けられていた。

「燈真、まさかこいつらおまえを狙ねらって──」

　春怜がそう言って見上げた燈真は、少しも動じず表情をまったく変えない。

　最初に燈真に襲おそいかかってきた男の顔に、燈真は咥くわえていた煙草の先を押しつけた。

　ぎゃあ、と放たれた悲鳴が消え終わらないうちに、燈真はその男を投げ飛ばしていた。

　その鮮あざやかなまでの武術に、男たちは一いつ瞬しゆん怯ひるみを見せたが、全員が一いつ斉せいに燈真に刃は物ものを向けた。これは完全な闇やみ討うちだ。どこの誰だか解わからないが、何て卑ひ怯きような真ま似ねを──。

「燈真っ、私にも刀をくれ！」

「その必要は無い。春怜を守るのもおれの仕事だ」

　燈真は春怜の腕うでを強くつかむと、そのまま自分の後ろに隠かくすようにして刀とう剣けんを抜ぬいた。

　燈真は巧たくみに春怜を背に隠しながら、斬きりかかってくる男を薙なぎ倒たおし、後頭部に強打を与える。

　鉄と人骨のぶつかる鈍い音がして、倒れた男は動かなくなった。

　広い背に覆おおわれた春怜は、そこから燈真と男たちがどう斬り合ったのか見えなかった。

　春怜の腕を取る燈真の力はとても強い。牙きばを剝むく銀の海蛇が春怜を守るようで、背後から春怜を襲う勇気のある男はいなかった。

　春怜はただ守られているだけでは駄だ目めだと思った。

「誰か！　誰かいないか！　警けい邏らを呼んでくれっ。人が襲われている！」

　春怜は可能な限りの声を出し、人を呼んだ。春怜の声は遠くまでよく通り、それを聞きつけた人が警邏を呼んでくれた。警邏が着いた頃ころ、その場に立っているのは燈真と春怜だけで、黒い男たちは全員燈真の手によって倒されていた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですか補ほ佐さ官！」

　騒さわぎを聞いた者たちも、駆かけつけた警邏も、まさか襲われたのが太守の一等補佐官だとは思っていなかったようで、あたりはたちまち騒そう然ぜんとした。

　その混乱の中にあって、襲撃された本人の燈真だけが冷静だった。警邏たちを集めて指示を出す。

「二班に分かれてくれ。一班は集まった市民を安全にすみやかに帰宅させる。もう一班は残党が潜ひそんでいないか周辺を見回ること。一時間経たって何も無ければ持ち場へ戻もどれ。おれたちに警護は必要無い。報告は明日の朝一番に聞く」

　燈真の的確な指示を受け、警邏たちが散らばっていった。警邏たちに帰宅を促うながされる市民から、大丈夫ですか補佐官、という声が上がる。

「大事無い。警邏を呼んでくれてありがとう。おまえたちも気をつけて帰宅するように。不ふ審しんな者が居ればすぐに通報を。宜よろしく頼たのむ」

　燈真は集まった人々に対しても丁てい寧ねいに礼を述べていた。人々は帰宅し、警邏も燈真の指示通りに動く。

　ふたたび静寂を取り戻したその場所に、春怜と燈真だけが残された。

「………」

　春怜は混乱を拭ぬぐいきれずにいた。燈真が、命を狙われている。嫌いやでたまらないのに、刀剣を持てない非力な身ではどうすることもできない。燈真を襲った正体不明の刺し客かくが不気味だった。

「どうした。帰るぞ」

　まるで何ごとも無かったかのように歩き出す燈真にも腹が立ってきた。ついさっきまで命を狙われていた者の行動とは思えなかった。下手をすれば死んでいたかもしれないというのに。

「帰るぞ、じゃない。なんだあれ。どうして燈真が襲われる？　おまえも、なんでそんな平然としているんだ」

「前にも言っただろう。城じよう郭かく都市は常に狙われている。近ちか頃ごろは怪あやしい動きをする輩やからが増えた。閣下だけでは飽あき足らず、護衛部隊までも壊かい滅めつさせたいんだろう。さっきの連中、この国の者じゃない。紗さ蓮れん国の者たちかもしれない。ちゃんと調べないと解らないが、刀剣の持ち方に奇き妙みような癖くせが見えた」

　やはり燈真も太守と同様に襲撃の標的になっているではないか。春怜が最も危き惧ぐしていたことが現実となった。それを燈真が予知していたのだとしても、油断し過ぎだ。それで命を落とされては春怜が耐えられない。

「そこまで気づいているなら、もう少し警けい戒かいとか留意とか何か無いのか？　私はたまらなく心配で──。……痛っ」

「春怜？」

　燈真にもっと自分を大切にしろと説教をしたかったのに、左手に感じた痛みに阻はばまれた。

　よく見れば中指の爪つめ先さきにわずかな血が滲にじんでいる。

「あれ……なぜだ」

　ずっと燈真の背に守られていて、怪け我がをする隙すきなど無かったはずなのに。その考えは燈真も同じだったようで、春怜の手を取り、その怪我を確かめてくる。

「いつ怪我した？」

「解らない。人を呼ぶのに夢中だったから」

　たとえただのかすり傷であっても、自分が守っていて傷を負わせるなど納なつ得とくいかない。そう言いたげに燈真はわずかに眉まゆをひそめた。

「ん……」

　燈真は無言のまま、血で赤く染まった春怜の指を口に含ふくんだ。燈真の舌が春怜の細い指先をなぞる。中指の血を拭った燈真の舌に、薬指まで舐なめられた。小指が燈真の唇くちびるに触ふれた。

「燈真」

　名を呼ばれ、目を伏ふせていた燈真が春怜の方を見てくる。春怜はほんのわずか頰ほおを紅あかくして燈真を少しだけ睨にらんだ。

「その指は、怪我をしていない」

「震ふるえていたから。──春怜、怖こわかったのか？」

「そんなわけあるかっ。怖いのはおまえの油断だ。……おい、こら、私の話を聞け燈真──」

　燈真が襲われ、それを撃げき退たいし、春怜の指先を口に含む──その最初から最後までを、城じよう壁へきの陰かげから李桂が見ていたことに、春怜も燈真も気づくことができなかった。










　屋や敷しきに着いた頃には、心身ともにかなり疲つかれが出ていた。

　いつもなら、ここから燈真による行こう為いの教えが始まる。しかし今の燈真からはそんな気配は微み塵じんもうかがえず、それがひどく心こころ許もと無ない。

　燈真と二人、部屋に入った。春怜は寝しん台だいに腰こしをおろし、燈真がそのすぐ傍そばに立つ。

「今日は……どうするんだ？」

　春怜の問いに、燈真は黙だまって首を横に振ふった。

「疲れているだろう。ゆっくり休め」

「燈真は？　まさかこんな時間から登城するのか？」

「いいや。夜が明けるまでここに居る。ここを見張っておく。さっきの残党が来ないとは限らないからな」

　燈真は寝台の近くに置いてあった椅い子すを持って部屋を出ると、扉とびらを閉めた。

　燈真は本当に廊ろう下かに座って見張りをするようで、曇くもり硝子ガラスの窓の向こうに癖のある黒くろ髪かみが揺ゆれるのが見えた。

　それを確かく認にんして、春怜は寝台に身を横たえた。疲れているし眠ねむ気けもあった。見張りをしてくれる燈真に申し訳ないと思いながら、春怜はまぶたを閉じた。

「………」

　すぐに眠ねむってしまいそうだったのに、どうしてか眠れなかった。

　左ひだり腕うでだけがとくとくと脈打っているのが気になる。そこは悪漢に囲まれたとき、燈真に強くつかまれた所だった。燈真の口に含まれた指先も熱い。

　眠れない春怜は寝ね返がえりを打って、曇り硝子の窓を見つめた。そこにはまだ燈真の黒髪が見える。煙草たばこを吸っているのだろう、甘く苦い薫かおりが部屋の中にも漂ただよってきた。

　春怜は、すぐそこにその存在を強く感じる燈真のことを想おもった。

　無表情で口数の少ない燈真は昔と少しも変わらない。生き真ま面じ目めでひたむきなその性格も。

　悪漢に囲まれたとき、燈真のためにあれだけ多くの人が動いてくれた。

　強くなっても地位を得ても、それにおごることなど無い、その静かな佇たたずまいはとても魅み力りよく的だ。寡か黙もくでつかみどころの無い燈真の周りに、それでも人が集まる理由はそこにあるのだろう。

　──左腕が、熱い。

　春怜の腕を引き寄せる強さは、そのまま燈真の想いの強さのようだった。

『春怜が言った。──強くなって人のために働ける立派な男になったら、おまえのものになってやる、と。だからおれは──』

　春怜の言葉ひとつで、燈真はたった一人、城郭都市に挑いどんでいったのだ。

　まだあどけなさを残す十六歳の少年が、堅けん強きような巨きよ大だい都市に吞のみ込まれまいと懸けん命めいに心を強くする姿が思い浮うかぶ。どうしても寂さびしさや孤こ独どくに打ち勝てない夜もあっただろう。

　それでも燈真は負けなかった。強くなった。それはすべて春怜のためだったなんて。

　春怜がおれのものになるのなら、春怜がそう言ってくれるのなら──春怜の言葉を繰くり返し思い出す燈真を想って胸が熱くなった。

「燈真──」

　この気持ちはなんだろう。離はなれていた間の燈真の心情を知り、途と切ぎれていた綾あや糸いとが繫がったように、春怜の中に燈真への想いが広がってゆく。

　熾おき火びのような熱を孕はらむ左腕は、もう一度燈真に触れられたら爆はぜてしまいそうだった。

　体じゅうが熱気をおびているのは、夏の暑さのせいではない。

　これ以上燈真を見ていたら歯止めがきかなくなりそうで、春怜は燈真の影かげから目を背けるように寝返りを打った。

　この熱い心も体も、すべて燈真に、燈真だけにゆだねることができたなら、どれだけ良かっただろう──叶かなうことのない夢を追って、春怜はゆっくりと眠りの淵ふちに落ちていった。







　　　　　　　　　　＊　　＊　　＊　　＊







　廊下に出した椅子に腰こし掛かけ、燈真は煙草に火をつけた。

　両手をゆるく組み、天を仰あおぐ。そして燈真は今日の自分の軽けい率そつな行動を省かえりみる。

　春怜に、近づき過ぎた。

　近づけば、途と端たんに自分のものにしたくなる。そう解わかっていたから、一定の距きよ離りを置いて接していた。もう昔の二人とは違ちがうのだということを、わざと態度や行動で示した。

　怜れい悧りな春怜は早い段階でそれに気づき、難色を示しながらも承知していたというのに。

　それなのに、今日はその一線を越こえてしまった。先に越えたのは燈真だったのか春怜だったのか、今となってはもう解らなかった。

　絹織物店で燈真だけに見せてきた、不安げな顔。

　人のあふれる夜市で、燈真の手をずっと離さずにいた春怜。

　昔と同じような取り留めの無い会話も、すぐそこにあって触れてしまえそうな長く豊かな琥こ珀はく色いろのまつげも、そんな些さ細さいなことのひとつひとつが、燈真を独どく占せん欲よくへと駆かり立てる。

　こんなこと、春怜は微塵も解っていないだろう。

　口に含んだ春怜の指先は、血が滲んでいたのになぜか甘く感じた。

　わずかに頰を赤らめて燈真を見上げてくる春怜の、あの表情。あれは本当にまずかった。

　疲れて寝台に座る春怜を、勢いのまま押し倒たおしたい衝しよう動どうを抑おさえるのに苦労した。

　もう、指先だけでは満足できない。

　本当は、あの白い肌はだのすべてを撫なでまわして舐めつくして、体の孔あなという孔に舌先を挿いれたい。乳ち首くびや敏びん感かんな部分をいじめるようにきつく搔かき、その後やわく舌で舐ねぶってやれば、春怜は恥はじらいながらも甘い声と蜜みつ液えきを漏もらす。

　そうやって綺き麗れいな肢し体たいを唾だ液えきと蜜液まみれにして、ほころびを憶おぼえた後こう孔こうに、熱いきり立つ己おのれの雄おすを突つき立てたい。

　春怜はきっと、あの美しい琥珀色の瞳ひとみを潤うるませながら、それでも燈真を最さい奥おうまで受け入れる。

　そうなればあとはもう、燈真のなすがままだ。嫌いやがっても、やめてくれと懇こん願がんされても知らない、春怜を滅め茶ちや苦く茶ちやに突き上げる。他ほかの何ものも入る余地など無いほどに、あの狭せまくてきつい場所をぎちぎちにして、燈真の硬かたさと形と熱を何度も刻み込む。

　悩なやましく揺れる肩けん甲こう骨こつの間を流れる艶つややかな髪かみは、やがてしたたかに汗あせをかいた肌にぴったりと貼はりつくだろう。そのさまも、とても艶なまめかしく煽せん情じよう的だ。

　燈真の想像の中の春怜は、そうやって数えきれないほど啼なかされている。

　春怜の体がどれだけ清せい廉れんで美しく、それでいていやらしく官能的であるか。それを知っているのは燈真だけだ。

「………」

　月は姿を消し、夜の闇やみが薄うすくなってゆく。濃こく深い群ぐん青じよう色いろの大気にむかって、燈真は煙草の煙けむりを吐はき出した。

　夜が明ければすぐに登城して、先ほどの闇やみ討うちを天繕に報告する。天繕はこの一件をどう解かい釈しやくし、次の手を打ち出すのか。

　燈真にとって天繕の言うことは絶対だ。どんな命令にも従い、それを必ず成し遂とげる。

「男の体に同性の受け入れ方を教え込め」と言われたときも、燈真の心には波風ひとつ立たなかった。ただの命令として、与あたえられた任務として、粛しゆく々しゆくとまっとうする。

　それは燈真にとって至し極ごく簡単なことだ。そのはずだったのに。

　この御お役やく目めを、果たせそうにない。

　──でも閣下を裏切ることはできない。何があっても。

「春怜」

　白く美しい肢体に触ふれるのは、燈真だけであってほしい。

　思いやりのある潔いさぎよい心は、燈真だけに向けていてほしい。

　春怜を、自分だけのものにしたい。他の誰だれにもやりたくない。

　春怜を想う強さに、主への忠義心がじわじわと乖かい離りしていくようで、燈真はひどく焦あせった。

　心は、とうに限界を超こえていた。







　　　　　　　　　　＊　　＊　　＊　　＊







　煌きらびやかな衣い装しようは紡つむがれ、刺し繡しゆうは次し第だいにその美しい姿をあらわす。

　匠たくみの手によって磨みがかれた装そう飾しよく品は、輝かがやきを集めて閉じ込めてゆく。

　短い夏の時は今を盛りに流れ、春怜が太守の元へ上がるその日は確実に近づいていた。










　夏の盛りに咲さく花々は、群れる紅こう焰えんのように咲き誇ほこり、未練なく散ってゆくものが多い。

　激しく燃え盛り、跡あと形かたも無く消える。それはとても潔いものに春怜には見て取れた。

　四阿あずまやを瑞みず々みずしく包んでいた石楠花しやくなげは姿を消し、陽炎かげろうの揺ゆれる庭園は、咲き乱れる百日紅さるすべりと鳳ほう仙せん花かで紅一色に染まっている。

　巡めぐりゆく花々に感応するように、春怜の心も移ろい色づいていた。

　──今日はまた、格別に暑いな。

　寝しん台だいのある部屋ではとてもじゃないが過ごせない。双ふた子ごと一いつ緒しよに昼食を取った後の昼下がり、蟬せみの鳴く声が響ひびく庭園の小こ路みちを、春怜は四阿に向かって歩いていた。

「ん……？」

　誰も居ないはずの四阿に先客が居る。こんな真夏にも、律りち儀ぎに黒衣だけをまとう男だ。

「燈真？　なぜここに居る？」

　燈真は四阿の椅い子すにその長ちよう軀くを投げ出し、読みかけの小説で顔を覆おおっていた。春怜に声をかけられ、億おつ劫くうそうに身を起こす。

「今は非番だ。補ほ佐さ官には休日が無い。休めるときに休むのが補佐官同士の暗あん黙もくの決まりごとなんだ。今日、閣下は他の補佐官二人と外出する。おれは春怜の監かん視しと管理」

　春怜は四阿に入って椅子に座った。体を起こしたものの、燈真はまだまぶたを閉じている。

「それで私の監視と管理をしているつもりなのか……」

「今、している。──暑い」

　それっきり、いつも通り燈真は何も話さなくなった。昔と同じように、沈ちん黙もくは苦痛ではなくなっていた。しかし春怜はずっと気になっていたことがあり、それを燈真に尋たずねた。

「夜市へ行った帰りの、闇討の件、どうなった？　太守さまに報告したのか？」

「現場に残っていた奴やつらの刀とう剣けんがどこで造られてどう渡わたったのかを追つい跡せきしている。閣下も紗さ蓮れん国だと予測しているが、重要なのはその入国経路で、そちらを調べるのには時間がかかる」

「それは凄すごいな。刀剣ひとつでそこまでできるとは」

　燈真は相変わらず表情を変えずにいる。おそらく、これも太守や燈真たちにとっては「よくあること」なのかもしれない。

「おまえ、本当に力のある者になったんだな……。昔は私の後ろを黙だまってついてくるだけの可か愛わいらしい少年だったのに」

　春怜の言葉に、燈真はようやくその切れ長の瞳を半分だけ開いた。

「ついて行ってただけじゃない。しょっちゅう勝負してただろう。剣けん術じゆつや武術や、算術も」

「そうだな。──なぁ、燈真。久々に手合わせしないか？」

「こんな暑いのに？　やめておいた方がいい。春怜が怪け我がをしたらおれが罰ばつを受けることになる」

「怪我などしないよ。おまえと離はなれている間、私も怠なまけずに鍛きたえていた。どんなものか確かめてみたくないか？」

　そう言って春怜は立ち上がり、燈真を促うながした。燈真はやれやれと言いたげにゆっくりと立つ。そして腰こしに佩はいた二本の黒い刀剣のうち、長い方を春怜に手て渡わたしてきた。ずっしりと重い。

「おれの刀剣はわざと重く造ってある。──春怜、絶対に怪我はしない約束だ」

「解った」

　紅あかい花々の咲く美しい庭園に、刀剣同士のぶつかり合う、鋭するどく澄すんだ音が響き渡る。

　短い刀剣を使っているのに、燈真の一いち撃げきはおそろしく重く、一度受けただけで両りよう腕うでがびりびりとしびれるほどだった。しかし春怜には身軽という強みがあって、燈真の刀身の流れを読んではひらりとかわし、そこに刀剣を振ふり下ろす。

　身長差も体格差もできたとはいえ、まだいけると思ったそのとき、不意を突かれた。

「わ、っ……」

　脇わきから入ってきた燈真の刀剣をかわした拍ひよう子しに、均きん衡こうを崩くずしてしまった。

「おい、春怜」

　燈真が急いで春怜の体に腕うでをまわしてくる。しかし間に合わず、春怜は燈真とともに庭園の茂しげみに倒れ込んだ。

　そこはおびただしい数の鳳仙花が咲く茂みだった。二人が倒れた衝しよう撃げきを受けて、深しん紅くや赤あか紫むらさきの花はな房ぶさが舞まい上がり、春怜の琥こ珀はく色いろの髪や手のひらにはらはらと落ちてきた。

　春怜と燈真はほぼ同時に仰あお向むいた。倒れる直前にまわってきた燈真の片かた腕うでは、春怜の背の下した敷じきになっている。ひどい息切れがして、でも想像していた以上に楽しく、春怜は、はぁはぁと大きな呼吸を繰くり返しながら笑った。燈真があきれ半分の視線をよこしてくる。

「怪我は？」

「していないよ、大だい丈じよう夫ぶだ」

　一緒になって見上げた盛夏の空は、痛いほどに青く眩まぶしい。遥はるか遠くに八雲が見えた。

　春怜の中に、ふと、忘れていた感覚が甦よみがえる。

　春怜と燈真は、こうやっていつでも近くにいるのが当然で、傍そばにいないときの自分の隣となりにぽっかりと空いた空間がやけに不自然だった。

「燈真」

　母親よりも妹よりも、ほかの誰よりも、春怜が最も多く口にしてきたその名を、春怜は今一度言葉にした。

　ずっと一緒だった。変わらずいつまでも燈真の傍にいたい──叶かなわないと解わかっていても、何度もそう願わずにはいられなかった。

　こちらを向いた燈真に、春怜は微笑ほほえんで言う。

「本当に強くなったな。私は嬉うれしいよ」

　視線を深くからみ合わせた燈真の瞳が、熱をおびる。春怜が体を起こそうとしたとき、見えていた真っ青な空が、黒一色になった。

「あっ……？」

　燈真が突とつ然ぜん覆おおいかぶさってきた。春怜は息切れをしているというのに、燈真は呼吸ひとつ乱していない。手合わせ中すらも半分しか開いていなかったまぶたが今は力強く開かれて、鋭い光を放つ黒い瞳ひとみが、春怜の間近に迫せまった。

「おれが強くなったのは、春怜のためだ」

「燈真……」

　たくましい長軀の重みを感じた。春怜の背の下にある腕に力が籠こめられる。もう片方の手が春怜の手を取った。

「閣下のためでもない、自分のためでもない」

　春怜の細く白い指に燈真の長い指が激しくからみつく。

「春怜が強くなれと言ったからだ。強くなればおれのものになると言ったから」

　燈真の力はひどく強くて、春怜の手に落ちていた紅い花は逃にげ場を失い、潰つぶされた。

　花の蜜みつだろうか、指先の濡ぬれる感かん触しよくがあった。そのことにまったく気づかない燈真が、これ以上ないほど迫ってくる。

「春怜のためだけに、おれは強くなったんだ」

「燈真──」

　春怜はからまった指を振りほどき、無意識にその手で燈真の首筋を撫でていた。

　唇くちびるは、どちらかが少しでも動けば触ふれ合う。どちらかがわずかでも均衡を崩せば、それだけで深く重なり合える。そこに距きよ離りは無い。

　触れてしまえばいい。春怜はそう思った。どれだけ肌はだに触れられても体じゅうをいじられても、決して触れ合うことのなかったその唇が、欲しくてたまらない。　>>>♥

　ゆっくりと顔を下ろしてくる燈真の薄うすい唇の間から、舌先が見えた。それを受け入れるため春怜も唇を開く。

「燈真さま！」

　そのとき庭園内に響いた輝羅の声に、二人の動きは止められた。

「燈真さまっ、どちらにいらっしゃいます？　太守さまが──天繕さまがこちらにいらっしゃいました！　李桂さまと遼りよう雲うんさまもご一緒です！」

「なんだと」

　燈真が反射的に身を起こした。普ふ段だん無表情でいるその顔が、明らかな驚きよう愕がくの色に染まる。

「太守さまが？　燈真、どういうことだ」

「おれも聞いてない。予定を変えられた可能性が高い」

「あっ、燈真さま！　どうしたらいいですか？　お早く……沙羅も焦あせってて」

　太守と李桂、遼雲と呼ばれたもう一人の補佐官、そして燈真──城じよう郭かく都市の統治者とその一等補佐官三人が一堂に会したことに、輝羅は興奮を抑おさえきれないようだった。

「春怜、立て。早く」

　燈真に腕を取られ、無理やり立たされた。燈真が屋や敷しきの正門から視線を逸そらさずに言う。

「沙羅に頼たのんで新しい着物に着き替がえるんだ。髪かみに付いてる葉も花も全部取れ。そのままの格好で閣下の前に出るな」

　そのときに春怜が見た燈真の横顔は、すでに一等補佐官の表情をしていた。

　そんな顔、見たことが無かった。

「なぜ……私は今日にも太守さまの元へ行くのか？」

「違ちがう。おそらく様子を見に来ただけだ。──まだ行かせない。でも謁えつ見けんは避さけられない」

「燈真さま、お早く！」

　輝羅の焦る声が聞こえ、今行く、と燈真は短く応こたえた。

「準備ができたら応接の部屋で待機してろ。閣下が入られる」

　口早にそう言うと、燈真は大おお股またで庭を突つっ切り、主の元へ行ってしまった。










「漆しつ黒こくに輝かがやく夜の海に月の雫しずくを一いつ滴てき溶とかしたような──」

　部屋に入ってくるなり、燈真の主はそう言って快活に笑った。

　彼が愛めでたばかりの、琥珀色の長い髪を後頭部の高い位置で結んだ春怜は、背筋をすっと伸のばし、白い綺き麗れいな手を重ねて、深く辞じ儀ぎした。

「初めてお目にかかります。春怜と申します。閣下には格別の御ご配はい慮りよを賜たまわり、身に余る光栄と畏い怖ふしております」

「まぁ座れ。固い挨あい拶さつは不要だ。──これは噂うわさ以上の美人だな」

「………」

　機き嫌げん良く話す燈真の主──城郭都市太守・天繕は、焼けた褐かつ色しよくの肌に艶つやのある黒い髪を束ねていた。背は燈真よりわずかに低いようだが、その鍛えられた体たい軀くは、燈真に劣おとらない。

　声は朗々としながらも落ち着いていて、その余よ裕ゆうのある所作に太守の風格が見受けられる。

「城郭都市はどうだ？　ここで不自由なく過ごせているか」

「はい。御ご厚こう意いに感謝申し上げます。このような立派な都市の、美しい邸てい宅たくで過ごせるなどとは思ってもいませんでした」

「燈真はどうだ。よくしてくれているか？」

「はい」

　意識しないでいようと心構えはしていたが、いざ天繕の口から燈真の名を聞くと、表情や体が強こわ張ばってしまう。それを天繕に見み抜ぬかれた。

「まぁ、そんなに身構える必要は無い。燈真がおまえの体に触れるのは、今だけだ」

　しかし天繕は、春怜が燈真に対して警けい戒かい心しんや嫌けん悪お感かんを抱いだいていると捉とらえ違いをしたらしい。

　たしかにそれが自然な流れであると思う。ただ自分の体に男との行こう為いを教え込むだけの相手に、心を開く人間はいない。

　天繕は春怜と燈真が旧知の仲であることを知らないようだった。燈真の名を聞き硬こう直ちよくする春怜に、自分が育てた大事な部下がどれだけ優ゆう秀しゆうで愛すべき人物なのかを説明してくる。

「あれは、つまらん男だろう？　無口で無表情だし、冗じよう談だんのひとつも言えない。煙草たばこは吸うが酒を吞のんでもいっこうに酔よわんし、博ばく打ちもしない。渋しぶい茶を啜すすっては小説を読み耽ふけり、群がる乙おと女めたちのことは見えないらしく、爺じいさま婆ばあさまの聞き役ばかりしている」

　天繕は愉ゆ快かいそうにくっくっと笑う。

「つまらなく──そしていい男だ」

「はい」

　今の話し方やその内容で、天繕がどれだけ燈真を気に入り、可愛かわいがり、心を許しているのかが解った。

　春怜はひどく複雑な気持ちになった。自分を窮きゆう地ちから救い、燈真が主と敬い慕したう相手にすら、嫉しつ妬とのような感情を抱いてしまっている。自分以外の人間がさも何でも知っているかのように燈真を語ることに、言いようの無い苛いら立だちを感じた。

　しかしその感情は抑え込み、天繕に察知されないようにする。春怜は、燈真について自分から語ることは避けておいた。それが得策だと思った。

　そんな春怜の心情をよそに、噂以上に美しく気品のある春怜を前にした天繕は終始ご機嫌だった。

「ところで春怜、そなた、爪つま紅くれないの花を知っているか？　今を盛りと咲さく、紅あかい花だ」

「爪紅──鳳ほう仙せん花か……で、ございますか」

「そうだ。この国の少女は皆みな、鳳仙花で爪を紅く染めて遊ぶ。それが鳳仙花が爪紅という異名を持つ所以ゆえんだ」

「はい。妹も幼少の頃ころ、たしかにそうやって遊んでいたように思います」

「燈真はな、小さな打ち傷から大きな刀傷まで、怪け我がが絶えない男だ」

「は、い──」

　話し好きだとは聞いていたが、天繕の話は取り留めもなく移ろう印象がある。春怜はそれに懸けん命めいについていこうとした。

「先ほども指先や首筋に血の痕あとが見えた。いつものことだと気に留めなかったが──そうか。あれは血ではなく爪紅であったかもしれんな」

　淀よどみなく話す天繕のその視線が、自分の指先にあると気づいた春怜は、天繕につられるようにしてそこに視線を落とした。

「………！」

　紅く、染まっている。

　左の中指と薬指に、一筆刷はかれたかのような薄うす紅べに色いろの跡あとがあった。

　二人で倒たおれ込み、燈真に手を取られたとき、たしかに自分と燈真の指の間に花はな房ぶさの縺もつれる感触があったが、まさかあれが鳳仙花だったとは──。

　しかしこの部屋に来る前、春怜は着替えるときに手を洗った。水で濯すすぐだけでは落ちきらなかったということか。春怜の思案を気にもせず、天繕は変わらず機嫌の良い声で話す。

「それにしても、燈真ほど隙すきを見せぬ男がなぜあのような場所を紅くしているのか……」

　驚おどろくべきは天繕の洞どう察さつ力だ。紅く染まる指先で春怜が無意識に触れてしまった燈真の首筋までも、すでに見られている。天繕に無む駄だな嫌けん疑ぎをかけられたくない。自分はいいが燈真に面めん倒どうごとが起こりかねない。

　春怜は薄紅色に染まった指先をぐっと握にぎり締しめると、できるだけ落ち着いた声で話した。

「補ほ佐さ官さまは本当に怪我をされたのかもしれません。閣下が来られるまで、戯たわむれとはいえ、真しん剣けんにて勝負をしておりましたので……そのときにかすり傷を負われたのかもしれません」

「ほう。真剣にて勝負か」

「はい。補佐官さまは駄だ目めだとおっしゃったのですが、退たい屈くつでしかたないので一勝負だけお願いしますと、わたくしが我わが儘ままを申したのです」

「そうか。活発なのは良いことだが、あまり無む茶ちやをするなよ。その美しい貌かおに怪我でもされたら、私の心が痛む」

「申し訳ございません。このような勝手な振ふる舞まいは二度といたしません」

「しかし燈真相手に真剣にて勝負ができるとは、なかなかのものだ。ただの側そば仕づかえでは勿もつ体たい無いかもしれんな。──ま、いずれ私も剣けん術じゆつの相手を頼むとしよう」

　天繕はまた快活に笑った。そして立ち上がると春怜の挨拶も聞かずに部屋を出て行った。

「………」

　忙いそがしい御お方かただから、長くは滞たい在ざいしない。おそらく謁見は三十分以内で終わる──そう燈真が言っていたが、本当にその通りになった。春怜は体を緊きん張ちようから解放させ、大きな溜ため息いきをひとつつく。

　部屋の扉とびらの向こうには燈真が待機していたようで、二人の話し声がゆっくりと遠ざかってゆくのが聞こえた。

　やっと一人になれた春怜は、今のうちに考えや気持ちを整理しようと思った。しかし予定外の人物の入室に、それを阻はばまれた。

「久しいな、春怜どの」

「お久しぶりでございます。李桂さま」

　春怜は立って挨拶し、恩人の一人である李桂に対し礼節のある態度を取った。

　李桂の高官服は相変わらず派手で品が無かった。頭から爪つま先さきまで春怜のことを舐なめまわすようなその視線も不愉快だった。しかしその思いは表に出さず、春怜は美しい貌に社交的な微笑ほほえみを浮うかべた。

　しかし李桂を前に、春怜の体は天繕のときよりも緊張した。警けい戒かいしたと言った方が正しいかもしれない。

「いかがですかな、ここの生活は」

「はい。おかげさまで少しずつ慣れてきました」

「そうかそうか。それは良いことだ」

　李桂が外に居る天繕や燈真たちの様子を気にしながら、低く小さな声で入室の理由を説明してくる。

「突とつ然ぜん、閣下と補佐官たちが挙こぞってあらわれて、さぞや驚かれたであろう。わしがここに来た理由は、燈真どのがきちんと御役目を果たせているか、それを調べるためだ。今日のうちに報告するよう、閣下より命を受けておる。春怜どのから見た、燈真どのの働きぶりをお聞かせ願いたい」

「それ、は──」

　そんなことが本当に必要なのか、春怜は疑った。先ほどの謁えつ見けんで燈真と天繕の揺ゆるぎない絆きずなと信しん頼らい関係を知ったばかりだ。それに天繕自身も燈真のことを尋たずねてきた。さらにこの老人を使って調べるなど、そんな回りくどいことをするとは考えにくい。

「良くしていただいています。補佐官さまに不備などありませんよ」

　差し障さわりのないことを言ったつもりだったが、燈真をかばうように聞こえてしまったかもしれない。李桂が皺しわだらけの頰ほおを歪ゆがめてにたりと笑う。

「そうか。例えば、どのように？」

「どのように……？　そう、ですね。身代を潰つぶしたわたくしにも優やさしく接してくださいます。ご自分が疲つかれていても、わたくしに不便が無いか様子を見に来てくださったことがありました」

「ほうほう、なるほど。それは是ぜ非ひ閣下にご報告申し上げておく。良い報告をして燈真どのがさらに閣下に認められれば、今以上の出世も可能だからの」

　燈真が、一等補佐官以上の出世──春怜はそんなこと思いもしなかったが、燈真がさらなる高みを目指せるのなら、それは素す晴ばらしいことなのかもしれない。

「今でさえ高位に就つかれているのに、それ以上の出世があるとは……。補佐官さまが次に目指す所はどのようなものなのでしょう。皇こう帝てい陛下の側近などでしょうか？」

「そうだな。それも良いな。しかし燈真どのはまだ上を目指せる。王族との縁えん談だんによってな」

「それは……どういう意味でしょうか」

　春怜はこの老人との会話をできるだけ早く終わらせようとしていたが、聞き捨てならない言葉が耳に飛び込んできて、思わず李桂の方へ身を乗り出してしまった。李桂がややとぼけたような声こわ色いろを出す。

「ああ、春怜どのはご存知なかったかな？　このたびの御役目が無事に終われば、燈真どのは縁談にのぞまれる」

「──！」

　刹せつ那な、屋や敷しきじゅうがしんと静まり返る錯さつ覚かくに陥おちいった。蟬せみの声ばかりがやたらと耳につく。

　縁談──喜ばしいことであるはずのその言葉が、春怜の耳に残ざん酷こくに響ひびいてくる。

「──そう、だったのですか。それはとてもおめでたい話ですね」

　そう言うのが精せい一いつ杯ぱいだった。後頭部を金かな槌づちで打たれたような衝しよう撃げきがあった。何かに心臓を鷲わし摑づかみにされたようになり、呼吸がしづらくなる。

　燈真が、縁談。そんなこと、誰だれからも一言も聞いていない。考えたことも無かった。

　やっと再会できたのに、離はなれている間も互たがいに想おもい合っていたことがようやく解わかったというのに、燈真が妻を娶めとれば、この縁はもう消えて無くなってしまう。

　ついさっきまですぐそこにあったはずの燈真の声や感かん触しよくが急激に遠のいて、その隔へだたりはもう二度と縮まることが無いように思えてならなかった。

　これ以上聞きたくない、でも知りたい。春怜の動どう揺ようは表情に出てしまっていたのだろう、李桂は狐きつねのように細くした目で春怜をじっと見つめてくる。

「燈真どのの若さであれほどの地位と財産があれば、小国の姫ひめ君ぎみを娶ることも不可能ではない。たとえ小国でも国は国。燈真どのが入り婿むことなれば、城じよう郭かく都市と国の繫がりができ、それが閣下のためとなる。そのためなら、たとえどれだけ遠方の小国であっても燈真どのは喜んでおもむくだろう」

　燈真が、小国の姫君を娶る──春怜は、全身の血の気が引いてゆく音を聞いた気がした。

　燈真が他国で女性と寄り添そう姿など、想像できない。

　想像などできない方がいい、思い浮かべてしまえば、抑おさえようのない嫉しつ妬と心まで生まれてしまう。

　けれど李桂の言葉が真実であれば、燈真はまだ高みを目指せる。燈真に城郭都市行きを勧すすめたとき、自分は何を願っていた？　燈真の立身ではなかったか。

　美しい姫君を娶り、さらなる出世で天繕を支える──燈真にとって、それが一番の幸せなのではないだろうか。もしそれが春怜のせいで滞とどこおっているのだとしたら、それこそ耐たえられない。

　黙だまって思いを巡めぐらす春怜に、李桂はしわがれ声でささやいてくる。

「春怜どのには引き続き燈真どのの御役目の報告をお願いしたい。是非、良い報告を。何かあればいつでも連れん絡らくをくだされ。この封ふう書しよをお渡わたししておく。これを城の門番に渡わたしてくだされば、すぐにわしの元に届くようになっておる」

「はい……」

　そう言って手て渡わたされた臙えん脂じ色いろの封ふう筒とうには、渦うずを巻く海うみ蛇へびの銀ぎん箔ぱくが押されていた。
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　春怜との謁見を終え、天繕が部屋を出てきた。

　分刻みの過密な予定をこなし、常に時間に追われている天繕は、大おお股またで速く歩くことが癖くせづいている。正門を開くために燈真は天繕のわずか半歩前を歩く。

「春怜か。美人で気品もある。そう思わないか、燈真？」

「はい」

　いつも通り表情を変えず、天繕の言葉に短く答える。

　自分の右手の指が紅あかく染まっていることも、首筋に同じ紅い花か蜜みつが附着していることも、それを今、天繕にしっかりと見られていることにも、燈真は気づいていなかった。

「燈真よ。おまえ、私に何か隠かくしてないか？　主に対して隠しごとはいけないぞ」

　天繕はいつもと変わらず、少しおどけた調子で燈真にそう尋ねてきた。

　天繕は燈真と春怜が同郷で旧知の仲であることに気づいたのかもしれない。しかし燈真はそのことを誰にも言っていない。春怜もそんなことはしていないはずだ。

「いえ、何も」

「そうか。ならば良い。──春怜の準備はどうだ？　そろそろ良いのではないか？」

「私の力が至らず、まだしばらく時を要します」

「ほう。おまえが梃てこ摺ずるとは珍めずらしい。しかしあの透すき通るような白い肌はだ、早く試ためしてみたくなった。寝しん台だいで乱れる姿も、さぞや美しいのだろうな」

　天繕にそう言われると、おそろしいほどに現実味をおびてくる。

　燈真のたった一人の大切な人が、自分の主に抱だかれる──かつてない狼ろう狽ばいをおぼえて、体が戦慄おののきそうになる。

　しかしこれを天繕に悟さとられてはならない。燈真は長ちよう軀くをぐっと硬かたくした。

「……ですが、衣い装しようも仕上がっておりません」

　何が何でも先に延ばしたい。その間に春怜の登城を回かい避ひさせる方法を、どうにかして考える。

「仕上げを督とく促そくしろ。予定を早めて城へ上げるように。燈真、おまえならできるだろう？」

　天繕は燈真に笑え顔がおを向けると、いつも通り返事を聞かずに機き嫌げん良く正門を出て行く。

　燈真は外で待機していた遼雲に小さく辞じ儀ぎし、遼雲がそれに目配せで応こたえてくる。

　遼雲が何かを言いたげにしている。天繕は馬車に乗り込まず、燈真も天繕のすぐ横に控ひかえた。

「件くだんの刀とう剣けんについて、たった今、部下より報告が入りました」

「ほう」

「以前、閣下を襲しゆう撃げきしてきた集団と、先週燈真を襲おそった輩やから。その両方の刀剣は、どちらも紗さ蓮れん国で生産されたものであることが確定しました。おそらく、流通経路も同じ。その確たる証しよう拠こをつかむまで、そう時間はかからぬかと」

「上等だ。このことは李桂には言うな。──李桂は何をしている？　燈真、呼んできてくれ」

「はい」

　重要な話をしているというのに、燈真の頭の中は春怜の登城のことでいっぱいだった。

　皆みなに早く帰って欲しかった。燈真は李桂を連れ出すために大股で屋敷へと戻もどる。

　その燈真の後ろ姿を見つめながら、天繕が遼雲を呼んだ。

「遼雲。もうひとつ、今すぐ調べてほしいことがある──」







　　　　　　　　　　＊　　＊　　＊　　＊







　春怜は李桂から手渡された封筒を小さな棚たなの引き出しに仕し舞まった。

　正門あたりで男たちの声がする。天繕はもう帰るようだった。見送らなくては失礼になると思い、春怜も急いで正門へ向かう。

　天繕たちを乗せた馬車が城へ向かって出発した。春怜は燈真と並んでそれを見送り、一礼する。顔を上げて見た燈真の表情は、ひどく硬かった。

「燈真？」

　燈真は黙って正門に背を向け、大股で屋敷の一室に入ってゆく。春怜はそれを駆かけ足で追った。部屋の窓まど際ぎわに立った燈真が、銀の海蛇を春怜に向けたまま低い声を出した。

「閣下に、春怜の登城を繰くり上げろと命じられた。まだ衣装が完成していないとは言ったが、延ばせても数日だ」

「そん、な……」

　李桂から聞かされた縁談話だけでも春怜をきつくさいなむというのに、そのうえ登城までも早められてしまう。春怜は乱れた心をどう落ち着かせたら良いのか解らなかった。

　逃のがれられない責務と分かっていても、その日が来なければいいのにという思いは日を追うごとに強まっていった。春怜がこうなってしまったのは燈真のせいだった。

　ここに来たあの日のまま、燈真が冷たい態度に徹てつしてくれていたなら、春怜の決心は揺ゆるがなかったかもしれない。

　それなのに、燈真は春怜を強く想い、春怜も自分の気持ちに気づいてしまった。

　燈真の傍そばを離はなれたくない──いつでも潔いさぎよくありたいと願っていた自分はどこへ行ってしまったのだろう。

「………」

　しかし今は、李桂の言葉が頭の中を占しめていた。春怜が燈真の傍にいるということは、燈真がいつまでも責務を果たせないということになる。それだけは避さけなくてはならない。

　これ以上長くここに留とどまれば、もっと離れがたくなる。どうせ叶かなわない願いなら、燈真のためにも早く断たち切った方がいい。

「私は……、今すぐでもかまわないよ」

「春怜、何を言う」

　咄とつ嗟さに春怜の方へ振ふり向いた燈真の表情には、明らかな焦しよう燥そうがあった。そんな燈真を見るのは、長い付き合いの中で初めてだった。

　燈真と離れ離れになっても平気だと言えば、それは噓うそになる。傍にいたいという強い想おもいは、この先も消えることは無い。それを心の奥底に仕舞って、春怜はできるだけ潔い言葉を、可能な限り丁てい寧ねいに伝えた。

「私はこれ以上、おまえに手間をかけさせたくない。最初は嫌いやでしかたなかったが、こうやって覚かく悟ごができたのはおまえのおかげだ。今は御お役やく目めを果たせる思いがあるよ」

「春怜、本気で言ってるのか」

　燈真の両手が肩かたをつかんでくる。春怜は、何かに迫せまられているような焦あせりを見せる燈真を安心させようと、その美しい貌かおに柔やわらかな微笑ほほえみを浮うかべ、こっくりとうなずいた。

「本気だよ。燈真。私は大だい丈じよう夫ぶだ」

「駄だ目めだっ……」

「あ、っ」

　力強く抱きしめられて、春怜は一いつ瞬しゆん、呼吸ができなくなった。

　何ものも恐おそれぬ燈真の鍛きたえ上げられた体たい軀くが、戦慄いているのがよく解わかった。

　震ふるえる燈真なんて知らなかった。ひどく心こころ許もと無なくなって高官服をつかむ。

「どこにも行くな、──行かせない」

　燈真の心からの言葉が胸に沁しみてくる。いつまでも燈真の傍にいたい。その気持ちは未来永えい劫ごう変わらない。

「燈真。おまえも私も、御役目を果たさなくては」

「おれは任務をまっとうする自信があった……っ」

　燈真の手が春怜のうなじに滑すべり込んだ。躍やつ起きになって春怜の耳じ朶だに唇くちびるを押し当ててくる燈真の声が、耳じ孔こうに直接響ひびいてくる。

「女より綺き麗れいな男でも、おれみたいに体のでかい男でも、もっと歳としを取った男でも、たとえ言葉の通じない異国の者だったとしても。どんな男が来たって、それが春怜でさえなければ、おれはできたんだ。男を受け入れることを教えて、閣下の元に届けることなんて、おれにとっては簡単なことで──」

　暑い部屋に、燈真の熱い長軀。汗あせばむ春怜の体。何もかもが熱を孕はらむ中、春怜の頰ほおに触ふれる燈真の黄金の耳みみ飾かざりに温度は無く、氷のように冷たかった。

「春怜以外だったら、誰だれだって良かった。なのに、なぜ……」

　どうして春怜だったんだ──春怜をきつく抱き締しめ、首筋に顔をうずめる燈真の、喉のどの奥から絞しぼり出すようなその声には、深い傷いたみと、どこにもぶつけようのない怒いかりが含ふくまれているようだった。

「燈真……」

　自分のせいで、優やさしく物静かな燈真がこんなにも乱れ、苦しむなんて。

　これを今すぐ解消してやりたいのに、どうすればいいのか解らない。

　春怜は黒衣をつかむ手に力を籠こめた。すぐそこで揺れる癖くせのある黒くろ髪かみに頰をすり寄せる。

「燈真、すまない。おまえにそんな思いをさせるつもりなど無かった」

　春怜の言葉に燈真が顔を上げた。眉み間けんに刻まれた深い皺しわが痛々しくて拭ぬぐってやりたかったが、体を強く束そく縛ばくされていて、それが叶わない。

「おれが甘かった。閣下の元に話がきたときに、おれが気づいていればこんなことにはならなかった。春怜を無理やりにでも連れて帰ることだってできたはずなんだ」

　いつ何時でも燈真の向こうには天繕の影かげが見え隠れしていたのに、迫ってくる今の燈真のどこにもそれが見えない。燈真は春怜しか見えていない。

　逃にげることは少しも許されずに、されるがまま、額と額を重ね、鼻先を触れ合わせる。

「燈、真っ。痛い──」

　燈真の唇はすぐそこにあって、二人が言葉を放つたびに触れてしまいそうだった。

　さっきまで欲しいと希こいねがっていたはずなのに、駄目だと思った。

　触れてしまえば後あと戻もどりできない。きっとその先を望んでしまう。

　けれど燈真は求めている。春怜はそれを拒こばむ術すべを知らなかった。

「春怜の望み通り、おれは強くなった。それでもまだ駄目なのか？　まだ足りないのか」

「燈真、それは違ちがう。おまえは強くて立派な男に──」

「だったらおれのものになれ」

　恋れん情じようは忠義心を凌りよう駕がする。燈真の心の熾おき火びが、かっと爆はぜる音を聞いた。

「んぅ……！」　>>>♥

　甘い口づけとは程ほど遠とおかった。燈真は春怜のうなじをつかんで逃げ場を失なくさせると、そこに容よう赦しやなく舌を流し込んできた。

　燈真が、春怜の腰こしにまわした腕うでを強く自分の方へ引き寄せる。どちらのものか解らないが、骨のきしむ音がした。それほどに燈真は力を加減できていなかった。

「んっ、んっ……待、てっ。──あぁ、っ」

　燈真の舌は春怜の奥へ奥へと行きたがり、巨きよ軀くごと伸のし掛かかられ、春怜の肢し体たいはこれ以上ないほどに仰のけ反った。

　後ろへ倒たおれてしまいそうになり、春怜は燈真の広い背に腕をまわした。触れることができた高官服を持てる限りの力を籠こめてつかむ。

　銀の海うみ蛇へびに春怜の白く細い指がからみ、その牙きばを剝むく口がにやりと嗤わらったように歪ゆがんだ。

「あ、……ん、あぅ……」

「春怜。ずっと焦こがれてた。故郷を去る前から、もうずっと──春怜……」

　燈真は春怜の唇を舐なめ、きつく吸い、口の奥までをすべて自分の舌で埋うめつくす。

　箍たがのはずれた燈真の情動は、春怜が想像していたよりも遥はるかに烈はげしく、強い。

「燈真、燈真っ。あ、……もっ、と、──ん、ん、んっ……」

　燈真の腕の中で、体が熱く疼うずいた。激しすぎる口づけを、それでもまだ欲しくなって、春怜は口の中で蠢うごめく燈真の舌を夢中になって吸った。

「燈真──」

　好きだ。燈真が好き──春怜を丸ごと包んでくれる、漆しつ黒こくの長ちよう軀く。春怜だけを一いち途ずに想い続けてくれたまっすぐな心。物静かなその身の内に秘ひめた、誰にも真ま似ねできない強さと優しさ。燈真を形づくるすべてが愛いとしくてしかたなかった。

「春怜の中に挿いれたい。挿れていいか」

「ん、……」

　甘く切ない吐と息いきが口移しで流し込まれて、体に籠もった熱が中心へ集まってゆく。そこに硬かたくなった燈真のものが押し当てられると、たまらなくなって春怜はその身を震わせた。

　受け止めきれず春怜の口からあふれた二人の唾だ液えきは、顎あごを伝い首筋にまで垂れ流れた。

　それを舐め取るために燈真が身をかがめ、そこに顔をうずめる。

「ぁ、んっ……。燈真──」

　燈真の熱く長い舌が真っ白な首筋を何度も這はった。ぬめる燈真の舌先は、唾液に犯おかされていない鎖さ骨こつにまで到とう達たつし、細く浮き出た骨を甘あま嚙がみされ、くぼんだ部分を舌先でなぞられる。

「春怜、春怜。六年も耐たえた。やっとだ。やっとおれの手に──もう、誰にも邪じや魔まさせない」

　せわしなく動く燈真の肩かた越ごしに見えた、揺ゆれる百日紅さるすべりの群れ。

　春怜の瞳ひとみに映ったそれは真夏の大気をも焦がす深い赤あか紫むらさきの焰ほのおのようで、このまま二人を灼やきつくしてしまうのではないかと思った。

　いっそのこと灼いてほしかった。灼かれて心中してしまえたら楽になれるのに──春怜はそう願わずにはいられなかった。










　翌日の早朝、燈真は一度登城した後、その足で郊こう外がいへ視察に向かうと春怜に伝えて屋や敷しきを出て行った。

　春怜は白い紙に筆を走らせていた。同じ卓たくの上には、海蛇の銀ぎん箔ぱくが押された臙えん脂じ色いろの封ふう筒とうがある。この封筒を手て渡わたされたとき、春怜は自分から李桂に連れん絡らくを取る必要に迫られるなど想像もしていなかった。

　昨日、燈真は激しく口づけながら春怜の帯をほどいた。ほどかれた帯が春怜の足元に落ちるのと、外出させていた輝羅と沙羅が戻もどってきたのはほぼ同時だった。

　春怜は体調がすぐれないと噓うそをつき、部屋に閉じ籠もった。

　決して触れることが許されなかった燈真の唇の感かん触しよくは、長く消えずに春怜をさいなんだ。

　夜が深くなってそれが薄うすまると、わずかに冷静さを取り戻すことができた。

　あの燈真の甘い熱に、もう二度と包まれることが無いと思うと、切なくて苦しくて、胸が潰つぶれそうになる。

　双ふた子ごの帰宅が遅おくれていれば、燈真は勢いのまま春怜を抱だき、どこかへ連れ去っていたかもしれない。そうなってしまえば良かったのにと、叶かなわぬことを願う心は、春怜の中から消えることは無い。

　けれどそれは燈真の破は綻たんを意味する。想い合う人の傍そばにいることで、その人の人生を滅め茶ちや苦く茶ちやにしてしまうことになるなんて。これ以上酷こくなことなど、この世には無いだろう。

　まだ城じよう郭かく都市全体がうっすらと青く染まる早朝に、人の気配を感じた春怜は部屋の外に出た。そこには登城準備を済ませた燈真が立っていた。

「春怜」

　燈真がゆっくりと近づいてくる。銀色の海蛇が牙を剝く、漆黒の高官服。ここに来た日、春怜に現実味が無いと思わせ歪いびつに浮いていた黒ずくめの装しよう束ぞくは、やがて春怜の目に映る景色に上う手まく溶とけ込み、今では最も愛しい姿形となった。

　燈真はいつもの無表情な顔で、静かに問いかけてくる。

「昨日のこと、怒おこっているのか？　夕食も取らずに部屋に籠もっていた」

　春怜はどう答えていいのか解わからず、黙だまってしまった。

　積年の恋情をやっとの思いで春怜に告げた燈真は、自分の想おもいを抑おさえることをやめたようで、ためらいもなく頰に触れてくる。春怜は琥こ珀はく色いろの瞳で燈真を見上げた。

　何も言わない春怜がそれを拒まなかったことで、許されたと捉とらえたのだろう、燈真は自身が昨夜考えたことを口にした。それは春怜が考えていたことと違っていた。

「閣下を裏切ることになれば、もうここに居ることはできない。おれは遠い土地へ行く」

　さらさらと揺れる琥珀色の髪かみを手に取り、燈真はそこに口づけた。その表情から感情は読みづらくても、春怜を心から愛しく想っているのが、長い髪を通して伝わってくる。

「春怜を連れて行く。それを赦ゆるしてほしい」

　駄だ目めだと思った。そんなことは絶対にできない。燈真まで身代を潰すことになる。

　燈真が培つちかってきたものは何ものにも代えることができない。

「──解った」

「いいのか？　本当に」

　怜れい悧りな春怜は拒むだろうと燈真も思っていたのか、燈真は春怜の承しよう諾だくの言葉をもう一度求めてくる。春怜はそれに応こたえた。

「ああ。私も燈真といつまでも一いつ緒しよにいたい」

「春怜……！」

　愛の籠こめられた言葉を受けて、燈真はきつく春怜を抱き締しめてきた。

　春怜の言葉に噓うそ偽いつわりは無い。ただ叶わないだけで。

　春怜は燈真の背に両りよう腕うでをまわし、たくましい燈真の胸に頰ほおを寄せた。燈真の力強い腕の感触を肌はだに刻みつけておこうと思った。やがて天繕に抱かれるときが来ても、燈真の感触を思い出せば凌しのぐことができるような気がした。

「遠い土地へ行くにしても、今すぐは無理ではないか？　色々と準備が必要だろう。食料や衣類がまったく無いのは心こころ許もと無ない」

「金はおれが用意する。おれは今日、今から登城して、その後は郊外へ視察に出なくてはいけない。夜には必ず戻ってくる。春怜が外に出るのは夜中の方がいい。夕食を取ったら輝羅と沙羅を連れて、屋敷を出て大橋を渡わたった所で待っていてくれ。迎むかえに行く」

「解った」

　春怜がそう短く答えると、燈真は愛おしそうに春怜の琥珀色の髪を撫なでた。そして屋敷の正門へ向かう。

　燈真は何かを思い出したかのように一度、春怜の方へ戻ってきた。

「何があるか解らないから渡しておく」

　そう言って燈真に手渡された漆黒の懐かい剣けんには、鞘さやに巻きつく銀色の海蛇が描えがかれていた。

「燈真も。気をつけて」

　燈真は一度だけうなずき、そのまま屋敷を出て行った。

　銀の海蛇を背負う燈真の広い背中を、まばたきもせず琥珀色の瞳に焼きつける。

　そうやって一人になり、春怜は手紙をしたためはじめた。

　内容は明確に、手短に。──太守の元へ上がる準備が完かん了りようしました。衣装が届きさえすれば、今日にも上がることが可能です。どうか李桂さまのお力ちから添ぞえを賜たまわりたく──。

「おはよう、輝羅」

「おはようございます春怜さま。早起きですね。俺は早起き苦手です」

　寝ねぼけ眼まなこをこする輝羅に微笑ほほえんで、春怜は臙脂色の封筒を差し出す。

「寝ね坊ぼうすると沙羅に怒られるものな。──輝羅、すまないが朝食が済んだらこの手紙を城の門番へ届けてくれないか」

「かしこまりました。準備してすぐ行ってきます」

「ありがとう」










　封筒と同じ色をした高官服を揺らして、李桂が屋敷を訪おとずれたのは、その日の昼前だった。

　仰ぎよう々ぎようしい李桂の馬車には三人の侍じ女じよが乗り、侍女たちは完成した春怜の衣装と装そう飾しよく品を大事に抱かかえていた。

「御ご足そく労ろうをお許しください李桂さま」

「何をおっしゃる。必ず連絡をくださると思っておりましたぞ。さぁ、こちらへ──」

　李桂に促うながされ、部屋に入った春怜は息を吞のんだ。そこには豪ごう奢しやな打うち掛かけが広げられていた。

　春怜の髪と同じ色をした、琥珀色の絹織物に描かれた絵は、職人が一針一針丁てい寧ねいに刺さした刺し繡しゆうだった。何十色の絹糸が使われているのか、春怜には解らなかった。

　そこに描かれていたのは、燃え盛る火か焰えんを思わせる、おびただしい数の曼まん珠じゆ沙しや華げ。

　光の射さす薄うす紅べに色いろの東雲しののめに、舞まい歌う迦か陵りよう頻びん伽がの妖よう艶えんな姿。人頭鳥身である彼女が持つ七色の尾お羽ばねは、夜市で春怜が見た極ごく彩さい鳥そのものだった。

「ここまで豪奢な衣装を、わしは見たことがない。美しい春怜どのにふさわしい一品じゃ」

「………」

　極楽浄じよう土どを模した刺繡絵であるはずなのに、春怜には地じ獄ごくにも見えた。

　大切に想う燈真の将来を奪うばうことしかできないのなら業ごう火かに焼かれてしまえと、嗤わらう迦陵頻伽に言われているような気がした。

　美しい打掛けを羽織ってしまえば、その長さと重さに縛しばられて春怜の心も体も逃にげることができなくなる。燈真と待ち合わせているあの大橋へ行くことは叶わなくなる。

　いつまで待っても春怜はあらわれない。そのとき、燈真はどうするのだろう。燈真の心は傷つかないだろうか。また孤こ独どくにさいなまれはしないだろうか。

　春怜は燈真のことをひたすらに想った。

　春怜だけに認められたい。春怜のためだけに──己おのれの感情をあの賢さかしげな顔の奥に潜ひそめて、その心ひとつで強く立派になった燈真。

　自分の想いだけで燈真の輝かがやかしい将来を無に帰すようなことだけは、絶対に避さけなくてはならない。何があっても。

「お願いします」

　李桂の侍女たちが春怜の準備を手伝う。合わせて作られた着物を着て帯を締め、極楽浄土の打掛けを羽織る。美しい琥珀色の長い髪を梳すき、綺き麗れいに整えて髪かみ飾かざりを着ける。

　この屋や敷しきから春怜が持って出ることを許されたのは、伽きや羅らの薫かおる琵び琶わと扇おうぎ一本だけだった。

　それを知った、漆黒の鞘に巻きつく銀色の海うみ蛇へびが、俺はどうするつもりだと怒おこりぎみで春怜に問いかけてくるように見えて、春怜は心の中で少し笑った。燈真の懐剣を置き去りにするはずがない。

　誰だれも傷つけることが無いように、ただ春怜の御お守まもりであるようにと、春怜は懐剣が抜ばつ刀とうできないよう、あらかじめ組くみ紐ひもで固く縛っておいた。それを懐ふところに忍しのばせると、春怜は部屋を出て正門へ向かった。

　李桂は先に馬車に乗り込み、春怜を待っている。長い打掛けが引きずらないよう、侍女が春怜の両りよう脇わきに立って手助けをしてくれた。その様子を見ていた沙羅が、たまらず声をかけてくる。

「春怜さま。そんな姿でどこへ行くの？」

　ただならぬ雰ふん囲い気きに、沙羅は涙なみ目だめになっていた。春怜が遠くへ行くことは、誰の目にも明らかだった。

「沙羅……」

　林りん檎ごのような紅あかい頰に、可愛かわいらしい丸い髷まげを揺ゆらして、屋敷と春怜の世話に励はげんでくれた沙羅。その明るく元気な姿が、城じよう郭かく都市での春怜の生活に光をもたらしてくれていた。

　それなのに、こんなことで泣かせてしまうなんて、男として最低だ。何か手て渡わたしたかったが、今の春怜には残せるものすらひとつも無い。そんな自分の不ふ甲が斐い無なさが恨うらめしかった。

「今まで良くしてくれて本当にありがとう。感謝しているよ。私は城郭都市から居なくなるわけではないからね。また会えることを願っているよ」

　泣き出した姉を抱だいて、代わりに輝羅が問いかけてくる。普ふ段だんおっとりとしてにこやかな弟の、その表情はひどく硬かたい。

「燈真さまは？　燈真さまはこのことをご承知なのですか。燈真さまと決めたことなのですか」

　輝羅は、燈真と同等の穢けがれない心を持っている。その綺麗な瞳ひとみにまっすぐ見つめられると、決心が揺らぎそうだった。本当は今夜三人で燈真を待つはずだったことを伝えたくなる。

「輝羅も沙羅も、補ほ佐さ官どのの──燈真の言うことをよく聞くんだよ。どうか元気で」

　かすかに笑ってそう言うと、春怜は李桂の馬車に乗り込んだ。

　白い街区を馬車は城に向かって進む。

　馬車が小さくなり、やがて見えなくなると、輝羅は馬小屋から引っ張ってきた馬に飛び乗った。そして泣く沙羅を掬すくい上げると、馬の腹を思いきり蹴けった。

「泣きやめ沙羅っ。落っこちても知らないぞっ……」

　燈真が視察をするその場所を目指して、輝羅は城郭都市の大門を駆かけ抜ぬけた。







　　　　　　　　　　＊　　＊　　＊　　＊







　まだ赤土の残る郊こう外がいに、燈真は単たん騎きで立っていた。

　先週の夜、悪漢に襲おそわれたばかりの燈真を一人にはさせられないと、複数の部下が随ずい行こうを申し出てきたが、それをすべて断った。

　視察は一人でも充じゆう分ぶん可能だったし、また襲われても叩たたけば済むことだった。それに今日は終日単独行動でいたかった。

　──暑い。

　春怜を連れて、どこへ向かおう。燈真は暑い方がやや苦手だが、体の細い春怜に、北の地はしんどいだろうか。輝羅と沙羅は燈真の向かう所ならどこでもいいと言ってくれそうだ。

　揺れる陽炎かげろうを見つめながらそんなことを考えていると、遠くから双ふた子ごを乗せた馬が燈真に近づいてきた。夏の暑さが見せる蜃しん気き楼ろうか幻げん影えいかと思ったが、そうではなかった。

「燈真さまっ！」

「輝羅？　なぜ輝羅がここに居る？　──なんで沙羅が泣いてる」

　休まずに駆けて来たのだろう、輝羅が頰に大おお粒つぶの汗あせを流しながら言った。

「さっき、急に李桂さまが御お屋や敷しきに来て、春怜さまを連れて行かれました！」

「なんだと」

「すみませんっ、俺、止められなくてっ……」

　なぜそうなった？　李桂が来たのか、まさか春怜みずから呼んだとでもいうのだろうか。

　今朝、そんな素そ振ぶりなど少しも見せなかったというのに。あの言葉が、抱ほう擁ようが、噓うそだったとでもいうのだろうか。

「燈真さま」

「………」

　おそらく、天繕が別べつ宅たくを訪れたときに李桂に余計なことを吹ふき込まれたのだ。春怜が燈真の邪じや魔まになっているだのと。

　それを真に受けた春怜は、このまま逃げ出すより、自分が天繕の元へ行った方が燈真の地位や将来を守れるとでも考えたのだろう。

　──そんなことでおれが幸せになれると、春怜は本気で思っているのか。

　燈真の喜びは自分の手で春怜を守り、大切にし、幸せにすること、それ以外に無い。

　春怜が燈真を想おもって己を犠ぎ牲せいにしても、燈真が幸せになることなど、生しよう涯がいにおいて一いつ瞬しゆんたりとも無い。

　燈真は、今朝この腕うでで抱き締しめたばかりの春怜の感かん触しよくを思い出した。

　燈真の背にまわされた細く綺麗な指が、たまらなく心ここ地ちよかった。燈真といつまでも一いつ緒しよにいたいと言った春怜の表情に、偽いつわりは無かった。

　細くしなやかな肢し体たいも、長く艶つややかな琥こ珀はく色いろの髪かみも、美しい貌かおも、その優やさしく潔いさぎよい心も、あれはすべて燈真のものだ。

　誰がどうしたなど、そんなことはもうどうでもいい。

　燈真の心にあるのはたったひとつ。春怜は誰にも渡わたさない。ただそれだけだ。

　心に強く決めたことのために、行動を起こす──今までそれだけをひたすら続けてきた燈真にとって、それは至し極ごく明確で、簡単なことだった。

　燈真は双子を見た。輝羅は燈真の言葉を待っている。沙羅はまだ泣いていて顔を上げようとしない。今から自分が起こす行動は、大罪に等しい。無念だが双子を連れて行けそうにない。

「輝羅に頼たのみがある」

「はいっ」

「今すぐおれの屋敷に行って、台所の土間を掘ほれ。そこに箱を埋うめてある。箱の中には金が入ってるから、それを持ったらおれの屋敷からすぐに出るんだ」

「燈真さま？」

　予想していた命令と違ちがっていたのだろう、輝羅がその賢しげな眉まゆをきゅっとひそめた。

「閣下の別宅にも絶対に戻もどるな。どこかに身を置かせてもらえ。箱の金を上手に使えば、沙羅と二人、しばらくは暮らせる。その間に輝羅は新しい仕事を見つけろ。おまえならできる」

「なんで……なんでそんな言い方するんです」

　輝羅の声が急に不安さを増した。燈真の言葉には、すでに太守の別宅にも自分の屋敷にも、城郭都市にさえ戻らない意志が含ふくまれている。それを感じ取ったのだろう。

「これは命令じゃない。男としての頼みだ」

　輝羅は聡さとい子だから、おおかたのことを理解したはずだ。燈真は馬の鼻先を城郭都市の方へ向かせた。手た綱づなを短く持ち直し上半身を低くして、最速で駆ける体勢となる。

「燈真さまっ」

　輝羅がありったけの声で燈真を呼び止める。燈真は振ふり向かなかった。

「俺、今から箱を掘りに行きます。それで、その後は、沙羅を連れて燈真さまを捜さがします。燈真さまがどこに行っても、俺たち絶対について行きますから！」

　燈真は輝羅の方を振り向かないまま一度だけうなずき、一路、太守の城を目指して駆けた。
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「──ご苦労だった、李桂」

　天繕の私室と思われるこの部屋に、燈真ではなく李桂が春怜を連れてきたことを見ても、天繕は驚おどろきもしなかった。こうなることを予期していたかのような眼まな差ざしでいる。

　李桂が恭うやうやしく辞じ儀ぎし、退出する。扉とびらの鍵かぎの掛かかる音が聞こえた。

「突つっ立っていないでこちらへ来い。その打うち掛かけは重かろう」

　天繕は長なが椅い子すに腰こし掛かけ、隣となりに座れと言う。春怜はそれに従った。昨日会ったときと同じように、天繕は終始余よ裕ゆうの笑えみを浮うかべている。

「緊きん張ちようしているか？　それとも警けい戒かいを？」

「いえ」

　天繕と二人きりになっても、春怜の心は少しも動かなかった。天繕の人ひと柄がらは、燈真からも聞いていたし実際に会ったときの会話で、充分解わかっていた。

　しかしこの男が今から自分を抱くのかと思っても、春怜には何の感傷も無かった。

　春怜が抱だかれさえすれば、燈真は無事に御役目を果たせたことになる。春怜は、今朝強く抱き締められたその感触を思い出した。

　春怜のことを信じる燈真を、夜通し待たせるのはひどくつらい。今日ばかりは少しでも早く夜が明けますように──想うのは燈真のことばかりだった。

「あ……」

　天繕の指がそっと春怜の顎あごに添そえられた。心ここに在らずのまま座っていたことを咎とがめられるかと思ったが、天繕は楽しそうに春怜の表情を確かく認にんする。その指に乱暴さは欠片かけらも無い。

「ふむ。昨日よりもまた好よい顔立ちをしている。燈真は昨夜も優しく教えてくれたか？」

「そっ、それは──」

　化け粧しようなどまったくしていないにもかかわらず、春怜の唇くちびるは妙みように紅あかみをおびている。

　春怜の顎に優しく触ふれる天繕の視線が、そこに落ちていることに気がついた。

「いえ、何も……」

「はは、春怜よ。おまえも燈真に負けず劣おとらず解りやすいな」

　そう言って天繕はからからと笑った。

「あれは無口で無表情なくせして、面おも白しろいほど解りやすい男でな」

　なぜか天繕は燈真の話ばかりをする。燈真への想いが、それほどまでに春怜の表情や態度に出ているのだろうか。上う手まく隠かくさなければ、ここに来た決意も努力も無む駄だになってしまう。

　そんな思おも惑わくをよそに、天繕は話し続ける。

「色気という類たぐいのものとはまるで無む縁えんだったあの朴ぼく念ねん仁じんが、ここ最近急に物もの憂うげな溜ため息いきをつくようになってね。本人はまったく自覚が無いようだが。あの燈真の心を奪うばうとは、いったいどんな人物かと、ただ純じゆん粋すいに興味が湧わいた。昨日様子を見に行ったのはそのためだ。納なつ得とくしたよ。堕おちた燈真に咎は無い」

「──今、何と申されましたか」

　信じられない言葉ばかりが天繕の口から出てきたので、春怜は無意識に天繕の方へ身を乗り出していた。この御お方かたは、いったい何をどこまで知っている──？

「閣下は、いつお気づきに」

「すぐに解ったよ。燈真は日を追うごとに深い溜息をつくようになったからな。吐と息いきの色まで見えそうなほどだった。でも昨日の鳳ほう仙せん花かが決定的だった。笑ってしまったよ。二人揃そろって同じ指を同じ色に染めておるのだからな。おまけに燈真は首筋にまで鳳仙花の紅を附着させていた。あれは、おまえがつけたものだろう？」

　顎に添えられた指にわずかな力が籠こめられ、春怜は天繕と真っ向から視線を合わせることになった。

「悪いが調べさせてもらった。燈真とおまえは、同郷だな」

　天繕の言葉に、春怜は息を詰つまらせた。天繕の黒い瞳ひとみが鋭するどく光る。

「燈真はおまえに惚ほれている。それも、この城じよう郭かく都市で再会する前からだ。違うか？　──そして春怜、おまえも燈真を」

　おそろしく鋭い天繕の慧けい眼がんに、春怜は自分の体が震ふるえ出すのを感じた。

　何ということだ。このままでは燈真の立場が危あやうくなる。春怜は天繕をわずかに睨にらみつけた。

「たとえそうであっても、わたくしはわたくしの御お役やく目めを果たすまでです」

「ほう──」

　天繕は急に興が醒さめたかのように、ぱっと春怜の顎から手を引いた。

　そして長い脚あしを組み、その上に組んだ手を乗せる。春怜に触れる気などこれっぽっちも無いと言いたげに見えた。天繕は燈真の話をなおも続ける。

「私と燈真は、各おの々おのの公務や任務を終えた後の夕方に時間を取り、武術や剣けん術じゆつの訓練に励はげんでいた。もちろんそれは今も続けていることだがね。一通り訓練を終えると、体の熱を発散させるため、燈真は城内の高こう楼ろうの決まった場所に腰掛ける」

　燈真のことを語る天繕の瞳は、優しさと親愛に満ちていた。

「燈真は、寸分狂くるわず同じ場所に座るんだ。そして一言もものを言わずに、東南の空をひたすら見つめ続ける。殺気立っているわけでもない。声をかけづらいわけでもない。ただそこにあったのは……、燈真にとって至福のときであろうその瞬しゆん間かんを邪じや魔ましてやりたくない、そう思わせるほどの、痛つう烈れつな憧どう憬けい──」

　なぜだろう、春怜は見たことのないその風景を簡単に思い浮かべることができた。

　十六歳の燈真は、天繕とともに汗あせを流した後、海風の強く吹ふく高楼へ向かう。

　いつも通り脚を組んで座ると、春怜の暮らす方角へ瞳を向け、そして心を寄せる。その懐ふところには春怜が手て渡わたしたあの薄うすく小さな書物があったかもしれない。

　瘦やせた体がたくましくなり、煙草たばこの煙けむりが揺ゆれるようになっても、その背に銀の海うみ蛇へびを背負うようになっても、座る場所と見つめる東南の空は、少しも変わらなかった。

「あれは、郷きよう愁しゆうではなかったよ。普ふ段だん、自分の感情を表に出さない男が、その背から垂れ流していた、痛いほどの憧憬と恋れん情じようだった。きっとあの方向に、燈真の心のすべてを占しめている誰だれかが居るのだろうと、私は思っていた」

　叶かなうなら、今すぐ過去に遡さかのぼり、遥はるか東南の空をじっと見つめる少年の細い背を抱き締しめたかった。そうやって「帰っておいで」と言えたなら、どれだけ救われただろう。

　生まれたときから独りだった燈真に、それでもまっすぐで綺き麗れいな心を持っていた燈真に、孤こ独どくな思いをさせたくなかったのに。

　春怜は自分の手で孤独以上の悲傷を与あたえてしまっていた。そして燈真はその心の傷いたみさえも、春怜と自分を繫つなぐものだと信じ、縁よすがとしていたに違ちがいない。

　春怜は解っていた。たとえ燈真に「帰っておいで」と言えたとしても、燈真は帰らない。

　まだあどけなさを残すその顔に、春怜にしか解らないわずかな笑みを浮かべて、十六歳の少年は言う──大だい丈じよう夫ぶ。春怜のために、ここで強くなる。だから待っていて──。

　燈真に逢あいたい。今すぐに。春怜は心からそう想おもった。この重い打掛けを脱ぬぎ捨てて、今すぐ燈真の元へ向かって駆かけ出したかった。

「どうした？　燈真の所に戻もどりたくなったか？」

「い、え……そんなことは……」

「それでもまだ、おまえの言う御役目とやらを果たせると？」

　天繕の問いに、春怜はすべての逡しゆん巡じゆんを打ち消して深くうなずく。天繕が大きな溜息をひとつついた。

「まったく。おまえたちは揃いも揃って……主に噓うそや隠しごとをしてはならんと教育されなかったのか？　その気はまったく無いが、少々仕置きをしてやりたくなるなぁ」

　何かを試ためされている？　いったい何だ──春怜がそう思うと同時に、天繕の手が伸のびてきた。

　天繕のたくましい腕うでが腰こしにまわり、強く引き寄せられた。春怜の襟えりにかかった大きな手に、ぐっと力が籠められ、襟えり元もとを乱される。

「あぁ、っ……？」

「ほう。夜ごとそのような艶つやのある声で啼ないていたのなら、燈真はたまらなかっただろうな。よくぞここまで耐たえたと褒ほめてやるべきか」

　真っ白な鎖さ骨こつがあらわになる。ひどく無防備になり、春怜は身をよじった。その姿を見た天繕が愉ゆ快かいそうに言う。

「春怜よ、おまえそれで私に抱かれる決心ができていると思っているのか？」

「──っ」

　春怜の心は燈真を求めてたちどころに脆もろくなる。その上から何度も塗ぬり固めてきた決意であるということを、天繕に見み透すかされた。

「燈真しか受け入れられぬと、この美しい貌かおに書いてある──」

　笑う天繕の唇が紅くなった唇に重ねられそうになり、全身がぞっと粟あわ立だった。

　口づけひとつでも、あの愛いとしい寡か黙もくな男以外のものを体が激しく拒きよ否ひしている。

　駄だ目めだ、燈真でなくては──春怜の体を戦せん慄りつが駆け抜ぬけた。

「閣下っ、お待ちください……！」

　天繕の動きを阻はばんだのは春怜ではなく、金属が真っ二つに割れる高い音だった。

「おや、鉄の鍵かぎだぞ？　凄すごい馬力だ。さすがは燈真」

「えっ……？」

　鍵が破は壊かいされ、派手な音を立てて開いた扉とびらから、物凄い勢いで黒い巨きよ軀くが飛び込んできた。

「燈真!?」

　燈真は三白眼で天繕を睨みつけながら、二人が座る長なが椅い子すに向かって大おお股またで迫せまる。そしてまだ天繕の両手が春怜の体に触ふれたままであることを見ると、こめかみに血管を浮うかばせた。

「燈真っ」

　伸びてきた燈真の両りよう腕うでで、春怜はなかば持ち上げられるようにして無理やり長椅子から引き剝はがされた。その拍ひよう子しに、乱された襟元から懐かい剣けんが転げ落ちた。それを拾う間も無く燈真に強く抱き寄せられる。

「閣下。これは私のものです。触さわらないでください」

　春怜は耳を疑った。忠義心の塊かたまりである燈真の言葉だとは思えなかった。

「燈真、何てことを……！　おまえ自分が何を言ってるのか解わかっているのか？」

「おれはっ。最初から春怜以外何も欲しくなかった。地位も金も必要なかった。今ここで全部失ってもいい、春怜だけは絶対に誰にも渡わたさないっ」

　燈真の忠義に背く言葉を聞いても、天繕は落ち着き払はらっていた。

　その精せい悍かんな顔に浮かべた不敵な笑えみも消えておらず、まるで燈真が来ることを知っていたかのようだった。床ゆかに転がった漆しつ黒こくの懐剣を拾い上げながら陽気な声を出す。

「一等補ほ佐さ官の懐剣か。春怜、おまえ、ずいぶんと物ぶつ騒そうな物を持っているなぁ」

「ち、違います、これはただ御お守まもりとして忍しのばせていただけで……。誰かを傷つけようなどという考えは毛頭ございません」

　燈真の腕を振ふり払った春怜は、懐剣を組くみ紐ひもで縛しばっていることを指差して必死に弁解した。

「なんとまあ、いじらしいことをする」

「閣下に近づくな、春怜」

　そう言う燈真の両腕が伸びてきたかと思うと、また後ろから強く抱だき寄せられた。

「離はなせ、私の苦労と決断をどうしてくれる。おまえの幸せのために私はこうやって──」

「どうしてこんなことがおれの幸せに繫がるんだ。本気で言ってるのか？」

「本気だ。私が閣下の元に行けば、おまえは縁えん談だんをして姫ひめ君ぎみを娶めとって、より出世ができる」

「縁談？　何のことだ。おれがそんなことするわけがない。言っただろう、おれは金も地位も要いらない、欲しいのは春怜だけだ。それなのに、なぜ閣下を取る？　大橋で待つ約束は──」

　ぱん、と手の打つ音がして、春怜と燈真は同時に自分たちの主を見た。

「ここで喧けん嘩かをするな。──やれやれ、本当に手のかかる二人だ」

　笑いながらそう言った天繕が、固く縛ったはずの懐剣の組紐を易やす々やすとほどいた。　>>>♥

　春怜が止める間もなく、天繕は抜ばつ刀とうし、その刃は先さきを自分の腕に滑すべらせた。

　引き締まった褐かつ色しよくの肌はだに、鮮あざやかな赤い糸が浮かぶ。

「閣下！」

「何をなさいます！」

　燈真が懐剣を天繕から奪うばう。春怜は自分の着物の袖そでを千切って素す早ばやく天繕の腕に巻きつけ、止血をほどこした。その息の合った見事な連れん携けいを、天繕は嬉うれしそうに見つめて言った。

「春怜は抵てい抗こうした際、小こ太だ刀ちで私に傷をつけた。よって即そく日じつ流る刑けいとする。流刑地はここより遥か北西に位置する、紗さ蓮れん国に最も近い小島だ」

「閣下……!?」

　突とつ発ぱつ的な天繕の言動に、春怜と燈真はほぼ同時に声を上げていた。天繕は二人の声を受け流して続ける。

「燈真は止めに入ったが間に合わなかった。護衛部隊の部隊長という立場でありながら、自分が教育した春怜を止めることもできず、主に傷を負わせるとは罪深い。これは降格処分に値あたいする」

「どうか御ご容よう赦しやを。燈真に罪はありません、すべて私の不徳です」

「ならぬ。もう決めたことだ」

　春怜は床に両ひざをつき天繕に慈じ悲ひを求めたが完全に撥はね返された。

　春怜の決意や努力もむなしく、燈真の栄転は断たたれた。それどころか今の地位まで剝はく奪だつされることになる。春怜は落らく胆たんのあまり言葉を失いその場で項うな垂だれた。

　春怜を置いて燈真と対たい峙じした天繕は、なおも裁きを続ける。その声に躊ちゆう躇ちよはいっさい無い。

「燈真、おまえには一警けい邏らとして紗蓮国との国境守護を命じる。あそこは本当に何も無い土地だぞ。小さな孤こ島とうがあるくらいだ。──そう、その孤島に一人の罪人を送ることになった。その者をどうするかは、おまえに任せる。孤島で監かん視しするもよし、自分の傍そばで監視するもよし」

　思いもよらぬ天繕の言葉に、春怜は顔を上げた。

　燈真をまっすぐに見る天繕の瞳ひとみは、大切な部下への親愛に満ちていた。

「あの土地は、紗蓮国との諍いさかいの最前線。私とおまえで何度も視察を重ねた、非常に重要な拠きよ点てんだな」

「はい」

「国境守護は表向きの職。燈真、おまえにあの土地を託たくす。道を造り、町を造れ。完成は何十年先でもいい。いずれこの都市の人間を移民させるつもりでいる。我が国で力を持つ都市は帝てい都とと城じよう郭かく都市だけではない、造ろうと思えばどこにでも造れる力を持っているということを、近きん隣りん諸国に知らしめるのだ」

「閣下。まだ私を使ってくださるというのですか」

「春怜さえいれば地位や金など不要だと言うその言葉に噓うそ偽いつわりが無いことを、一生を賭として私に証明せよ。そして……これからも変わらず私の力となれ」

　天繕の言葉に、燈真は素早く片ひざをついてその場に座り、頭こうべを垂れる。

　春怜は、この六年間で築き上げられた二人の揺ゆるぎない信しん頼らい関係を見た。

「燈真、私の話をよく聞け。──李桂は、紗蓮国と通じている」

　それを聞いた春怜は驚おどろいたが、燈真は表情を少しも変えなかった。ほとんど察しがついていたのかもしれない。

「私に奇き襲しゆうを仕し掛かけてきたのも、深夜におまえを襲おそったのも、すべて李桂の息の掛かかった紗蓮国の者による仕し業わざだった」

「あの刀とう剣けんの流通経路に、李桂どのが？」

「そうだ。各おの々おのに落とされていた刀剣は、すべて紗蓮国で生産され、李桂を通じて我が国に入ったものだと解った。紗蓮国は長きにわたり城郭都市を狙ねらっている。ここを征せい服ふくした暁あかつきには重用するとでも嗾けしかけられたのだろう。李桂にとっては私も、そして私を強固に護まもるおまえも、邪じや魔までしかたなかったようだ」

　だから燈真も狙われることに──そう思いながら二人のやりとりを見つめていると、天繕と目が合った。

「おまえも利用されたのだぞ、春怜。おまえたちの気持ちに気づいた李桂は、それすらも利用しようとした。燈真に縁談話など無い。あの御ご老ろう体たいは、それをあたかも自分が手配しているかのように春怜に吹ふき込んだ。それを聞いた春怜はどうするか？　燈真と手を取り合って逃にげるか。そうなれば奴やつはしめたものだ。たとえこうやって私の元に春怜が来ても、それを燈真が阻めば、燈真は罪に問われ、私の側そばからいなくなる。奴はそこを攻せめようとした」

　悪用できるほどに、おまえたちの想おもいはだだ漏もれだったわけだ──悪戯いたずらっぽく言う天繕に、春怜は恥はずかしく申し訳が立たず、身を隠かくしたくなった。

「ですが……、もしそうなのであれば、この状じよう況きようは李桂さまの思おも惑わく通り。宜よろしいのですか？　燈真を閣下から引き離してしまっても……」

「問題無い。手は打つ」

　燈真の主は不敵な笑みを失なくさない。やがて長い廊ろう下かを大勢の男が駆かけてくる足音が聞こえ、燈真に壊こわされ開かれたままの扉から、血相を変えた遼雲が入ってきた。

「閣下っ、ご無事ですか！　──燈真、おまえ何を血迷ったっ」

　主の怪け我がと横に転がる燈真の懐剣を見て、遼雲は刀剣を抜いた。遼雲について彼の部下たちがなだれ込み、そして最後に李桂がゆっくりと姿をあらわした。

　目の前の修しゆ羅ら場ばにほくそ笑む。万ばん事じ思惑通りに展開している喜びを抑おさえきれないようだ。

「待て」

　すぐにでも燈真を捕とらえようとする遼雲たちを天繕が制止した。その声は低く落ち着きがあり、かつ朗々としていた。

「捕ほ縛ばくなどというなまぬるい処置は必要無い。今この場で沙さ汰たする」

　春怜は流刑、燈真は補佐官職を剝奪のうえ僻へき地ちへ赴ふ任にん──天繕の厳げん酷こくな処しよ罰ばつに、遼雲たちは勢いを失って刀剣を持つ手を下げた。

　冷れい酷こくな態度を崩くずさない天繕は、自分の顎あごを手で支え、何かを思案する振りをした。

「ふむ。燈真をどれだけ遠方にやろうとも、そこで堕だ落らくされ、悪さを企たくらまれてはかなわぬ。監視役をつける必要があるな」

　そう言って天繕はその場に居合わせた人間全員をぐるりと見み渡わたした。

「燈真の監視役は──李桂、頼たのまれてくれるな？」

「私がですか!?」

　人の輪の一番後ろに立ち、にやつく顔を袖で覆おおっていた李桂が、悲鳴に似た高い声を上げた。

「ああ。他人の世話や監視の上う手まい、優ゆう秀しゆうな高官──おまえをおいて他ほかには居ない」

　そこで春怜は天繕の考えを理解した。李桂の姦かん計けいに陥おちいってしまった以上は、それを逆手に取るしかなかった。遠方へやらざるを得なくなった燈真の監視役にすることで、その実、燈真に李桂を監視させる。それも天繕に手を出せなくなる僻地において。

　しかし大切に育て、最も可愛かわいがり信頼していた燈真を遠方へやることは、天繕にとって苦くじ渋ゆうの決けつ断だんであったに違ちがいない。

　狼ろう狽ばいしきって口をぱくぱくとさせる李桂を無視して、天繕は燈真に向き直る。

「私を怒おこらせた罪は重いぞ燈真。今これより国境へ向かえ。城郭都市の朝焼けを見ることは許さぬ。遼雲、春怜も本日中に流刑地へ護送せよ。──李桂。そなたはゆっくりと準備してから向かうといい。ゆっくりとな」

　そう言って天繕は精せい悍かんな顔に不敵な笑えみを浮うかべる。そして春怜を見つめてくる天繕の瞳はとてもたおやかだった。

　その額が床ゆかに触ふれるほどに、春怜は天繕に向かって深く頭を垂れた。










　天繕の裁きを受けた燈真と春怜は、その足で各々向かうべき土地へ出発した。

　太陽が中天を越こえた頃ころ、城郭都市を出た燈真は単たん騎きで北西に向かって駆け、春怜は遼雲の部下たちに護送される。

　目的地である紗蓮国との国境は遥はるか遠く、到とう着ちやくした頃には夜も更ふけていた。

　真っ暗な孤島に春怜を置き去りにして遼雲の部下たちが帰ってゆく、その舟ふねが見えなくなる前に、春怜は先回りしていた燈真によって別の舟に乗せられていた。

　舟を浜はま辺べに着けると、そこに待たせていた馬に二人で乗り、燈真は小さな家を目指して駆ける。

　深い夜の闇やみに、葦あし原はらのさわさわと揺れる音だけが聞こえる。

　傾かたむきかけた十六夜いざよいの月と、燈真の持つ提ちよう灯ちんの他に、闇を照らすものは無かった。

　燈真とともに歩いたあの熱気と欲よく望ぼううずまく不夜城が、幻まぼろしであったかのようだ。そう思うほどに、ここは本当に何も無く、とても静かな場所だった。

　けれど春怜には悲傷も寂さびしさも無い。繫つなぐ燈真の手は大きく、とても温かい。それがあるだけで、春怜は幸せだった。

　国境守護兵となった燈真に唯ゆい一いつ与あたえられたものは、この小さな家だけだった。燈真が家の扉とびらを開く。二人で中に入り、鍵かぎを掛かけた。

　小さな家と言っても、部屋は四つか五つありそうで、二人で暮らすには少々広い。

　双ふた子ごが居ないことに、春怜はここに来て初めての寂しさにみまわれた。

「春怜、疲つかれたか？　顔色が良くないが、大だい丈じよう夫ぶか」

「疲れてなどいないよ。──輝羅と沙羅は？　私はあの子たちにひどいことを……」

　眉まゆをひそめる春怜を、燈真が抱だき締しめてくる。琥こ珀はく色いろの髪かみに唇くちびるが優やさしく触れた。

「心配するな。あいつらは自力でここに来る」

「え……？」

「春怜に借りたあの扇おうぎが役に立った」

　天繕の城で一度別れるその直前に、燈真は春怜が帯に差していた扇を抜ぬき取った。

　その扇に小さな紙を挟はさむ。双子は燈真の屋や敷しき周辺を何度か見に行くはずだと、燈真は扇を自分の屋敷に放ほうり投げて発たつつもりだった。しかし城を出たその先に、様子をうかがう輝羅が居るのが偶ぐう然ぜん見えて、燈真はその扇を輝羅に投げ、そのまま馬を駆った。

　双子は扇に挟んだ紙に気づき、そこに書いた燈真の伝言を見たはずだ。

　──不夜城の灯火落ちとともに発て。北西の地、紗さ蓮れん国国境の葦原で待っている──。

「燈真……！」

　燈真の背に手をまわし、厚い胸むな板いたに頰ほおを寄せる。あの逼ひつ迫ぱくした状況下でも双子のことに責任を持つ燈真の強さが嬉うれしかった。

「他に気に病やむことは？」

「何も、な、──ん、んっ……」

　答え終わるより先に唇を塞ふさがれた。燈真の舌が唇を割って中に滑すべり込んでくる。柔やわらかだったその舌先は、すぐにせわしなく動きはじめた。

　燈真は奥の部屋にある寝しん台だいに行く時間すら惜おしいと、すぐそこにあった長なが椅い子すに春怜を横たえ、そのまま覆いかぶさってくる。

「こ、ここで？　燈真、ちょっと待て……」

「おれは十年近く待った。それでもまだ待てと？　春怜は残ざん酷こく過ぎる」

「じゅ、う……？　おまえいったいいつから──」

　その問いに燈真は答えなかった。手を取られ、そのまま燈真の股また座ぐらへと引っ張られる。

「あ──」

　春怜が触れたそこは、衣服越ごしでも克こく明めいに解わかるほどに、硬かたく充じゆう溢いつしきっていた。

「さっきからずっと痛いくらい張ってる。これ以上待てなんて言わないでくれ」

「ん……」

　こんな灼やけつくような塊かたまりを、春怜は知らない。このすべてが自分の中に入ると思うだけで、自然と体の奥が熱くなってくる。

　着物も下帯もまとめて剝はぎ取られた。柔らかな敷しき物ものの役目を担になう極楽浄じよう土どの打うち掛かけの上で、春怜はこれ以上ないほどに脚あしを大きく開かされる。

「あっ。いつも、私だけ……、こんな……」

「脚を閉じては駄だ目めだ、全部見たい」

　小さな家は十六夜月の淡あわい月光で満たされていた。燈真の目の前に、月明かりを受けた春怜の蒼あお白じろい裸ら体たいがさらされる。助けを乞こうような瞳ひとみで、春怜は自分を覆う燈真を見上げた。

「私だけ、は……いやだ。燈真も──」

　その悩なやましい姿は、どれだけ燈真の欲よく情じようを煽あおったのだろう、獣けもののように喉のどの奥で低く唸うなった燈真が、春怜の唇に嚙かみついた。

「あ、ぅ……っ」

　燈真は春怜の唇を離はなさないまま黒衣に手をかけた。高官服の留め紐ひもを外して脱ぬぎ、単衣ひとえをはだけて上じよう肢しをさらすまでが精せい一いつ杯ぱいだったようで、そのまま焦あせるように春怜を抱き締めその舌に吸いついてくる。

　過去に何度も見て触れた幼おさな馴な染じみの体に、春怜は初めて触れるような気持ちになった。

　完かん璧ぺきな男の肉体となった燈真の、たくましい腕うでに指を這はわせ、広い背を撫なで上げる。

　細くしなやかな春怜の体も、筋肉の隆りゆう起きした燈真の体も、わずかに汗あせを滲にじませていて、二人の肌はだがぴったりと重なった。

「んっ……んっ。──あ、っ……」

　燈真は着衣をまとったままの下半身を春怜の股座に押し当てて、せわしなく腰こしを動かし続ける。布越しとは思えないほどに熱い大きな塊の、硬い感かん触しよくに誘さそわれるようにして、春怜の陰いん茎けいも立ち上がった。

　春怜の真っ白な首筋や鎖さ骨こつに余すところなく唇を落としながら、燈真が下りてゆく。

「あぁっ」

　薄うす紅べに色いろの尖とがりに燈真は一度、口づけた。薄い唇に挟まれ引っ張られて、そこがぷっくりと紅あかくなる。硬くなった粒つぶを濡ぬれた舌先で転がされると、恥はずかしいほど感じてしまい、甘い声が漏もれた。

「っは、あ……、ん」

「春怜……」

　下腹部に口づける燈真を、力の入らなくなった瞳で見つめた。その名を愛いとおしそうに呼びながら、燈真が春怜の茎くきを吞のみ込んでゆく。

「あっ。あっ。……いい。気持ちいい、燈真──」

　互たがいの心が結ばれると、こんなにも気持ちがいい。同じ燈真の口こう淫いんであっても、今まで受けてきたものとはまるで違う。

　もっと、とせがむように燈真の黒くろ髪かみに細い指をからめて頭や耳を撫でると、燈真はそれに呼応して、茎に舌を這わせ先せん端たんを優しく吸ってくれる。そのとろけるような甘美な感触に、春怜は腰を揺ゆらした。

「香こう油ゆが無い」

　燈真が恨うらめしそうにそうつぶやく。長椅子に仰あお向むく春怜は、自分のひざ頭がしらが胸の突とつ起きに触れるほどに体を折り曲げられ、さらに尻しりを上げさせられた。

「いや、だっ。そんなところ、までっ……」

「駄目だ。濡らさないと春怜がつらくなる」

　燈真は春怜の尻の丸みに両手を添そえると、割れ目をくっと開き、そこに顔をうずめた。

「あ！　……だめ、だっ。──っや、あ……っ」

　ぬめる粘ねん膜まく同士の触れ合う感触に、春怜はたまらず声を上げた。

　燈真は、柔らかくした舌で甘やかすように後こう孔こうを丸くなぞり、そして思いきりきつく吸う。そこに吸い痕あとが残るのではないかと思うほど強く。

「やっ……。あ、ああぁ……っ。──燈真……、燈、真ぁっ……」

　甘く熟うれた李すももを咀そ嚼しやくするかのような燈真の愛あい撫ぶに、春怜は何度も喜き悦えつの声を漏らした。

「ぅ、あ──」

　尻の割れ目から尾び骨こつまで舌でなぞられて、指で開かれた後孔に尖らせた舌先を挿いれられたとき、春怜の頭の中で何かが弾はじけて真っ白になった。

「あ！　あっ！　それ、いいっ。……気持ちいい、から。もっとして……！　してほしい──」

「春怜──」

　ようやく解った。性的な行こう為いに疎うとかった春怜が、なぜ燈真だけに激しく感応したのか。

　それは春怜も燈真だけをずっと愛しく大切に想おもっていて、けれどそれは気づけないほど心の奥底にあって、そのことに先に気づいたのは体だった。

「ここ、尻の孔あな、舐なめられるのが好きか？　気持ちいいか」

「ん……」

　心と体のすべてが結ばれた今は、こんなにいやらしいことも、もっとしてほしくなる。

　後孔に執しつ拗ような愛撫を受けて、春怜の先端からは蜜みつ液えきがとろとろと漏れ出している。それは透とう明めいの糸を引いて下腹部にまで垂れ落ちていた。

「あ、んんっ」

　臍へそにまで溜たまった蜜液を、すべて舐め取られる。腹のくぼみに舌先を入れられて、春怜はびくんと腰を跳はねさせた。

　燈真は最初から春怜よりも呼吸を荒あらくしていた。焦こがれに焦がれ続けた春怜が、自分の腕の中で身み悶もだえ涙なみだしている姿に、興奮は頂点を極きわめているようだった。

　燈真が急せくようにその身に残っていた衣服も下帯もすべて脱ぎ捨てる。

「あぁ。燈真──」

　燈真の屹きつ立りつは、そのたくましい長ちよう軀くに見合う嵩かさと長さをしていて、鍛きたえ上げられた腹にぴたりと貼はりつくほどに熱いきり立っている。その先端と茎全体は、何度も迫せまってきた射精感を耐たえ抜いた証あかしで濡れ光っていた。

　燈真は唾だ液えきにまみれた春怜の後孔に親指をあてがい、ぐっと押し拡ひろげると、自分の先端をそこに向けた。

「燈真？　何を……」

「まだ足りない。もっと濡らしてほぐさないと、入らない」

「もう、大だい丈じよう夫ぶだ、から……。や、め──、あっ？　いや、あ……」

　燈真は自分の屹立を素す早ばやくしごき上げると、春怜の後孔めがけて白はく濁だくを放った。その体液の熱さに、春怜は体をびくつかせた。こんな熱いものを体内に流し込まれては、春怜のそこが溶とけてしまう。

　吐と精せいしたとは思えないほどに燈真の昂たかぶりは少しも衰おとろえず、同じ硬さと角度を保っている。

　燈真はふたたび春怜に覆おおいかぶさるようにして、春怜の尻に放ったばかりの体液を指で掬すくった。そのまま指を二本揃そろえて後孔に挿そう入にゆうさせる。

「あ、あ……。んっ」

「痛くないか」

　燈真が涙を舐め取りながら尋たずねてくる。春怜は「ん」と短くうなずいた。

　燈真の愛撫を受けて柔やわらかくなり、唾液と白濁で濡らされた春怜の後孔は、燈真の指を難なく受け入れた。

「解るか？　春怜の中、凄すごくうねっている……」

「ん……」

　燈真は春怜の頰ほおや首筋に唇くちびるを落としながら、尾骨にまで伝った精液を掬って後孔に塗ぬり込み、指を挿入させる、それを何度も繰くり返した。そのたびに春怜のそこが、ほころんでは締しまり、燈真の指をもっと奥へと吞み込もうとする。

　ふいに、指とは違ちがう熱い塊が後孔に押し当てられて、春怜は体を震ふるわせた。

「燈真っ……」

　すぐそこにある燈真の黒い瞳が、恋れん情じように染まっていた。

「春怜。愛してる。おれだけのものだ」

　燈真が腰を突つき出すと、雄お芯しんの先を受け入れただけで窄すぼまりが限界まで拡がり、襞ひだを無くしてぴんと張りつめる。一いつ瞬しゆん、中がぐうっと拡がって、そこから一気に入ってきた。

「やぁ、あ、あっ。──燈真ぁ……」

「ん……。気持ち、いい。……いい、っ──」

「あ、んっ！」

　繫つながったまま燈真がぶるっと大きく身み震ぶるいをして、その振しん動どうさえも甘く響ひびいてくる。

「あ、あ。春怜の中に、居る。──ずっと夢見てた。もうずっと……」

　普ふ段だん寡か黙もくな男が饒じよう舌ぜつになる。その口からあふれ出てくるのは、春怜への思し慕ぼばかりだった。

「何年も耐えた。再会してからも、死ぬほど耐えた。もう絶対に離さない」

「ああ、燈真。燈真──」

　届かぬ恋こいの焰ほのおに永く身を焦がし続けた燈真の、痛いほどの切なさが、繫がった部分からとめどなく流れ込んでくる。この男の衝しよう動どうを余すところなく感じたい、受け入れたい。その甘く疼うずくような燈真の傷いたみを分かち合いたい、もっと私に与あたえてほしい──春怜は鍛え上げられた燈真の腰に手を添えた。

「春怜……？」

　燈真は、その丈たけのある雄芯を埋うめきっていない。春怜は全部欲しいのに。燈真の腰にあてた手を動かし、自分の方へ引き寄せる仕草をして見せる。

「燈、真。……我が慢まん、しなくて、いい。……いい、から……全部、挿れ、て──あっ、あぁっ！」

「春怜っ」

　ぐりゅう、と後孔で白濁の逆流する音が聞こえた。開ききった春怜の体は、強きよう烈れつな圧あつ迫ぱく感かんさえもろともに吞み込んで、長く嵩高い燈真のそれを、奥へ奥へと引っ張ろうとする。

「ああ。春怜……。たまらない。どうにかなりそうだ……」

　感情を表すのが下手な男は、受け止め切れない幸せに深く眉まゆをひそめている。

　春怜は、白く綺麗な指で燈真の眉み間けんに深く刻まれた皺しわをそっと拭ぬぐった。

「燈真……。ずっと、独りに、して……すまなかった。──好き、だ。愛してるよ、燈真……」

「春怜っ」

「や、ぁ……っ、──あぅっ……、あぁ、あっ……！」

　ぎっ、ぎいっ、と長なが椅い子すのきしむ音が速さと激しさを増してゆく。

　引き締まった燈真の腰が白い尻を絶え間なく叩たたき上げる。震える内ない壁へきが、脈打つ雄芯をきゅうきゅうと鳴くように締めつける。熱い屹立に中を滅め茶ちや苦く茶ちやにこすられて、燈真から与えられた狂くるおしいほどの切なさが、春怜の体を一気に駆かけ抜ぬけた。　>>>♥

「あっ、……い、くっ。いく、燈真っ……好き、好きだっ──あっ、あっ、あっ」

「おれも、達いく……、愛してる、春怜……。春、怜っ。──っ！」

　雄芯がぐうっと膨ふくらむその瞬しゆん間かんを待って、燈真が腰こしを思いきり突き出した。長軀を大きく震わせて、長い間こらえ続けていたもののすべてを春怜の中に吐はき出す。

「や……、あ……」

　その放出はひどく長くて、体の中が燈真の熱い白濁で満たされてゆく。

　それを終えた燈真が幸せそうに吐と息いきをついたのは、ほんの一瞬だった。体内に放たれた体液の熱が冷めないうちから、それを硬かたいままの雄芯に搔かきまわされる。

「あぁっ？　だめ。……だめだ、燈真っ。待、て──今、揺ゆすった、ら……！」

「もう待たないと言っただろう。春怜だって我慢しなくていいと言った」

　恋情と愛あい慾よくでできた燈真の熱い体液は、とろとろの甘い毒のようで、春怜を駄だ目めにする。それなのに燈真はまた腰を使いはじめた。

「もう一回、出したい。──ずっと耐えてきた。だから何回でも出したい」

「少し、だけっ、待て……おかしく、なるから……。──あ、ぁっ？　燈真、……あっあ！」

　燈真の、六年では済まない長い歳月の想いは、ひどく切なくて愛いとしくて、それが体内に吐き出されるたびに、春怜の体も心も甘く溶けていった。










　燈真の腕うでの中で目を覚ました春怜は、寝ね返がえりを打って窓の外を確かく認にんした。

　空はすでに白みはじめている。春怜は燈真の腕と脚あしをほどいて起き上がった。着物を着てきちんと帯を締める。長い琥こ珀はく色いろの髪かみを束ねようとしたが、組くみ紐ひもが見当たらなかった。

　昨夜の、長く続いた行為の最さ中なかにどこかへやってしまったらしい。

　生き真ま面じ目めな燈真は春怜の言葉を真に受けて、本当にいっさいの我慢をしなくなった。

　終わらない燈真の激しい律動に、最初に悲鳴を上げたのは春怜ではなく古い長椅子だった。三度目の絶頂を迎むかえた後、燈真は今にも壊こわれそうにきしむ長椅子を放って、春怜を抱だき上げ、ようやく寝しん台だいへ移動した。

　すぐに眠ねむれると思ったのが甘かった。燈真はなおも春怜の中に入りたがり、春怜を四つん這ばいにさせては雄芯を突き挿れ、胡坐あぐらをかく燈真の上に春怜を座らせては繰り返し突き上げてきた。そうやって何度も内壁を濡ぬらされ、春怜が解放されたのは、つい二時間ほど前だったように思う。

　燈真の話通りなら、輝羅と沙羅は今いま頃ごろ城じよう郭かく都市を発たったあたりだろうか。可能ならこちらからも馬で駆けて、道の途と中ちゆうで合流できればいい。

　まだ尻しりの中に燈真が居るような感覚がある。自分でも可お笑かしくなるほどぎこちない歩き方になりながら、春怜は家の扉とびらを開けて外に出た。

「ふ──」

　朝の空気は思いのほか冷たかった。城郭都市より遥はるか北西に位置するこの場所は、一足先に季節も移ろっているようで、春怜の頰を撫なでてゆく朝風には、すでに秋の匂においが含ふくまれていた。

　澄すんだ初秋の空気を吸い、あたりを見み渡わたす。

　春怜の琥珀色の瞳ひとみに映ったのは、朝あさ陽ひに揺れる一面の葦あし原はらだった。

　そこにぽつぽつと建つ小さな家屋は、葦原の海に心こころ許もと無なく揺れる小こ舟ぶねのように見える。

　その風景を眺ながめていると、後ろから長い腕が伸のびてきた。

　寝台に春怜がいないと気づいた燈真が、後を追いかけてきた。春怜の腰に両りよう腕うでをまわし、うなじに顔をうずめてくる。

「ばか、離はなれろ。人前でこういうことはしてはいけないんだ」

　そう言ってすぐ、春怜と燈真は一いつ緒しよになって初秋の風に揺れる葦原を見た。

「誰だれもいないな」

「………。──ん？」

　ふいに、左手の中に温度の無い冷たいものの存在を感じた。左手を開けて見ると、黄金に輝かがやく髪かみ飾かざりがあった。

「なんだこれ」

「春怜の髪飾り」

「なに？　どうしたんだこれ。いつ買った？　あの夜市か？　幾いくらしたんだ」

　また質素倹けん約やくの癖くせが出てしまい、春怜は自分の肩かたに顎あごを乗せる燈真に向かって立て続けに質問を浴びせかけた。燈真は半分以上まぶたを伏ふせた瞳で春怜を見つめてくる。

「十七のときに買った。貯たまった金で」

「え……？」

　十六歳で城郭都市へ行った燈真は、そこで教育を受けながら城の下働きとして天繕の近くですぐに仕事を始めていた。当然、報ほう酬しゆうも入ってくる。その額も年々上がる。

　しかし博ばく打ちにも女にもいっさい興味を持たず、渋しぶい茶と小説だけを愛好する燈真に、散財の機会は無く、ただ無む駄だに貯まっていくだけだった。

　十七歳にして燈真が金を持て余していることに気づいた天繕が、金を価値あるものに替かえてみてはどうかと助言をくれた。例えば、宝石や著名な絵師の水すい墨ぼく画がといったものである。

　その助言を受けて、燈真は純金の装そう飾しよく品を買うことにした。天繕に随ずい行こうして帝てい都とに上がったとき、皇こう帝てい御ご用よう達たしの金細工店に行き、そこで燈真は自分の耳みみ飾かざりと、そして春怜のための髪飾りを買い求めた。

　店で耳飾りを着けたときから、この髪飾りも、一度も肌はだ身みから離したことがなかったという。

「そうか……」

　燈真の耳飾りとまったく同じ色と輝きをしたその簪かんざしの先には、美しい雪ゆき椿つばきが連なって刻まれている。金細工店には数多くの装飾品があったことだろう。その中から、一番春怜に似合うものをと、十七歳の少年が無表情のまま生真面目に髪飾りを探す姿が容易に想像できて、春怜は微笑ほほえましく思った。

「ありがとう。燈真」

　春怜はおろしていた髪を両手で束ね、もらったばかりの髪飾りで留めた。後ろにいた燈真に体をくるりと回される。

「燈真？」

　燈真が着ていたものは春怜と同じ単衣ひとえだったが、それをきちんと着て、帯もしっかりと締しめていた。

　とても優やさしく丁てい寧ねいに、その長い両腕で春怜を包み込んでくる。

「よく似合う。春怜、この髪飾りはずっと着けていてくれ。おれは今以上に強くなって働いて、春怜を幸せにする。春怜さえ傍そばにいてくれたら、おれは何でも頑がん張ばれる。今は何も無いが、この場所で必ず春怜を幸せにすると誓ちかう」

「燈真──」

「だから一生、おれの傍にいてくれ。もう二度と離れることはないと、ここで誓ってくれ」

　いつの日か、髪飾りを渡わたすときが来る。そのときに添そえる言葉を、燈真はずっと、その穢けがれない心の奥に秘ひめていた。

　この日のために、燈真は長い孤こ独どくを静かに耐たえ抜き、強くなった。

「やっと言えた。──長かった」

　それが本当によく解わかったから、春怜は込み上げてくるものを抑おさえて、その美しい貌かおに笑えみをたたえる。

「誓うよ、燈真。もう二度と離れることはない」

　生真面目でまっすぐな心を持つ燈真は、愛してやまない春怜との約束を何が何でも守り抜く。

　今よりも寡か黙もくに熱心に働くだろう。春怜はともに悩なやみ考え、燈真の力になる。

　燈真は主の命を必ずまっとうする。道を造り町を造って、今は葦原だけのこの場所は、いつの日か城郭都市と肩を並べる都市になる。

　そうやって二人はずっと一緒に生きていく。

　秋の美しい朝陽を受けて、黄金の髪飾りが極ごく上じようの輝きを放った。







　あとがき







　はじめまして。こんにちは。鴇六連と申します。

　このたびは拙せつ著ちよ『夜よ伽とぎ恋れん情じよう』をお手に取っていただき、ありがとうございます。

　二冊目を刊行していただきました。感謝の気持ちでいっぱいです。




『萌もえとは何ぞや。それは麗うるわしき乙おと女めらの滾たぎる心なり。類型は極みなく限りなく、十人十色、千差万別。その煌きは百花を凌しのぐ──』なぁんて……、春怜と燈真の生きる世界にＢＬがあったなら、こんな風に説明されているかもしれません。

　そんな多種多様の萌えがある中、私の萌えは若干……ではなく大おお幅はばにズレており、その奇き妙みようキテレツな萌えに、「ん？　んん??」と、担当Ｔさまを混乱に陥おとしいれることしばしばでした。

　けれどＴさまは諦あきらめず、ときに優しく、ときにがっつりと私の軌き道どう修正に尽じん力りよくしてくださいました。今回も多大なるご迷めい惑わくをおかけし、本当に申し訳ございません……。




　そして、緒田涼歌先生のお名前をうかがったとき、（徹てつ夜や明けだったにもかかわらず）今までに無い嬉うれしさとプレッシャーで目がぎらぎらと冴さえ、眠ねむれなかったことは噓うそではありません。

　燈真は、格好良過ぎて直視するのに勇気が必要でした。そして春怜は、とっても別べつ嬪ぴんさんなのに、それでいて凜りんとした男性の姿であることが素晴らしく魅み力りよく的でした。

　春怜の美しさは罪です……。燈真の言葉を借りるとするなら、「見み蕩とれていたい」。

　緒田先生、大変お忙いそがしい中、貴重なお時間を割いていただき、本当にありがとうございました。燈真も春怜も、緒田先生に描えがいていただけて、とても幸せ者です。

　本当に、ずっとイラストを眺ながめて過ごしました。こんな綺き麗れいな人に無体なことさせちゃってる……と思いました。春怜、ごめんなさい。




　そんな春怜は年下の恋こい人びとに対し「何その慣れた手つき。どこで誰だれと何してきたの？」という思いに駆かられていますが、燈真の最初のお相手は、他の誰でもない、春怜なのです。

　一いち途ずな燈真は、春怜のためにオトコの純潔（あれ？　言い方合ってますか？）を守っていたのでした。

　ではなぜ、燈真はそこまで手て馴なれていたのでしょう？　──あ、見えますね。燈真の向こうに不敵な笑みを浮うかべて立つ、天繕閣下の御お姿すがたが。

「ここをこうしてやるとねー、だいたいみんなすぐ気持ちよくなって泣いちゃうんだよー」と閣下に教えられた燈真は、それを算術でも習うかのように学習帳に記録してゆきます。

　他の側近たちが「このエロ閣下、もうヤダ」と逃にげてしまう中、燈真だけは生き真ま面じ目めに「次はどうしたらいいですか」と質問して、閣下をたいそう笑わせ、楽しませてしまうのです。

　そして燈真は教えてもらったありとあらゆることを、いつかすべて春怜にしようと固く心に決めていたのでした。──というのは、私の勝手な妄もう想そうです。

　本編での二人は耐たえ忍しのんでばかりでしたが、今は甘い日々を過ごせています。何も無い最果ての地でもへっちゃらだそうです。そして燈真は天繕閣下との約束を果たします。燈真の造った美しい都に閣下をお迎えする、そんな素敵な日が早く訪れますように。




　担当Ｔさまとの会話の中に出てきた言葉を拾い集め、最初は曖あい昧まいな形をしていたこのお話は、Ｔさまのご指導とお知ち恵えをいただき、そして緒田先生のひとかたならぬお力ちから添ぞえをいただいて、とても思い入れのある大切な一冊になりました。

　ですからなおさら、お手に取ってくださった皆みなさまに、楽しいひとときを過ごしていただけますように……という思いが強くあります。

　いかがでしたでしょうか。少しでも楽しく中ちゆう華か風ふうの世界を旅していただけたなら、これに勝る幸せはありません。

　ここまで読んでくださり、本当にありがとうございます。

　季節の変わり目となりました。皆さまどうぞお体を大切になさってください。そして秋の夜長を読書にて楽しく過ごしていただけることを願っております。




　二〇一三年　九月


鴇　六連　　
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